
１．重 点 施 策

Ⅰ．予 算 の 性 格

新たな時代を拓き 明日の交流拠点都市を築く 重点戦略予算

Ⅱ．予 算 の 規 模

一 般 会 計 １，７２１億円

公営企業以外の特別会計 ９５５億７，２６４万９千円

公 営 企 業 特 別 会 計 ６２６億４，６１４万８千円

計 ３，３０３億１，８７９万７千円

（前年度との比較）

一般会計 対当初 ３３億９，０００万円 ２．０％増

（特別分を加えた実質） ５４億２，６８０万円 ３．２％増

全 会 計 対当初 ５３億５，４８２万３千円 １．６％増

（特別分を加えた実質） ７４億８，８０２万３千円 ２．３％増

平成31年度（2019年度）予算の伸び

国家予算 １．８％増

地財計画 ３．１％増

（参考）一般会計の予算規模比較

（単位 千円）

平成31年度 平成30年度 当初予算比較
伸率

（2019年度） （2018年度） 差 引 増 減 額

名目 ① 172,100,000 168,710,000 3,390,000 2.0％

② 5,308,600 3,271,800 補正予算前倒し分

実質①＋② 177,408,600 171,981,800 5,426,800 3.2％
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Ⅲ．総　括　表

（１）平成３１年度（２０１９年度）当初予算各会計別総表

平成 31 年度 平成 30 年度

( 2019 年 度 ) ( 2018 年 度 )

当 初 予 算

（Ａ） （Ｂ）

172,100,000 168,710,000

(177,408,600) (171,981,800)

 市営地方競馬事業費特別会計 2,968,085 2,826,400

 市街地再開発事業費特別会計 31,386 38,926

 公共用地先行取得事業費特別会計 474,767 403,615

 工業団地造成事業費特別会計 79,250 37,681

 住宅団地建設事業費特別会計 211,345 182,262

 駐車場事業費特別会計 262,277 246,478

 国民健康保険費特別会計 46,335,313 45,394,194

 後期高齢者医療費特別会計 6,090,396 5,820,001

 母子父子寡婦福祉資金貸付事業費特別会計 41,281 47,992

 介護保険費特別会計 39,078,549 37,913,408

小　　　　　　　　計 95,572,649 92,910,957

 ガス事業特別会計 10,356,917 10,007,225

 水道事業特別会計 13,315,932 13,514,453

 発電事業特別会計 1,307,536 1,071,898

 工業用水道事業特別会計 71,687 72,411

 病院事業特別会計 6,534,301 6,850,527

 中央卸売市場事業特別会計 1,176,356 1,260,924

29,836,280 30,514,558

 下水道事業特別会計 (30,368,680) (30,950,558)

 公設花き地方卸売市場事業特別会計 47,139 51,021

62,646,148 63,343,017

小　　　　　　　　計 (63,178,548) (63,779,017)

330,318,797 324,963,974

(336,159,797) (328,671,774)

　　※（　　　）は、特別分（補正予算前倒し分）を加えた実質の数値

合　　　　計

会　　計　　別

一　　　般　　　会　　　計

公

営

企

業

以

外

の

特

別

会

計

公

営

企

業

特

別

会

計
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　　　　　（単位 千円）

平成 30 年度

( 2018 年 度 )

差 引 増 減 額 現 計 予 算 差 引 増 減 額

（Ａ）－（Ｂ） 伸率(％) （Ｃ） （Ａ）－（Ｃ） 伸率(％)

3,390,000 2.0

(5,426,800) (3.2) 176,801,332 △4,701,332 △2.7

141,685 5.0 2,826,400 141,685 5.0

△7,540 △19.4 38,926 △7,540 △19.4

71,152 17.6 2,030,915 △1,556,148 △76.6

41,569 110.3 37,681 41,569 110.3

29,083 16.0 182,262 29,083 16.0

15,799 6.4 246,478 15,799 6.4

941,119 2.1 45,394,194 941,119 2.1

270,395 4.6 5,820,001 270,395 4.6

△6,711 △14.0 47,992 △6,711 △14.0

1,165,141 3.1 37,913,408 1,165,141 3.1

2,661,692 2.9 94,538,257 1,034,392 1.1

349,692 3.5 10,007,225 349,692 3.5

△198,521 △1.5 13,514,453 △198,521 △1.5

235,638 22.0 1,071,898 235,638 22.0

△724 △1.0 72,411 △724 △1.0

△316,226 △4.6 6,850,527 △316,226 △4.6

△84,568 △6.7 1,260,924 △84,568 △6.7

△678,278 △2.2

(△581,878) (△1.9) 30,576,558 △740,278 △2.4

△3,882 △7.6 51,021 △3,882 △7.6

△696,869 △1.1

(△600,469) (△0.9) 63,405,017 △758,869 △1.2

5,354,823 1.6

(7,488,023) (2.3) 334,744,606 △4,425,809 △1.3

当 初 予 算 比 較 現 計 予 算 比 較
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（２）平成３１年度（２０１９年度）　一般会計款別表
［歳　　入］

　予　算　額 ％ 　予　算　額 ％ 差引増減額 ％ 　予　算　額 ％ 差引増減額 ％

(Ａ) 構成比 (Ｂ) 構成比 (Ａ)－(Ｂ) 伸率 (Ｃ) 構成比 (Ａ)－(Ｃ) 伸率

1 市　　　　　税

83,982,680 48.7 81,688,190 48.4 2,294,490 2.8 81,688,190 46.2 2,294,490 2.8

2 地 方 譲 与 税

1,217,000 0.7 1,173,000 0.7 44,000 3.8 1,173,000 0.7 44,000 3.8

3 利　　子　　割

交　　付　　金 107,000 0.1 93,000 0.1 14,000 15.1 93,000 0.1 14,000 15.1

4 配　　当　　割

交　　付　　金 317,000 0.2 286,000 0.2 31,000 10.8 286,000 0.2 31,000 10.8

5 株式等譲渡所得割

交　　付　　金 618,000 0.4 630,000 0.4 △12,000 △1.9 630,000 0.4 △12,000 △1.9

6 ゴルフ場利用税

交　　付　　金 48,000 0.0 51,000 0.0 △3,000 △5.9 51,000 0.0 △3,000 △5.9

7 地 方 消 費 税

交　　付　　金 9,275,000 5.4 9,146,000 5.4 129,000 1.4 9,146,000 5.2 129,000 1.4

8 自動車取得税

交　　付　　金 182,000 0.1 340,000 0.2 △158,000 △46.5 340,000 0.2 △158,000 △46.5

9 環 境 性 能 割

交　　付　　金 68,000 0.0 68,000 皆増 68,000 皆増

10 国有提供施設等

所在市助成交付金 14,000 0.0 14,000 0.0 0 0.0 14,000 0.0 0 0.0

11 地　方　特　例

交　　付　　金 982,000 0.6 362,000 0.2 620,000 171.3 362,000 0.2 620,000 171.3

12 地 方 交 付 税

9,800,000 5.7 10,200,000 6.0 △400,000 △3.9 10,200,000 5.8 △400,000 △3.9

13 交通安全対策

特 別 交 付 金 76,000 0.0 79,000 0.1 △3,000 △3.8 79,000 0.0 △3,000 △3.8

14 分 担 金 及 び

負　　担　　金 984,809 0.6 1,891,073 1.1 △906,264 △47.9 1,891,963 1.1 △907,154 △47.9

15 使 用 料 及 び

手　　数　　料 3,507,363 2.0 3,290,817 2.0 216,546 6.6 3,290,817 1.9 216,546 6.6

16 国 庫 支 出 金

28,657,139 16.7 27,596,991 16.4 1,060,148 3.8 30,144,513 17.0 △1,487,374 △4.9

17 県　支　出　金

11,776,991 6.9 10,490,616 6.2 1,286,375 12.3 11,022,675 6.2 754,316 6.8

18 財　産　収　入

195,016 0.1 401,275 0.2 △206,259 △51.4 610,141 0.3 △415,125 △68.0

19 寄　　附　　金

437,315 0.3 54,521 0.0 382,794 702.1 65,021 0.0 372,294 572.6

20 繰　　入　　金

2,428,325 1.4 2,033,519 1.2 394,806 19.4 2,153,019 1.2 275,306 12.8

21 繰　　越　　金

300,000 0.2 300,000 0.2 0 0.0 1,934,982 1.1 △1,634,982 △84.5

22 諸　　収　　入

2,092,162 1.2 2,092,298 1.2 △136 △0.0 2,121,011 1.2 △28,849 △1.4

23 市　　　　　債

15,034,200 8.7 16,496,700 9.8 △1,462,500 △8.9 19,505,000 11.0 △4,470,800 △22.9

172,100,000 100.0 168,710,000 100.0 3,390,000 2.0 176,801,332 100.0 △ 4,701,332 △2.7

（単位 千円）

区　　　分

平 成 31 年 度
（2019年度）

平 成 30 年 度（2018年度） 当 初 平 成 30 年 度（2018年度） 現 計

歳　入　合　計
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［歳　　出］

　予　算　額 ％ 　予　算　額 ％ 差引増減額 ％ 　予　算　額 ％ 差引増減額 ％

(Ｄ) 構成比 (Ｅ) 構成比 (Ｄ)－(Ｅ) 伸率 (Ｆ) 構成比 (Ｄ)－(Ｆ) 伸率

1 議　　会　　費

910,352 0.5 906,795 0.5 3,557 0.4 887,668 0.5 22,684 2.6

2 総　　務　　費

18,075,042 10.5 17,091,619 10.1 983,423 5.8 17,349,791 9.8 725,251 4.2

3 民　　生　　費

62,960,981 36.6 60,510,244 35.9 2,450,737 4.1 62,010,231 35.1 950,750 1.5

4 衛　　生　　費

18,012,016 10.5 19,484,741 11.5 △1,472,725 △7.6 19,827,466 11.2 △1,815,450 △9.2

5 労　　働　　費

229,389 0.1 258,312 0.2 △28,923 △11.2 262,986 0.2 △33,597 △12.8

6 農  林  水  産  業  費

2,632,376 1.5 2,643,203 1.6 △10,827 △0.4 2,985,976 1.7 △353,600 △11.8

7 商　　工　　費

3,720,617 2.2 2,830,050 1.7 890,567 31.5 3,085,265 1.7 635,352 20.6

8 土　　木　　費

18,996,845 11.1 18,378,970 10.9 617,875 3.4 21,992,214 12.4 △2,995,369 △13.6

9 消　　防　　費

5,211,340 3.0 6,027,790 3.6 △816,450 △13.5 6,098,959 3.5 △887,619 △14.6

10 教　　育　　費

20,025,002 11.6 18,335,634 10.9 1,689,368 9.2 20,504,109 11.6 △479,107 △2.3

11 災 害 復 旧 費

89,706 0.1 235,135 0.1 △145,429 △61.8 489,160 0.3 △399,454 △81.7

12 公　　債　　費

20,459,327 11.9 21,208,350 12.6 △749,023 △3.5 21,208,350 12.0 △749,023 △3.5

13 諸　支　出　金

57,007 0.0 79,157 0.0 △ 22,150 △28.0 79,157 0.0 △22,150 △28.0

14 予　　備　　費

720,000 0.4 720,000 0.4 0 0.0 20,000 0.0 700,000 3,500.0

172,100,000 100.0 168,710,000 100.0 3,390,000 2.0 176,801,332 100.0 △4,701,332 △2.7

［公債費内訳］

　予　算　額 ％ 　予　算　額 ％ 差引増減額 ％ 　予　算　額 ％ 差引増減額 ％

(Ｄ) 構成比 (Ｅ) 構成比 (Ｄ)－(Ｅ) 伸率 (Ｆ) 構成比 (Ｄ)－(Ｆ) 伸率

20,459,327 11.9 21,208,350 12.6 △749,023 △3.5 21,208,350 12.0 △749,023 △3.5

17,000 0.0 17,000 0.0 0 0.0 17,000 0.0 0 0.0

（実質ベース） 20,442,327 11.9 21,191,350 12.6 △749,023 △3.5 21,191,350 12.0 △749,023 △3.5

（単位 千円）

区　　　分

平 成 31 年 度
（2019年度）

平 成 30 年 度（2018年度） 当 初 平 成 30 年 度（2018年度） 現 計

歳　出　合　計

公債費

区　　　分

平 成 31 年 度
（2019年度）

平 成 30 年 度（2018年度） 当 初 平 成 30 年 度（2018年度） 現 計

公 債 費 計

一時借入金利子
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　 （ ３ ）　平成 ３１ 年度（ ２０１９ 年度 ）　一般会計性質別表

  当初予算

（Ａ） 構成比％ （Ｂ） 構成比％

88,526,164 51.4 88,253,525 52.3
(89,026,164) (50.2) (88,753,525) (51.6)

13.6 13.8
(13.3) (13.5)
25.9 25.9
(25.1) (25.5)

20,459,327 11.9 21,208,350 12.6
(20,959,327) (11.8) (21,708,350) (12.6)
33,717,017 19.6 19.2
(33,747,017) (19.0) (18.8)
23,401,095 13.6 13.3
(23,431,095) (13.2) (13.0)

1.1 1.1
(1.0) (1.1)
4.9 4.8
(4.8) (4.7)

24,627,143 14.3 23,013,667 13.6
(28,605,743) (16.1) (25,785,467) (15.0)
24,558,143 14.3 22,800,667 13.5
(28,536,743) (16.1) (25,572,467) (14.9)

9,268,637 5.4 10,304,577 6.1
(11,983,686) (6.8) (12,569,641) (7.3)
15,289,506 8.9 12,496,090 7.4
(16,553,057) (9.3) (13,002,826) (7.6)

0.0 0.1
(0.0) (0.1)

25,229,676 14.7 14.9
(26,029,676) (14.7) (14.6)

1,848,665 1.1 1.3
(2,648,665) (1.5) (1.2)

0.6 0.5
(0.6) (0.5)
0.0 0.1
(0.0) (0.1)
12.6 12.6
(12.2) (12.4)

0.4 0.4
(0.4) (0.4)

172,100,000 100.0 168,710,000 100.0

(177,408,600) (100.0) (171,981,800) (100.0)

　　※（　　　）は、特別分（補正予算前倒し分）を加えた実質の数値

  合         　   計

特別需要予備費 700,000 700,000

繰 出 金 等 21,707,054 21,300,942

貸 付 金 63,000 130,000

積 立 金 2,081,835 

投資及び出資金 910,957 901,123

213,000

単　　独

   ４　そ　の　他　経　費 25,113,900 

災害復旧事業費 69,000

普通建設事業費

補　　助

３ 投 資 的 経 費

補 助 費 等 8,445,817 8,062,462

維 持 補 修 費 1,870,105

物 件 費 22,370,000

公 債 費

1,896,446

２ 経 常 的 経 費 32,328,908

扶 助 費 44,554,197 43,758,788

１ 義 務 的 経 費

人 件 費 23,512,640 23,286,387

性　　質　　別

平 成 31 年 度（2019年度） 平成 30 年度（2018年度）
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  差引増減額   現計予算 　差引増減額

（Ａ）－（Ｂ） 伸率％ （C） 構成比％ （Ａ）－（C） 伸率％

272,639 0.3
(272,639) (0.3)

△ 749,023 △3.5
(△749,023) (△3.5)
1,388,109 4.3
(1,418,109) (4.4)
1,031,095 4.6
(1,061,095) (4.7)

1,613,476 7.0
(2,820,276) (10.9)
1,757,476 7.7
(2,964,276) (11.6)

△ 1,035,940 △10.1
(△585,955) (△4.7)
2,793,416 22.4
(3,550,231) (27.3)

115,776 0.5
(915,776) (3.6)

△ 233,170 △11.2
(566,830) (27.2)

3,390,000 2.0

(5,426,800) (3.2)

700,000 皆増0 

406,112 1.9 21,300,942 12.0

0.0 0 0.0

1.9

△51.5 130,000 0.1 △ 67,000 △51.5△ 67,000 

9,834 1.1 901,123 0.5 9,834 

2,081,835 1.2

815,776 

△ 233,170 

△67.6 468,600 0.3 △ 399,600 △ 144,000 

14,610,556 8.3

1.1

24,413,900 13.8

28,928,494 16.4

14,317,938 8.1

4.6 248,022 3.0

29,397,094 16.7

△ 379,941 △16.9

383,355 4.8 8,197,795

18.9

23,036,130 13.0

△1.4 2,250,046 1.3

△0.6

21,208,350 12.0 △3.5

△ 26,341 

33,483,971

19,011 0.1

795,409 1.8 44,804,388 25.3 △ 250,191 

89,506,367 50.6

226,253 1.0 23,493,629 13.3

364,965 

△ 4,769,951 

△ 4,370,351 

(単位　千円)　

当　初　予　算　比　較 平成 30 年度（2018年度） 現　計　予　算　比　較

△1.1

0.7

△16.2

△15.1

△35.3

△ 980,203 

△ 749,023 

233,046 

1.6

△ 5,049,301 

4.6

3.3

△11.2

176,801,332 100.0 △ 4,701,332 △2.7

678,950 

△85.3

406,112 
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Ⅳ． 予 算 の 重 点

１ 活力あふれるまちづくり

新産業の創出による地域経済の持続的発展に向けて、価値創造拠点の整備や働き方改革の

推進に努めるとともに、工業団地の拡張整備に取り組みます。また、都心軸の再整備や交通

ネットワークの強化など、都市の発展基盤の整備に努めるほか、移住・定住施策の促進や市

民生活と調和した持続可能な観光の振興に取り組みます。

（１）新たな価値の創造と生産性の向上

①新産業の創出と人材の育成

・産業政策課に「価値創造拠点整備室」を設置

・価値創造拠点施設の整備に向けた基本設計に着手

・金沢ＡＩビレッジの形成をめざし、クリエイターをまちなかの町家等に誘致

・ＩＴビジネスプラザ武蔵にプログラミング教育の活動拠点を開設

・児童生徒を対象としたハイレベルのクリエイター養成塾を開催

・就学前の子供の論理的思考力を高める出前講座等を開催

・プログラムの技能を生かし地域で活躍するシニアを育成

・ｅスポーツを活用する人材の育成や企業の集積により新たな成長産業を創出

②生産性の向上と働き方改革の推進

・先端技術を導入し業務の自動化等を図る企業に対し支援

・働きやすい職場環境づくりに取り組む企業にアドバイザーを派遣

・高齢者の生涯活躍に向けた雇用奨励金制度を創設

・女性の活躍を促進するための事例集を作成

・公共工事において週休２日制を促進するための発注方式をモデル的に導入

（２）地域経済の振興

①産業基盤の整備

・中小企業等の持続的成長と経営基盤の強化を図るための検討懇話会を設置

・安原異業種工業団地といなほ工業団地の拡張に向けた基本設計等に着手

・金沢テクノパークの進出企業に対し助成

②消費税率引き上げへの対応

・国の経済対策に呼応して、平成30年度補正予算への前倒し分と合わせ、

一般会計で285億円（前年度に比べ29億円、11.6%増）の公共事業規模を確保

・低所得者層や子育て世帯に対しプレミアム付商品券を発行

・経済団体等と連携しキャッシュレス決済の普及を促進

・中小企業制度融資の時限緩和措置を１年間延長

③農林水産業の振興

・金沢産農産物のブランド戦略を検討

・林業の成長産業化に向けた新たな森林管理制度を導入

・金沢の海の幸の魅力向上をめざし、金沢メギスのブランド化を推進

・石川県金沢食肉流通センターの今後のあり方を検討

・卸売市場の再整備に向けた調査に着手

④持続的な発展目標の設定

・リニア中央新幹線の開業等が本市に与える影響や対策について調査検討

・ＳＤＧｓの推進に向けた行動計画を策定
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（３）都市の発展基盤の整備

①都市基盤の充実

・金沢港の整備推進と周辺地域の活性化

無量寺岸壁の改良やクルーズターミナルの整備等を推進

金沢港周辺地域の活性化に向けたモデル事業を実施

大規模災害時における物資調達手法や他港との連携方法等を検討

・金沢外環状道路の整備を推進

海側幹線４期区間の千田高架橋上部工に着手

・森本駅東広場の整備を本格化（2021年３月完成予定）

・南新保地区の土地区画整理事業に着手

②都心軸の再整備

・金沢駅西広場周辺の歩行環境整備を本格化（2020年３月完成予定）

・金沢駅武蔵南地区市街地再開発ビルの建設を支援（2021年春完成予定）

・近江町市場の複合商業施設の建設を支援（2020年春完成予定）

・片町四番組海側地区の再整備に向けた基本計画の策定を支援

③交通ネットワークの強化

・新しい交通システムの検討

金沢駅東西接続ルートやバス路線網再編などの検討調査を実施

・連節バスの走行実験を実施

・森本駅パーク・アンド・ライド駐車場の整備に向けた実施設計に着手

・地域が運行するコミュニティバス等に対する支援を拡充

・郊外の路線バスの利用促進に向けたモデル事業を実施

（４）定住・交流人口の拡大

①海外からの誘客の強化

・欧米富裕層をターゲットとした観光プロモーションを推進

・金沢の夜の魅力を内外に発信し滞在型観光を推進

②市民生活と調和した観光の振興

・宿泊税を導入（４月施行）

・まちなかの賑わいを創出するための無電柱化を推進［再掲］

・都心軸周辺に観光バス等の乗降場を整備

・観光地周辺の歩行環境を整備

・まちなかにおける憩いの空間やアートベンチの整備を推進

・新しい「まちのり」の構築に着手（2020年３月供用開始予定）

・公衆無線ＬＡＮのエリアを拡大（金沢駅西広場、金沢駅武蔵ヶ辻間など）

・宿泊者の利便性向上に資する旅館等の改修を支援

・ゲストハウスが行う地域住民と宿泊客との交流事業を推進

・本市の多彩な伝統文化を披露するナイトシアターを開催

・音楽やダンス等のパフォーマンスにより金沢駅周辺の夜の賑わいを創出

・冬季におけるコンベンション誘致を強化

③移住・定住の促進

・東京圏から移住する転職者等への支援制度を創設

・居住誘導区域等への定住を促進するための奨励金制度を創設

・市外からの移住・定住を促進するための奨励金制度を創設
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２ 個性が輝く魅力づくり

スポーツ文化の推進や建築文化の発信に積極的に努めるとともに、歴史文化資産の活用や

文化を担う人材の育成、金沢クラフト及び食文化の振興に取り組み、本物の文化を磨き高め

ます。また、金沢美術工芸大学の移転整備を進めるほか、眺望景観や夜間景観の創出に取り

組むなど、魅力あふれる都市環境の形成に努めます。

（１）スポーツ文化の推進

①スポーツ施設整備計画の実践

・城北市民運動公園屋内交流広場をオープン（４月７日）

・市民サッカー場の再整備に向けた基本設計に着手

・市民野球場の人工芝化等に向けた実施設計に着手

・南総合運動公園内のスポーツ施設等の再整備を本格化

球技場を人工芝化し、総合プール跡地に暫定駐車場を整備

②スポーツ文化を通じた地域の活性化

・本市ゆかりのスポーツ遺産を内外に発信

・障害者スポーツ団体の活動を充実するための支援制度を創設

・文化・スポーツ活動に熱心に取り組む高校生に対する奨学金制度を創設

・産学官の連携による体験型のスポーツイベントを開催

・金沢文化スポーツコミッションによる大会等の誘致を推進

スポーツ大会等の開催に併せ、文化交流イベントを実施

・第５回金沢マラソンを開催（10月27日）

ふるさと納税ランナー枠及びチャリティーランナー枠を新設

③東京オリンピック・パラリンピックホストタウンの推進

・フランス等の事前合宿を受け入れ

・ホストタウンの合宿受入れに協力するボランティアを養成

（２）建築文化の発信

・谷口吉郎・吉生記念金沢建築館を開館（夏予定）

・開館を記念した企画展やワークショップを開催

・11月をアーキテクチャーウィークとし、建築文化に関するイベントを集中開催

・玉川図書館及び近世史料館において建築文化に関連した企画展を開催

（３）伝統文化の継承・発展

①芸術・文化施設の充実

・卯辰山工芸工房のリニューアルを本格化（11月竣工予定）

・芸術文化の発信拠点となる金沢歌劇座のあるべき姿を検討

・アートホールの大規模改修に向けた実施設計に着手

・金沢21世紀美術館の混雑緩和に向けて総合受付の改修や館内スタッフの増員を実施

・くらしの博物館に拡張現実技術を活用した体験型アプリを導入

・祖父母と孫が文化施設の観覧を楽しむ交流事業をモデル実施

・金沢湯涌江戸村の市指定文化財「旧平尾家住宅」を公開（秋予定）

・加越国境に位置する高峠城跡等の国史跡追加指定に向けた調査に着手
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②芸術・文化を担う人材の育成

・東アジア文化都市事業のネットワークを生かした交流を推進

・イタリア・ミラノで能楽を通じた文化交流事業を実施

・伝統文化の継承・発展に貢献した企業等に対する表彰制度を創設

・全国学生大茶会を開催（８月31日、９月１日）

・芸術文化活動の国際大会等への出場者に対する奨励金制度を創設

・無形民俗文化財の保存継承に向けた映像資料等を作成

・茶屋文化の継承に資する施設改修等を支援

・芸妓文化を継承するため、新人芸妓等に対し奨励金を交付

③金澤町家の保全・活用

・大規模改修及び解体時における事前届け出を義務化

・改修時に支障となる法的制限の一部を緩和し、町家の活用を促進

・宿泊施設への活用を促進するための支援制度を創設

・金澤町家が連担したまちなみに調和する新築住宅の設計に着手

④金沢クラフトと食文化の振興

・東京国立近代美術館工芸館の移転整備を本格化（2020年夏開館予定）

・新たな伝統工芸品産業アクションプランを策定

・本市工芸の英訳ガイドラインを作成し海外へ発信

・伝統工芸品の海外販路拡大に向けて、若手工芸家を海外へ派遣

・市内飲食店で使用する食器への伝統工芸品等の活用を促進

・全日本高校生WASHOKUグランプリを開催（８月７日予定）

・若手和食料理人の起業を支援

（４）金沢美術工芸大学の振興

・移転整備に向けた実施設計に着手

・平成の百工比照を海外に発信（韓国・清州市）

・大学移転の機運を醸成するため、知名度のある卒業生によるシンポジウムを開催

（５）魅力ある都市環境の形成

①美しい景観の創出

・「眺望景観形成条例（略称）」を制定

眺望景観の形成につながる修景整備に対する支援制度を創設

・金沢らしい魅力的な夜間景観を創出

白鳥路や尾山神社等において照明設備を整備

・都心軸沿線において屋外広告物の新たな基準を策定

・街路樹や公園等の雪吊りを拡充し、冬の魅力を向上

②無電柱化の推進

・重要伝統的建造物群保存地区等において金沢方式による無電柱化を推進

寺町台地区（旧鶴来街道）の整備に着手

・まちなかの賑わいを創出するための無電柱化を推進

鞍月用水沿い及び旧古寺町通りの基本計画を策定

③緑豊かな都市環境の創出

・卯辰山公園開園100年の再整備の推進

モミジ等を植樹し緑豊かな眺望を創出

花菖蒲園等に夜間照明設備を整備
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３ 未来を育む人づくり

未来を担う逞しく心豊かな子供を育むため、幼児教育・保育の無償化や保育の受入体制の

整備、貧困対策の充実などに努めます。また、金沢型学校教育モデルの実践や教育施設等の

再編整備、エアコンの設置等を進めるほか、長土塀青少年交流センターの開設や家庭教育推

進プログラムの実践に取り組みます。

（１）未来を担う子供施策の充実

①子供施策推進体制の整備

・子供施策を総合的に推進するため、福祉局に「こども未来部」を設置

こども政策推進課を「子育て支援課」と「保育幼稚園課」に改編

保育所等と小学校の連携強化や幼稚園教諭及び保育士の研修の充実を図るための

幼児教育センター（仮称）の開設をめざし、保育幼稚園課に開設準備室を設置

・次期かなざわ子育て夢プランを策定

②子育て支援の充実

・保育料を21年連続で据置き

・10月から幼児教育・保育を無償化（３～５歳児及び住民税非課税世帯を対象）

・保育所等の定員を拡大（679人増）

・私立保育所等の増改築を支援（聖霊こども園、第一善隣館保育所、光こども園）

・放課後児童クラブの新増設を支援（３クラブ）

・保育人材の確保

保育士の処遇を改善

保育業務補助員の配置を支援

保育士用宿舎の借り上げに対する支援制度を創設

・市立保育所から保護者への緊急連絡システムを導入

・児童館厚生員及び児童クラブ職員の処遇を改善

・児童クラブの適正な運営を確保するため、指導監査を強化

・大型連休中における臨時保育を実施（4月30日～５月２日）

・病児保育の充実に向けた検討会を設置

・休日における急病診療のあり方を検討

③子供の環境改善と貧困対策の強化

・子どもソーシャルワーカーを配置し、支援が必要な子供の早期発見と相談体制を充実

・生活困窮世帯やひとり親家庭の子供の学習支援を総合的に実施

地域団体等が実施する小学生向けの学習支援を推進

松ヶ枝福祉館で実施する学習支援の対象に高校生を追加

・ひとり親家庭の児童クラブ利用料の軽減措置を拡充

・ひとり親家庭の幼児に対する予防接種費助成制度におたふくかぜを追加

・入学時の要保護児童生徒に対する就学奨励金の支給額を増額

・子育て支援医療助成の現物給付の対象を接骨院等に拡大

・児童虐待防止対策等の強化に向けて専門職員を増員

・児童養護施設等の改築を支援（聖霊愛児園・乳児院）
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④親子の健康増進

・産後の母子への相談支援体制を充実し、サービスを広域化

・保育所等においてフッ化物洗口を実施

・地域、学校、行政の連携により、健康教育推進プランを推進

・男性不妊治療に対する助成限度額を拡大

（２）学校教育の振興

①金沢型学校教育モデルの実践

・学校における金沢ベーシックカリキュラムの実践等を支援

・新学習指導要領の全面実施に向けて小学校英語教育の副読本を作成

・若手教員の資質向上を図るための早期育成プログラムを実施

・市立工業高校においてＩＣＴを活用した工業教育を推進

・「こども金沢市史」を改訂

②特別支援教育等の充実

・就学時に発達が気になる子供に対する支援体制を構築

・教育プラザの適応指導教室等において、音楽・美術等の体験教室を実施

③教育環境の整備

・教育総務課に「教育施設等整備室」を設置

・中央小学校の再整備に向けた実施設計に着手（2022年３月完成予定）

・犀桜小学校の校舎建設に向けた実施設計に着手（2022年３月完成予定）

・森山町小学校の校舎改築を本格化（2020年３月完成予定）

・田上校下の新たな小学校の建設に向けた基本設計に着手

・小中学校のエアコン整備を推進（小学校26校の実施設計を前倒し）

・一時的な児童数の増に対応するため暫定校舎を設置（浅野川小、大徳小）

・泉中学校の体育館等の建設工事を本格化（2020年２月完成予定）

・学校施設の大規模改修を本格化（小学校６校、中学校３校）（最終補正で前倒し）

・新たな共同調理場再整備計画を策定

（３）生涯学習の推進

①青少年教育・家庭教育の推進

・長土塀青少年交流センターを開設（７月予定）

・若手リーダーが地域活動に参加する「かなざわユースプロジェクト」を推進

・青少年団体のネットワークを構築するための交流会を開催

・地域ぐるみで子供を育む地域学校協働活動を拡充

・四十万公民館の建設工事に着手（2020年秋開館予定）

・宇宙教育の推進

国立天文台やＪＡＸＡと連携し宇宙分野で活躍できる人材を育成

年代別のプラネタリウム体験イベントを実施

②読書環境の充実

・玉川こども図書館の再整備に向けた実施設計に着手（2022年３月完成予定）

・玉川図書館に児童図書コーナーを開設（４月下旬予定）

・泉野図書館及び海みらい図書館の児童図書コーナーを充実
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４ 安全で安心なくらしづくり

地域における支え合い体制の充実や福祉施設等の整備を推進するなど、お年寄りや障害の

ある方への支援に努めるとともに、金沢健康プラザ大手町の再整備や健康プランの実践に取

り組むなど、誰もが安心して暮らせる福祉健康社会の実現をめざします。また、災害対策や

消防・救急体制の充実など危機管理体制の強化に努めるほか、ごみの減量化・資源化を推進

するなど、環境負荷の低減に取り組みます。

（１）支え合う福祉健康社会の実現

①地域における支え合いの充実

・福祉総務課と長寿福祉課を「地域長寿課」に改編

・地域における福祉相談窓口を増設

・地域福祉を支えるためのコーディネーターを地区社会福祉協議会に配置

・市社会福祉協議会ボランティアセンターのマッチング機能を強化

・地域福祉活動の担い手づくりを促進するためのボランティアポイント制度を導入

・第一善隣館の改築を支援

②お年寄りへの支援

・地域密着型特別養護老人ホームや看護小規模多機能型居宅介護施設の建設を支援

（５施設）

・高齢者の活躍をサポートするため、就労等に関する総合相談窓口を開設

・地域包括支援センターの機能や圏域のあり方について検討

・低所得者の介護保険料の軽減措置を拡大

・健康プラザ大手町で医療・介護・障害分野についての事業所向けの相談や支援を実施

③障害のある方への支援

・障害児通所支援事業所間の連絡会を開催

・登録手話通訳者の養成研修を拡充

・日常生活用具の給付要件を緩和

・精神障害者の退院後の地域生活を支援

・障害者スポーツ団体の活動の充実に向けた支援制度を創設［再掲］

・障害のある方が制作したアウトサイダーアートを全てのふらっとバス車内で展示

④市民の健康増進

・金沢健康プラザ大手町の再整備に向けた基本構想を策定

・市立病院の再整備に向けた今後のあり方を検討

・泉野福祉健康センターの改築に向けた実施設計に着手

・金沢駅もてなしドームにおいて市民参加型の健康づくり事業を推進

・大型連休中における在宅当番医制度を実施（4月30日～５月２日）

・成人男性に対する風しん抗体検査やその結果に基づく予防接種を実施

・基金の取崩し等により必要最小限の国民健康保険料率の改定を実施

・医療機関による特定保健指導をモデル実施

⑤食の安全確保と食育の推進

・若い世代の健康増進に向けて野菜摂取モデル事業を実施

・ＨＡＣＣＡＰの導入義務化に伴い、事業者に対する普及啓発や指導を強化

・食中毒発生時における検査の迅速化を図るため、一斉検査法を導入
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（２）暮らしの安全確保

①安全・安心の確保

・危機管理センターの防災情報システムの整備を本格化

・拠点避難所にWi-Fi環境等を整備

・外国人向けの防災情報をホームページやアプリを活用し多言語で発信

・災害時における医療救護体制を見直し

・災害時に備え避難行動要支援者名簿の活用を促進

・福祉施設における避難所開設マニュアルの策定を支援

・木造住宅の耐震改修支援制度を拡充

・土砂災害警戒情報発令時におけるパトロール体制を強化

・クマの出没に備え捕獲檻を増設

②防災インフラの整備

・橋りょう耐震計画に基づく耐震補強を推進

・市有がけ地の安全対策の強化に向けた実施設計に着手

・地域防災計画に指定された法面等の安全対策を推進

・緊急輸送道路の舗装補修を推進

③水害対策等の充実

・浸水被害を想定した洪水ハザードマップを作成し全世帯に配布

・割出町公園に雨水地下貯留施設を整備

・河川の決壊に備え堤防をアスファルト舗装し構造を強化

④消防・救急体制の強化

・２市２町共同の新たな高機能消防指令システムの本格運用を開始

・金石消防署三和出張所に新たに救急隊を配置（12月予定）

・中央消防署小立野出張所の移転整備を本格化（12月完成予定）

・大規模災害に備え看護学生と連携した救護体制を構築

・木造建築物密集地域における町会による共同消火器の設置を支援

・宿泊施設における応急救護体制を強化

（３）環境負荷の少ないまちづくり

①ごみの減量化・資源化の推進

・第６期ごみ処理基本計画を策定

・家庭用生ごみ処理機の購入を促進するための助成制度を拡充

・食品ロスの削減を推進

フードドライブ受付窓口を新たに泉野・元町福祉健康センターに設置

飲食店等によるフードシェアリング事業をモデル実施

・容器包装プラスチックの収集回数を拡大

・違反ごみの防止に向けた監視カメラの貸与期間を延長

②環境学習の推進

・湯涌温泉玉泉湖においてホタルの里を整備

・節電エコポイント事業を本格実施

③環境施設等の整備

・次期廃棄物埋立場の整備を完了（2020年10月開設予定）
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５ 協働と連携の絆づくり

地域コミュニティの醸成・充実をめざし、市民活動サポートセンターの機能強化や町会等

への支援の充実、市民協働の推進に取り組むとともに、石川中央都市圏や友好交流都市等と

の広域連携に努めます。また、第７次行政改革大綱や中期財政計画、公共施設等総合管理計

画の着実な実践により、健全で計画的な行財政運営に努めます。

（１）地域コミュニティ活性化推進計画の実践

①地域コミュニティの醸成

・金石地区及び観音町地区の旧町名復活を推進

・旧町名復活の経緯等を示した銘板を設置

・市民課窓口等で加入連絡票を配布し、転入者の町会加入を促進

・町会における地域活動発信アプリの導入を支援

②地域コミュニティ組織への支援

・町会等の地域団体の連携による運営体制づくりをモデル校下で実施

・市民活動サポートセンターの機能を強化

地域団体とＮＰＯ等との連携を強化し地域における課題解決を促進

地域活動の担い手育成のための研修会等を充実

・木造建築物密集地域における町会による共同消火器の設置を支援［再掲］

③地域コミュニティ活動への支援

・大学と連携し、地域と外国人住民との交流活動に取り組むモデル事業を実施

（２）市民協働によるまちづくり

①市民協働の促進

・地域福祉活動の担い手づくりを促進するためのボランティアポイント制度を導入［再掲］

・大規模災害に備え看護学生と連携した救護体制を構築［再掲］

・コミュニティ防災士と連携し出前講座を開催

・産学官の連携による体験型のスポーツイベントを開催［再掲］

・金沢駅もてなしドームにおいて市民参加型の健康づくり事業を推進［再掲］

②協働の担い手の育成

・ホストタウンの合宿受入れに協力するボランティアを養成［再掲］

・若手リーダーが地域活動に参加する「かなざわユースプロジェクト」を推進［再掲］

（３）広域連携の推進

①石川中央都市圏の連携強化

・圏域における公共施設保有量の最適化など、将来コスト軽減に向けた計画を策定

・上下水道事業における維持管理業務の共同化を検討

・スポーツによる広域連携を推進するための連絡会を設置

・産後の母子への相談支援体制を充実し、サービスを広域化［再掲］

・圏域における消防活動の連携・協力プランの策定に向けた検討に着手

・国際交流に関するシンポジウムを周辺自治体と共同で開催

・各市町が開催する適応指導教室等に関する研修会に相互参加

・圏域の特長を生かした富裕層向け観光プログラムを富山市と連携し検討
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②姉妹都市・友好交流都市等との連携

・姉妹都市間で食文化を通じた交流を推進（バッファロー市、ナンシー市）

・ユネスコ創造都市におけるクラフト分野の分野別会議を開催（10月14～16日）

・ユネスコ創造都市から工芸家を受入れ（韓国・利川市、中国・景徳鎮市）

・文京区と交流協定を締結（８月予定）

加賀宝生子ども塾と文京区の子供達との文化交流事業を実施

・板橋区と目黒区が開催する交流イベントに参加

・北陸・飛騨・信州３つ星街道による外国人観光客の誘客を促進

（４）効率的で自立度の高い市政の推進

①行政サービスの向上

・次期基幹情報システムを構築（2021年１月稼働予定）

・ＡＩを活用した行政情報に関する自動案内システムを導入

・電子申請システムを導入（道路占用許可申請など）

・申請書類等を多言語化しホームページに掲載

・第二本庁舎の建設工事を本格化（2020年春供用開始予定）

・玉川こども図書館と一体的に整備する公文書館の実施設計に着手

・市制130周年記念式典等を開催

②行政改革の実践

・第７次行政改革大綱を着実に実践

・民間活力の導入を推進するためのアウトソーシング推進計画を策定

・金沢駅東・武蔵地下駐車場に利用料金制度を導入（2020年４月）

・総合健康センターと福祉サービス公社を統合し「金沢健康福祉財団」を設立

・新たな共同調理場再整備計画を策定［再掲］

・公共施設等の計画的なＬＥＤ照明の導入を調査検討

・金沢版ふるさと納税制度を拡充

・ガス事業・発電事業の今後のあり方を検討

③健全財政の堅持

・公共施設等総合管理計画に基づく長寿命化を推進

・中期財政計画の実践

実質公債費比率の健全性を堅持

2019年度6.0％（安全とされる18％未満を堅持）

市債発行の抑制

2019年度市債依存度8.7％（地財計画10.6％）

市債の計画的な繰上償還

10億円（最終補正で５億円を前倒し）

基金の有効活用に向けた計画的な積み立て

スポーツ施設再整備積立基金と公共施設再整備等積立基金を改編し、「文化

スポーツ施設再整備積立基金」と「教育福祉施設等再整備積立基金」を創設

④効率的な業務の推進

・ＲＰＡ技術等を活用した定型作業の自動化システムを導入(障害者医療費助成事務など)

・業務改善研修を実施

・ごみ収集ルートの管理を効率化
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２ ． 部 門 別 主 要 事 業
新は 新規事業、改は 制度の改善

完は 継続事業の完了を示す。

１．都市整備、土木部門
（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

都心軸の再整備や広域交通網の構築など、未来を見据えた都市基

盤の整備を推進するとともに、品格ある交流拠点都市の実現をめ

ざし、眺望景観の形成や無電柱化の推進などに取り組むほか、

定住・移住促進策及び既存建築物耐震促進策を拡充

( 1) 都 市 計 画 事 業 18,760 新 都市計画マスタープラン普及推進費 6,600千円

推進費 まちづくり市民シンポジウムを開催し、

都市計画マスタープランの改定を広く周知

改 協働のまちづくり推進費 1,000千円

地域との協働によるまちづくりに向けて、

まちづくり協定の締結を推進

新 「木町三番丁地区」、「木町四番丁地区」及び

「長土塀新影会地区」

【都心軸の再整備】

( 2) 完 金沢駅西広場周辺 574,000 安全で快適な歩行空間を創出するため、屋根付き通路等の

歩 行 環 境 整 備 整備を本格化

事業費 2020年３月完成予定 【重点戦略計画】

( 3) 金沢駅武蔵南地区 344,000 2021年春の再開発ビルの完成に向けて、建設工事等を支援

市街地再開発事業費 【重点戦略計画】

区域面積 約0.5㏊

用 途 商業施設、共同住宅

( 4) 完 近江町市場暮らし･ 203,000 2020年春の複合商業施設の完成に向けて、建設工事等を支援

にぎわい再生事業費 【重点戦略計画】

敷地面積 約2,430㎡

用 途 商業施設、業務施設、公益施設、駐車場
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

( 5) 新 片町四番組海側 6,000 片町四番組海側地区の再整備に向けた基本計画の策定を支援

地区市街地再開発 【重点戦略計画】

事業費

( 6) 金沢都心軸創生 1,000 片町四番組山側地区の再整備に向けた地元組織の活動を支援

事業費 【重点戦略計画】

（ 7） 中心市街地まちなみ 5,000 中心市街地の都市機能の向上を図るため、事業化に向けた

形成事業費 施策を地域住民と協働で検討

【重点戦略計画】

新 柿木畠地区における事業計画を策定

【広域交通基盤の整備】

債 務 負 担

900,000 ［債務負担900,000千円］

( 8) 道 路 新 設 改 良 938,000 金沢外環状道路整備事業費 938,000千円

事業費 〔再 掲〕 【重点戦略計画】

海側幹線４期区間の整備を推進

新 千田高架橋上部工

道路築造工事など

市施行区間 大浦町～千木町（1.6㎞）

全体事業費 19,600,000千円

( 9) 森 本 駅 周 辺 100,800 交通結節機能の強化と賑わいの創出をめざし、

整備事業費 森本駅東広場の整備を本格化 【重点戦略計画】

屋根付き通路の整備 など

2021年３月完成予定

新 森本駅東広場パーク・アンド・ライド駐車場整備事業費

〔再掲〕 1,700千円

【重点戦略計画】

まちなかの渋滞緩和と公共交通利用促進をめざし、

パーク・アンド・ライド駐車場の整備に向けた

実施設計に着手

駐車場の整備に向けて、用地を取得〔再掲〕

27,000千円

（最終補正予算に計上）
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(10) 金 沢 港 建 設 1,610,361 金沢港建設事業費負担金 1,608,700千円

事業費 〔再 掲〕 （最終補正予算に379,600千円前倒し）

2018年度最終補正分 379,600 【重点戦略計画】

計 1,989,961 無量寺岸壁の改良やクルーズターミナルの

整備等を推進

【都市計画街路網の整備】

(11) 街路新設改良費 224,800 環状道路網整備状況 2018年度末完成済延長進捗率 85％

2018年度最終補正分 121,500 外 環 状 線 2018年度末完成済延長進捗率 74％

計 346,300 中 環 状 線 2018年度末完成済延長進捗率 100％

内 環 状 線 2018年度末完成済延長進捗率 96％

〔主要幹線〕

北安江出雲線

出雲町地内 用地取得

若宮町地内 道路築造工 など

泉野々市線

押野１丁目地内 用地取得

県施行街路事業費負担金 188,500千円

（最終補正予算に121,500千円前倒し）

小立野旭町線ほか

(12) 都市施設用地先行 37,000 西部緑道拠点緑地の用地を先行取得

取得事業費

（特別会計）
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(13) 防災まちづくり 347,910 既存建築物耐震改修促進費 228,110千円

推進費 【重点戦略計画】

2018年度最終補正分 3,000 昭和56年以前に建築された建築物にかかる耐震診断や

計 350,910 設計費、改修工事費に対し助成

改 木造戸建て住宅の耐震化を促進するため、

設計・改修工事に対する一般世帯及び

高齢者等世帯への支援を拡充

〔木 造〕耐震診断 補助率 限度額

高齢者等世帯 4/5 16万円

一般世帯 3/4 15万円

設計・改修工事 補助率 限度額

改 一般世帯及び高齢者等世帯

2/3～3/4 183～206万円

→ 定額 200万円

共同住宅 設計 2/3 23万円

改修 2/3 60万円／戸

〔非木造〕耐震診断 補助率 限度額

住 宅 2/3 20万円

共同住宅 2/3 200万円

緊急輸送 2/3 200万円

その他建築物 1/3 100万円

設計 補助率 限度額

住 宅 2/3 10万円

共同住宅 2/3 100万円

緊急輸送 2/3 100万円

その他建築物 1/3 50万円

改修工事 補助率 限度額

住 宅 2/3 170万円

共同住宅 2/3 100万円／戸

かつ１億円

緊急輸送 2/3 １億円

その他（国補助）15.2% 2,000万円

その他建築物 7.6% 2,000万円

耐震診断義務化建築物

23.0% 限度額なし
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 耐震改修促進計画改定準備費 3,700千円

建築物耐震改修促進計画の改定に向けて、未耐震家屋や

建物分布等の基礎調査に着手

危険ブロック塀等改善対策費補助 5,800千円

危険ブロック塀の除却費に対し支援

補助単価 限度額

通学路 7,000円／㎡ 200千円

その他道路 3,500円／㎡ 100千円

市有がけ地安全対策推進費 14,000千円

【重点戦略計画】

土砂災害特別警戒区域内における

市有がけ地の安全対策工事を計画的に実施

新 鈴見台中央第２緑地

がけ地防災推進費 20,200千円

がけ地における土砂災害を未然に防止するため、

防災工事費等に対し助成

公共施設に隣接するがけ地 補助率 3/4

居住のある建築物に隣接するがけ地 補助率 1/2

急傾斜地崩壊防止対策事業費 33,800千円

（最終補正予算に3,000千円前倒し）

県補助 山王町２丁目

市施行 東山１丁目

県施行負担金 大額町

宝町、法島町、西大桑町、

小坂町、神谷内町、山王町

完 斜面緑地崩壊対策事業費 45,300千円

法島町地内
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(14) 金 沢 ま ち な か 36,100 まちなか区域防災まちづくり住民活動促進費 1,000千円

再整備事業費 【重点戦略計画】

防災まちづくり計画の策定に向けた住民活動を支援

小橋町地区

防災性及び居住環境の向上と土地活用の促進を図るため、

地域住民との協働による再整備を推進 【重点戦略計画】

森山地区 2,300千円

防災広場の概略設計など

金石西地区 32,800千円

防災道路の整備、用地取得など

(15) 都市景観対策費 150,263 新 景観計画改定準備費 4,400千円

景観計画の改定に向けた基礎調査を実施

新 金沢らしい眺望景観創出事業費 12,500千円

【重点戦略計画】

条例制定に伴い、魅力ある眺望景観を形成するための

修景整備に対する支援制度を創設

対象区域

眺望点からの近景形成区域

補助内容

黒の日本瓦葺きへの改修

補助率50％ 限度額500千円

屋外設備に対する目隠し

補助率50％ 限度額500千円

中高木の植栽

補助率70％ 限度額300千円

その他、眺望点の修景整備、魅力発信セミナーの開催

新 卯辰山眺望景観創出事業費〔再掲〕 20,000千円

緑豊かな眺望景観を創出するため、荒廃竹林等を

伐採し、モミジ等の修景樹木を計画的に植栽
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

改 金沢らしい夜間景観創出事業費 59,000千円

【重点戦略計画】

金沢らしい魅力的な夜間景観を創出するため、

アクションプログラムに基づき、公共空間等における

計画的な照明設備の整備を推進

新 白鳥路、黒門前緑地、尾山神社、尾﨑神社

新 夜間景観創出パートナー制度の創設

協力企業等を夜間景観創出パートナーとして

登録し、市民協働による金沢らしい夜間景観の

創出を推進

新 犀川・浅野川周辺道路修景整備事業費 33,000千円

【重点戦略計画】

川筋景観の魅力向上と歩行者の回遊性を高めるため、

犀川及び浅野川周辺の歩行環境を整備

犀 川 桜の植栽

浅野川 舗装修景整備

川筋景観保全事業費補助 1,000千円

【重点戦略計画】

川筋景観の保全と魅力向上を図る修景整備に対し支援

対象区域 川筋景観保全区域

補助内容 黒の日本瓦葺きへの改修

補助率50％ 限度額 500千円

屋外広告物の撤去

補助率90％ 限度額1,000千円

中高木の植栽

補助率70％ 限度額 300千円

対象区域 犀川区域 桜橋から新橋まで

浅野川区域 梅ノ橋から中の橋まで

補助内容 外壁の推奨色への改修

補助率50％ 限度額 500千円

屋外設備に対する目隠し

補助率50％ 限度額 500千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

長町景観地区保全活用事業費 31,000千円

【重点戦略計画】

歴史的なまちなみを保全するため、土塀の保全や

建築物の修景整備等に対し支援

建築物修景整備

景観地区保存対象建築物の修理

補助率 80％ 限度額 10,000千円

一般建築物の修景

補助率 70％ 限度額 3,000千円

景観地区保存対象建築物の防災構造整備

耐震診断

補助率 75％ 限度額 300千円

耐震設計

補助率 2/3 限度額 200千円

構造補強工事

補助率 90％ 限度額 5,000千円

工作物等修景整備

補助率 70％ 限度額 1,000千円 など

沿道景観形成計画推進費 1,060千円

協議会において、景観パトロールなどを実施

景観修景事業費補助 3,000千円

生垣の設置や土塀の設置などの修景整備に対し助成

斜面緑地保全支援費 1,000千円

緑化の推進や適正な管理に対し助成

(16) 広告景観形成費 29,886 新 都心軸景観魅力向上事業費 2,000千円

都心軸沿線を景観保全型広告整備地区に指定し、

広告景観の向上を図るとともに、基準に適合しない

広告物の撤去費に対し助成

金沢駅兼六園口（東口）から香林坊までの

都心軸沿線

補助率 50％ 限度額 250千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

屋外広告物適正化事業費 7,675千円

集中指導強化期間（2017～2019年度）を設定し、

未申請及び違反広告物の指導を強化

屋外広告業登録業者を対象に講習会を開催

屋外広告物改善事業費補助 4,000千円

広告景観の向上と保全を図るため、屋外広告物の撤去費

に対し助成

改 助成期間を2020年３月まで延長

違反広告物除却事業費 2,360千円

違反広告物の掲出が多い祝日及び休日に取り締まりを

実施

新 歩行者系サイン等修景整備事業費 10,200千円

【重点戦略計画】

観光客など来街者の回遊性を高めるため、

歩行者系サイン等の修景整備を実施

湯涌街道景観まちづくり推進費 600千円

「塩硝の道」の玄関口にふさわしい景観づくりに

取り組む地元の活動を支援
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(17) 定 住 促 進 費 113,500 住生活基本計画及び集約都市形成計画に基づき、

まちなかや居住誘導区域等への定住を促進するため、

新たな定住支援制度を創設（2019年10月運用開始）

地域コミュニティの活性化を図るため、町会加入を要件化

新 わがまち金沢住宅取得奨励金 3,000千円

まちなか区域及び居住誘導区域において、

住宅を新築又は購入した市民に対し奨励金を交付

対 象 一戸建て新築住宅

自己所有し居住するもの

助成内容 まちなか区域

金融機関からの借入金の7.5％を助成

限度額150万円

45歳未満の場合の上乗せ

助成率2.5％ 限度額50万円

居住誘導区域

金融機関からの借入金の5.0％を助成

限度額100万円

新 わがまち金沢まちなかマンション購入奨励金

まちなか区域において、新築分譲マンションを

購入した市民に対し奨励金を交付

対 象 市長が定める仕様や規模等の基準に

適合するマンション

自己所有し居住するもの

助成内容 金融機関からの借入金の3.75％を助成

限度額75万円

45歳未満の場合の上乗せ

助成率2.5％ 限度額50万円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 わがまち金沢まちなか空き家リフォーム費補助

1,800千円

まちなか区域において、昭和26年以降に建築された

空き家を購入した市民に対し内部改修費を助成

対 象 専用住宅及び住宅面積が1/2以上の

併用住宅

自己所有し居住するもの

助成内容 補助率1/2 限度額50万円

45歳未満の場合の上乗せ

限度額50万円

新 わがまち金沢まちなか中古マンションリフォーム費補助

1,500千円

まちなか区域において、中古分譲マンションを

購入した市民に対し内部改修費を助成

対 象 昭和56年６月１日以降に建築された

住戸面積50㎡以上のマンション

自己所有し居住するもの

助成内容 補助率1/2 限度額25万円

45歳未満の場合の上乗せ

限度額25万円

完 新たな定住支援制度の創設に伴い、2019年９月で現行制度を

廃止

まちなか住宅建築奨励金 100,000千円

まちなかマンション購入奨励金 －

まちなか空き家活用促進費補助 1,700千円

まちなか中古分譲マンション改修費補助

1,500千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

まちなか住宅団地整備費補助 4,000千円

まちなか区域における500㎡以上の住宅団地の

造成に対し助成

対象経費 道路・公園等用地費、

公共施設整備費、老朽建築物除却費、

道路支障施設移設費

助成内容 公共減歩率が30％未満の団地

補助率 1/2

公共減歩率が30％以上の団地

補助率 2/3

(18) 移 住 促 進 費 81,215 本市への移住を促進するため、新たな移住促進制度を創設

（2019年10月運用開始）

地域コミュニティの活性化を図るため、町会加入を要件化

新 ようこそ金沢住宅取得奨励金 3,500千円

まちなか区域及び居住誘導区域等において、

住宅を新築又は購入した移住者に対し奨励金を交付

対 象 者 市外からの移住者

対 象 一戸建て新築住宅

自己所有し居住するもの

助成内容 まちなか区域

金融機関からの借入金の7.5％を助成

限度額150万円

45歳未満の場合の上乗せ

助成率2.5％ 限度額50万円

居住誘導区域

金融機関からの借入金の5.0％を助成

限度額100万円

地区計画区域等

金融機関からの借入金の2.5％を助成

限度額50万円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 ようこそ金沢まちなかマンション購入奨励金

まちなか区域において、新築分譲マンションを

購入した移住者に対し奨励金を交付

対 象 者 市外からの移住者

対 象 市長が定める仕様や規模等の基準に

適合するマンション

自己所有し居住するもの

助成内容 金融機関からの借入金の3.75％を助成

限度額75万円

45歳未満の場合の上乗せ

助成率2.5％、限度額50万円

新 ようこそ金沢空き家リフォーム費補助 800千円

昭和26年以降に建築された空き家を購入した

移住者に対し内部改修費を助成

対 象 者 市外からの移住者

対 象 専用住宅及び住宅面積が1/2以上の

併用住宅

自己所有し居住するもの

助成内容 まちなか区域

補助率1/2 限度額50万円

45歳未満の場合の上乗せ

限度額50万円

居住誘導区域

補助率1/2 限度額30万円

地区計画区域等

補助率1/2 限度額20万円

その他一般居住区域

補助率1/2 限度額10万円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 ようこそ金沢中古マンションリフォーム費補助 100千円

まちなか区域及び居住誘導区域において、中古分譲

マンションを購入した移住者に対し内部改修費を助成

対 象 者 市外からの移住者

対 象 昭和56年６月１日以降に建築された

住戸面積50㎡以上のマンション

自己所有し居住するもの

助成内容 まちなか区域

補助率1/2 限度額25万円

45歳未満の場合の上乗せ

限度額25万円

居住誘導区域

補助率1/2 限度額10万円

完 新たな移住促進制度の創設に伴い、2019年９月で現行制度を

廃止

郊外部移住者住宅取得奨励金 70,000千円

郊外部移住者マンション購入奨励金 1,000千円

郊外部移住者空き家活用促進費補助 700千円

郊外部移住者中古分譲マンション改修費補助

100千円

改 金澤暮らしのススメ事業費 1,500千円

【重点戦略計画】

首都圏等からの移住促進に向けて、金沢暮らしの

情報を発信するための移住者によるネットワークを構築

新 「金沢移住応援団（仮称）」の取組を

ホームページで発信

新 新規移住者向けセミナーの開催

石川中央都市圏定住促進事業費 1,100千円

都内で開催される移住フェアに圏域で共同出展するなど

圏域の魅力を首都圏等へ発信し、移住を促進

かなざわ定住推進ネットワーク事業費 1,760千円

住宅建築や宅地建物取引業などの関係団体と連携し、

効果的な定住推進活動を実施
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

「首都圏版金沢かがやき発信講座」開催費〔再掲〕

1,000千円

【重点戦略計画】

移住促進など首都圏在住者向けの施策をＰＲするため、

出前講座を開催

(19) 空 き 家 対 策 費 7,975 地域連携空き家等活用事業費補助 1,000千円

【重点戦略計画】 空き家の活用や老朽化した空き家の取壊しを促進する

ため、地域と連携した空き家や跡地の活用に対し助成

補助率 2/3 限度額 1,000千円

空き家等管理・活用促進費 1,975千円

地域における空き家の適切な管理や活用を啓発すると

ともに、専門家を活用した適正管理を促進

空き家解体補助費 5,000千円

管理されずに放置され、周辺に悪影響を及ぼすなど、

地域の課題となっている空き家の解体費に対し助成

補助率 1/2 限度額 500千円

(20) 組合施行土地区画 2,500 新 南新保地区の土地区画整理事業に着手

整理事業費負担金 路線測量など

【住宅事業】

(21) 市 営 住 宅 建 設 101,100 緑住宅建替事業費（第４期） 97,300千円

事業費 新 緑住宅（Ｆ４・Ｆ５棟）の建替に向けて、

解体工事に着手

(22) 市 営 住 宅 整 備 288,800 市営住宅集会所耐震化推進費 33,000千円

事業費 防災拠点としての役割も担う集会所の耐震化を推進

新 大桑町住宅集会所の耐震補強等工事に着手
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

市営住宅浴室改善事業費 2,600千円

快適な居住環境を確保するため、浴槽のない住戸の

浴室を改善

額新町住宅、上荒屋住宅、緑住宅 計５戸

完 光が丘住宅全面的改善事業費 223,000千円

耐震性を有する住宅を有効に活用するため、

内外装などを全面的に改善

新 光が丘住宅63棟のリニューアル工事を実施

新 上荒屋住宅給水塔解体事業費 24,500千円

老朽化が著しい上荒屋住宅の簡易水道給水塔を解体

高齢者向け優良賃貸住宅供給促進費 5,700千円

契約家賃と入居者負担額の差額を助成

(23) 市営住宅管理費 96,229 市営住宅保守管理、長期滞納者住宅明渡等請求訴訟費用など

(24) 住 宅 団 地 建 設 211,345 事業計画 期 間 1993年度～2025年度

事業費 事業費 約222億円

（特別会計） 面 積 約40.3ｈa

区 画 約900区画

販売促進事業費 50,530千円

（25） 市 街 地 再 開 発 31,386 金沢駅武蔵北地区の管理運営

事業費

（特別会計）

（26） 駐 車 場 事 業 費 153,569 武蔵地下駐車場及び金沢駅東駐車場の管理運営

（特別会計） 新 2020年４月から利用料金制度を導入
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【都市公園・緑化推進事業】

(27) 公 園 新 設 改 良 414,900 城北市民運動公園整備事業費 177,000千円

事業費 【重点戦略計画】

新 市民サッカー場の再整備に向けて基本設計に着手

51,000千円

新 北第二駐車場の整備に着手 126,000千円

卯辰山公園開園100年魅力向上事業費 54,000千円

【重点戦略計画】

基本構想に基づき、計画的な整備を推進

新 望湖台再整備

完 四百年の森拡張整備

魅せる森、育む森の創出（植栽等）

新 卯辰山公園夜の彩り創出事業費 10,000千円

夜の魅力向上に向けて夜間照明設備を整備

花菖蒲園、眺望の丘

四百年の森の循環園路の整備に向けて実施設計に着手

新 卯辰山眺望景観創出事業費 20,000千円

緑豊かな眺望景観を創出するため、荒廃竹林等を

伐採し、モミジ等の修景樹木を計画的に植栽

西部緑道整備事業費 153,900千円

外環状道路海側幹線の整備に合わせ、緑道を整備

直江地区 用地取得、照明設備整備工事

大友地区 用地取得

(28) 既 設 公 園 整 備 248,800 コミュニティ公園リニューアル整備事業費 49,000千円

事業費 コミュニティ活動の場となる児童公園等をリニューアル

泉野出町第２児童公園など

公園施設整備事業費 98,000千円

遊具・照明施設等の更新、修繕等を計画的に実施

新 糸田第１児童公園のトイレをバリアフリー化
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 歩けるまちの休憩空間創出事業費 17,000千円

まちなか及び観光地周辺の緑地やポケットパークに

ベンチ等を設置し、市民や観光客が憩える環境を整備

彦三緑地、主計町緑水苑など

(29) 緑 化 の 推 進 406,846 新 街路樹等雪吊り魅力向上事業費 36,000千円

まちなかの街路樹や公園等の樹木への雪吊りを拡充し、

金沢らしい冬の魅力を創出

街路樹 尾山神社前通り線、本多・広坂線など

公 園 白鳥路、大手堀、東山及び長町周辺など

緑あふれる都市づくり事業費 15,000千円

【重点戦略計画】

緑あふれる都市づくり構想に基づき、庭園のような

まちづくりを推進

10か年計画で街路樹を更新

緑と花の活動員・緑の少年団活動奨励費 320千円

地域における緑化・美化活動や緑に関する学習活動

などを行う市民ボランティアや少年団を支援

街路樹維持管理費 207,400千円

企業や町会など市民協働による街路樹の適正な

維持管理を促進

樹木管理講習会の開催、ブロアの貸出し など

緑豊かなまちづくり促進費 2,000千円

緑のまちづくり市民協働推進費 500千円

公園愛護団体等が公園等において、

新たに植樹する場合に花苗等を提供

屋上等緑化事業費補助 500千円

まちなかの緑化や温暖化の抑制を促進するため、

民間施設の屋上等の緑化事業を支援
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

河岸段丘等保全事業費 1,000千円

金沢固有の景観である河岸段丘斜面に

おける緑地保全活動を支援

緑を育て金沢を美しくする会事業費補助 19,000千円

商店街への花苗配布、緑の相談広場の開催 など

公共施設緑化事業費 69,400千円

金沢駅から片町にかけての都心軸沿道飾花

その他、公園、街路、公共施設の緑化 など

保存樹等適正管理事業費 7,710千円

保存樹等の管理にかかる奨励金を交付 4,010千円

保存樹等長命事業費補助 1,200千円

樹木医の診断による指定保存樹の長命処置に助成

保存樹等管理費補助 2,200千円

高木化した指定保存樹の剪定、枝打ち等に助成

マツクイムシ等被害対策費補助 300千円

駆除処理や薬剤樹幹注入、枯死木の伐採に助成

樹木害虫防除事業費補助 3,600千円

町会による都市樹木害虫（アメリカシロヒトリ、

チャドクガ）の防除経費に対し助成

公共施設等樹木害虫防除事業費 34,393千円

市有施設での害虫防除やパトロールを実施

(30) 公 園 管 理 費 490,246 公園愛護費 15,070千円

町会やボランティア、公園里親等による市民協働の

公園愛護活動を推進

花壇づくりの支援、樹木管理講習会の開催 など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

みどりのパトロール事業費 1,833千円

枯枝・枯木などの危険木による事故を防止するため、

愛護団体が管理する公園を計画的に点検

公園維持管理費 115,536千円

遊具の保守点検、公園マナーアップ事業の実施、

まちづくり財団へ施設の日常点検を委託 など

公園保守管理費 357,807千円

公園の樹木剪定、除草、清掃 など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【道路事業】

(31) 無電柱化推進 216,440 新 まちなか賑わい創出無電柱化推進事業費 80,000千円

事業費 まちなかの回遊性を高め賑わいを創出するため

2018年度最終補正分 32,000 無電柱化を推進

計 248,440 旧鶴来街道 管路工事など

鞍月用水沿い・旧古寺町通り 基本計画策定

無電柱化事業費 168,000千円

（最終補正予算に32,000千円前倒し）

完 広坂１丁目 単独地中化工事補助

旧観音町通り 管路工事、移転補償など

旧北国街道 電線共同溝整備など

下新町 管路工事

金沢方式無電柱化計画推進費 440千円

債 務 負 担

900,000 ［債務負担900,000千円］

(32) 道路新設改良 1,306,500 金沢外環状道路整備事業費 938,000千円

事業費 【重点戦略計画】

2018年度最終補正分 208,500 海側幹線４期区間の整備を推進

計 1,515,000 新 千田高架橋上部工

道路築造工事など

市施行区間 大浦町～千木町（1.6㎞）

全体事業費 19,600,000千円

補助道路新設改良事業費 257,000千円

（最終補正予算に205,000千円前倒し）

完 土清水・上辰巳線 橋りょう上部工

全体計画 2001～2019年度 1,828,000千円

大桑・蓮花線 道路改良

全体計画 2003～2035年度 2,423,000千円

犀川大通り線 用地取得など

全体計画 2015～2025年度 341,000千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

補助橋りょう震災対策事業費 198,000千円

【重点戦略計画】

緊急輸送道路にある橋りょうを計画的に耐震化

完 桜橋 橋脚耐震補強

完 若宮大橋 橋脚耐震補強

高柳跨線橋 耐震補強設計

せせらぎ歩道橋 耐震補強設計

地域道路改良事業費 34,000千円

完 百坂町地内

完 土清水・上辰巳線

北間町、大桑町地内

辺地対策道路整備事業費 21,000千円

第９次辺地総合整備計画（全体） 2016～2020年度

窪町地内を整備

狭あい道路拡幅整備モデル事業費 1,000千円

防災道路の整備促進のため、狭あいな道路を拡幅整備

森山地区

県営道路新設改良事業費負担金 20,000千円

芝原石引線ほか

自然災害防止事業費 46,000千円

（最終補正予算に3,500千円前倒し）

地域防災計画に指定された法面等の安全対策を推進

新 戸室新保、小坂町地内 法面対策工

大桑町地内 実施設計

(33) 完 新幹線側道整備 － 北陸新幹線沿線の側道を整備

事業費 （最終補正予算に全額前倒し）

2018年度最終補正分 50,000 金腐川～北陸自動車道高架下

計 50,000 百坂町地内 道路築造工事など

(34) 交通安全施設 229,000 新 まちなか歩行環境再整備事業費 11,000千円

整備事業費 観光地周辺の歩行環境を整備

東山１丁目線、武蔵・片町線
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

人にやさしい歩道等整備事業費 10,000千円

街路樹の植替えや歩道整備など

十一屋・有松線など40箇所

自転車通行空間整備事業費 12,000千円

【重点戦略計画】

自転車通行空間の調査及び走行指導帯の整備

道路照明灯設置費 20,000千円

【重点戦略計画】

老朽化した道路照明灯を計画的に更新

歩道整備事業費 55,000千円

示野中町２丁目地内歩道修繕など

踏切道整備事業費 30,000千円

吊橋１号踏切道 設備更新

各種交通安全施設整備事業費 91,000千円

防護柵、道路反射鏡、区画線、道路標識の設置など

新 道路標識に高速道路路線番号を表示

(35) 私道整備事業費 9,000 公共性の高い私道 補助率80％ 限度額 7,000千円

補助 その他 補助率50％ 限度額 5,000千円

(36) 道 路 補 修 費 630,000 道路ストックマネジメント事業費 139,000千円

【重点戦略計画】

新 長寿命化計画に基づく緊急輸送道路の舗装補修を実施

道路舗装補修費 120,000千円

【重点戦略計画】

幹線道路の計画的な舗装補修や、市内一円の

オーバーレイなど

道路側溝等補修費 295,000千円

側溝や暗渠等の改良及び修繕、集水井の機能回復など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

歩行空間創出事業費 46,000千円

狭あい道路の拡幅工事を通して快適な歩行空間を創出

完 広坂１丁目線 歩道整備

地下道補修費 30,000千円

新 京町交差地下道に冠水時通報システムを整備

新 大和町交差地下道の冠水時進入防止ゲートの

実施設計に着手

(37) 橋りょう補修費 128,000 橋りょう長寿命化計画に基づく補修

市内一円の点検など 【重点戦略計画】

(38) 道 路 監 理 費 32,935 道路台帳整備、未登記道路整備調査など

(39) 道 路 管 理 費 464,651 道路清掃、街路灯維持、広場・地下道管理など

新 金沢駅東・駅西広場利便性向上事業費

金沢駅西広場にトイレを新設

金沢駅東もてなしドーム地下広場のトイレを改修

(40) 道 路 等 管 理 188,905 直営道路補修など

事 務 所 費

【土木管理事業】

(41) 新 週休２日モデル 5,000 建設現場における働き方改革を促進するため、

工事導入費 市発注の土木工事に週休２日制をモデル的に導入

(42) 建設発生土処理 50,970 内川第１建設発生土処理施設の管理運営

施設管理運営費 小原・山川地区

改 建設発生土受入手数料を改定

830円/㎥ → 1,100円/㎥

(43) 市有施設長寿命化 35,500 建築基準法に基づく市有施設の定期点検や劣化度等を調査し、

対策費 市有施設の長寿命化を推進

(44) 土木行政推進費 21,367 設計技術力向上費 990千円

外部講師による専門技術研修の実施など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【克雪対策事業】

(45) 克雪都市づくり 594,506 消雪装置設置事業費 95,000千円

対策費 （最終補正予算に25,000千円前倒し）

2018年度最終補正分 32,500 浅川・下辰巳線（上辰巳町地内） 取水施設工

計 627,006 若松町３丁目線（若松町３丁目地内） 消雪配管工

小坂・御所線（小坂町地内） 消雪配管工

除排雪費 214,038千円

校下別除雪計画路線図を作成し配布

民間気象情報サービスを導入し降雪状況の監視体制を強化

地域除排雪活動費補助

雪害対策本部設置時に町会で実施した

機械除排雪活動費に対し助成

補助率 2/3 限度額 300千円

道路除雪機械等購入費補助 14,000千円

町会等の除雪機械等購入に対し助成

除雪機械 補助率 2/3 限度額 90万円

消雪用水中ポンプ 補助率 2/3 限度額 ６万円

消雪装置設置費補助 20,000千円

町会等の消雪装置設置工事等に対し助成

補助率 2/3 限度額 2,600万円

消雪装置改良事業費 15,000千円

（最終補正予算に7,500千円前倒し）

老朽化した消雪装置を計画的に改良

額新保・高尾線 配管工

消雪排水処理対策事業費 4,000千円

消融雪装置作動時の水たまりを解消するため、

道路側溝に集水桝を設置

東力１丁目地内

-42-



（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

除雪管理システム費 42,298千円

改 除雪管理システムを更新

消融雪装置管理費 219,670千円

用水利用消雪事業費 3,000千円

【都市水害対策事業】

(46) 河川改修事業費 202,000 都市基盤河川改修事業費 324,000千円

2018年度最終補正分 210,000 （最終補正予算に174,000千円前倒し）

計 412,000 弓取川 浚渫工

全体計画 1981年度～2023年度

延長 2,180ｍ 6,922,000千円

木曳川 橋りょう下部工、水門撤去工

全体計画 1986年度～2023年度

延長 3,930ｍ 13,500,000千円

大宮川 用地取得、建物補償など

全体計画 1985年度～2023年度

延長 3,290ｍ 6,018,000千円

準用河川改修事業費 57,000千円

（最終補正予算に36,000千円前倒し）

補助事業費 36,000千円

柳瀬川 樋管工

単独事業費 21,000千円

水窪川 測量設計

二日市川 調整池築造工

普通河川改修事業費 26,000千円

直江町排水路整備工事ほか

新 河川堤防強化事業費 5,000千円

河川の決壊に備え堤防をアスファルト舗装し構造を強化

弓取町地内
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(47) 河 川 浚 渫 費 143,000 水害を未然に防止するため、河川・用排水路の浚渫を実施

(48) 河 川 管 理 費 105,588 雨水施設管理費（雨水ポンプ場など） 65,230千円

河川施設管理費（水門、調整池、防護柵など） 40,358千円

(49) 河川愛護活動 1,639 河川愛護団体による市民協働の河川愛護活動を推進

推進費

(50) 総合治水対策 129,977 内水管理強化対策費 53,000千円

事業費 水門等の改良、修繕など

浸水防止対策事業費 7,100千円

新 農用地雨水流出抑制モデル事業費 300千円

農用地の排水口に調整板を設置し、豪雨時の排水を

抑制するモデル事業を実施

雨水貯留浸透施設設置普及促進費 300千円

雨水貯留浸透施設設置費補助 500千円

雨水貯留浸透施設の設置費に対し助成

補助率 2/3

限度額 浄化槽転用 80千円／基

貯留槽 25千円／基

大型貯留槽 80千円／基

雨水浸透桝 35千円／基

流域貯留施設整備事業費 5,500千円

水防対策費 69,877千円

完 洪水ハザードマップ作成費 42,800千円

浸水被害を想定した洪水ハザードマップを作成

改 市民協働水防訓練費 6,000千円

新 洪水浸水想定区域図等をまちづくり支援情報

システムに追加

新 ＡＲを活用した災害疑似体験を水防出前講習会等で

実施

新 企業向け浸水防止対策講座の実施
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

水防対策強化費 14,600千円

可搬式排水ポンプを配備し、水防初動体制を整備

水防訓練費 1,500千円

水防法に基づき、水防職員、企業局職員、

消防職員、消防団員や市民との水防訓練を実施

改 土砂災害避難支援等対策費 4,977千円

新 土砂災害警戒情報発令時におけるパトロールを強化

土砂災害時の町会別行動計画の策定に必要な

町会別防災マップを作成

土砂災害避難地図に避難経路、避難方向を明示

迅速な避難に向けて、防災講座を開催

【下水道事業】

（雨水関連）

(51) 建設改良事業費 380,028 雨水幹線築造事業費 482,028千円

（特別会計） 〔再掲〕 （最終補正予算に102,000千円前倒し）

2018年度最終補正分 102,000 浸水被害の軽減のため、雨水幹線の築造などを促進

計 482,028 大野川左岸地区貯留施設整備 108,000千円

割出町公園に雨水地下貯留施設を整備

雨水幹線築造 293,800千円

新 長坂２丁目ほか４か所 実施設計

新 柳橋町ほか６か所 浸水対策計画策定

完 観法寺町雨水管、弓取雨水管

新 神野町暫定ポンプ設置工事 26,000千円

新 金沢市雨水管理計画策定 15,000千円

雨水施設の効率的な整備に向けた計画を策定

完 内水ハザードマップ作成 19,000千円

雨水情報システム改良工事 12,000千円

【災害復旧事業】

(52) 土木施設災害 54,000

復旧費
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２．経済、農林水産部門
（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

価値創造拠点の整備やＡＩ・ＩｏＴの活用など、新産業創出ビジョン

の実践に取り組むとともに、金沢版働き方改革推進プランの具現化を

はじめ、工業団地の拡張整備や商業及び農林水産業の振興など、地域

経済の活性化に取り組むほか、市民生活と調和した観光施策を展開

【産業活性化施策】

( 1) 新 新産業創出費 78,300 新 価値創造拠点施設整備事業費 6,000千円

【重点戦略計画】

産学官の叡智を融合し新産業を創出する

価値創造拠点の整備に向けて、基本設計に着手

旧野町小学校校舎を活用し整備 約3,500㎡

新 金沢ＡＩビレッジ形成促進事業費 18,500千円

【重点戦略計画】

クリエイターやＩＴエンジニア等をまちなかの

金澤町家などに誘致し、金沢ＡＩビレッジを形成

オフィス開設奨励金 限度額 500千円

雇用奨励金 500千円/人 限度額 2,500千円

内部改修・設備機器導入費補助

補助率1/2 限度額 7,000千円

（認定金澤町家の場合）

外部改修・耐震化工事を対象に上乗せ

限度額 10,000千円

新 生産性向上技術導入促進費補助 11,000千円

【重点戦略計画】

先端技術を導入し業務の自動化や効率化を図るなど、

生産性の向上に取り組む企業に対し支援

ＲＰＡ技術導入とＡＩ・ＩｏＴ等設備整備の促進

補 助 率 システム導入費 1/2

限 度 額 3,000千円 １社１回限り

ＬＰＷＡ技術導入の促進

補 助 率 システム導入費 1/2

限 度 額 5,000千円 １社１回限り
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 中小企業ＡＩ等先端技術導入資金利子補給金〔再掲〕

800千円

中小企業のＡＩやＩｏＴ、ロボット等の設備導入に対する

融資制度を創設

新 若者・女性起業家コミュニティ形成促進事業費

22,100千円

【重点戦略計画】

価値創造拠点のコミュニティ形成につながるネットワークの

構築に向けて、若者や女性起業家の活動を支援

起業支援プロジェクト「はたらこう課」

若手起業家等の活動をデータベース化し発信

起業チャレンジ若者支援事業

対 象 者 本市において、起業を予定している者

及び起業して１年未満の者

対象業種 小売業、飲食業、理容業、美容業

対象区域 市内商店街

支援内容 開業奨励金 限度額500千円

家賃助成 １年目2/3 限度額1,400千円

２年目1/2 限度額1,000千円

「かなざわ起業女子きらめきプロジェクト」の推進

女性起業家養成プログラムを実施

起業実践アドバイザーの派遣

新 ｅスポーツ活用産業創出事業費 4,500千円

【重点戦略計画】

ｅスポーツを活用する人材の育成や企業を集積し、

新たな成長産業を創出

企業との共同によるｅスポーツの全国イベントの開催

大学生のｅスポーツ関連企業へのインターンシップの

実施

ｅスポーツに関する勉強会や交流会の開催 など

新 シニアプログラマー活躍推進事業費 800千円

【重点戦略計画】

プログラムの技能を生かし地域で活躍するシニアを育成

アプリ開発体験講座の実施（５回） など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 市民生活ＡＩ技術等活用促進事業費 11,000千円

【重点戦略計画】

ＡＩ等の先端技術の市民生活への活用について

実証実験を実施

ＡＩタクシー実証実験の実施

カーフリーデーのイベントに合わせて、ＡＩを

活用したタクシーの配車サービスを実施

民間企業等への支援

スタートアップ 事業者を公募し実証実験を実施

１件 3,000千円

フォローアップ 社会実装の経費に対し支援

補助率 1/2 限度額 3,000千円

新 クリエイティブ産業創出金沢会議開催費 3,000千円

【重点戦略計画】

「金沢の工芸・食・芸術等の文化を融合した産業創出」

をテーマに会議を開催

( 2) 新 産業人材育成費 25,300 新 プログラミング教育活動拠点開設事業費 11,000千円

【重点戦略計画】

ＩＴビジネスプラザ武蔵にプログラミング教育の

活動拠点を開設

プログラミング教育ディレクターの配置

加賀市と連携し、ＷＲＯや世界ロボレーブの

体験教室を開催

キッズプログラミング教室の開催

公民館・児童館でプログラミング教室を拡大実施

学校で使用するプログラミング教材を大学連携で開発

新 アルゴリズムに触れる子供体験事業費 2,300千円

【重点戦略計画】

就学前の子供の論理的思考力を高める出前講座等を開催

幼稚園・保育園への出前講座の実施

アルゴリズム絵本の読み聞かせを図書館と連携し実施

子ども科学スタジオでプログラミング体験会を開催
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 みらいクリエイター養成塾開催費 11,000千円

【重点戦略計画】

児童生徒を対象としたハイレベルの

クリエイター養成塾を開催

専門講師による指導の実施

オンラインで自主学習ができる環境の整備 など

新 こどもプログラミングサミット開催費 1,000千円

【重点戦略計画】

子供や保護者、教員、地域の方が参加するサミット等を開催

プログラミング教育普及ミーティングの開催

小学生による「かにロボットコンテスト」の開催

( 3) 創業支援事業費 57,275 改 ＩＴビジネスプラザ武蔵交流・創造推進費 15,900千円

【重点戦略計画】

サロンスペースを活用し、多様な分野の人材交流を

促進することにより、新規事業を創出

第一線で活躍するディレクターを配置し、

サロンでの魅力的な展示の企画や、若者向けに

ＳＮＳを活用して情報を発信

地元クリエイターと連携し、交流を創出する

「モチモチトーク」を開催

新 加賀市と連携しクロスイノベーションハッカソン

を開催

首都圏のビジネス人材を招聘し、

トップクリエイターと連携してセミナーを開催

最新のデジタルものづくり機器を用いた

ワークショップを開催

ＩＴビジネスプラザ武蔵費 35,075千円

新しいＩＴビジネスの創出に向けて、インキュベーション

施設を運営し、ハード・ソフト両面で創業を支援

クラフトプラザ香林坊運営費〔再掲〕 9,444千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

コミュニティビジネス支援事業費 6,300千円

【重点戦略計画】

買い物支援など地域における諸課題の解決をめざす

コミュニティビジネスの起業から自立までを支援

先行事業者から事業ノウハウを学ぶ実地研修を実施

創業期 事業者を公募し、初期投資経費を支援

限度額 2,000千円

育成期 事業者の自立化を支援するため運営費を助成

限度額 1,000千円

( 4) 産学連携推進費 27,900 新製品開発・改良促進事業費補助 25,210千円

【重点戦略計画】

新たな事業展開をめざす中小企業等を支援するため、

新製品の開発や既存製品の改良にかかる研究開発費を助成

重点支援分野 環境、福祉、医療、

再生可能エネルギー関連分野

【産学連携コース】

Ⅰ 重点支援分野（全企業）

補助率 2/3 限度額 年間10,000千円(最長3年間)

Ⅱ 産学共同研究（中小企業以外）

補助率 2/3 限度額 年間 5,000千円(最長2年間)

Ⅲ 産学共同研究（中小企業）

補助率 2/3 限度額 5,000千円(最長2年間)

Ⅳ 基礎研究コース

補助率 2/3 限度額 1,000千円

【単独企業コース】

補助率 1/2 限度額 2,000千円

小規模企業者は２年間で2,000千円

（小規模企業者は補助率 2/3）

（重点支援分野は補助率 2/3）

【企業連携コース】

補助率 1/2 限度額 4,000千円

小規模企業者は２年間で4,000千円

（重点支援分野は補助率 2/3）

【既存製品改良コース】

補助率 1/2 限度額 1,000千円

小規模企業者は２年間で1,000千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

産学連携ものづくり技術交流塾開催費 2,600千円

【重点戦略計画】

産学連携による付加価値の高いものづくりをめざし、

企業の技術力と大学等のシーズ（研究成果）を

結びつける機会を創出

先端ものづくり技術交流セミナーの開催

金沢美大デザイン開発体験塾の開催

新製品マーケティングセミナーの開催

製品デザインセミナーの開催 など

【ものづくりの推進】

( 5) ひ と づ く り 7,435 金沢子どもおしごと体験事業費 2,400千円

推 進 費 【重点戦略計画】

小学生を対象に、様々な職業が体験できる教室を開催

改 職業体験教室を拡大実施

15事業所 → 25事業所

工場見学会の開催

企業紹介パンフレットの作成 など

ものづくり奨励賞表彰費 245千円

伝統工芸や製造業の将来を担う優秀な若手後継者を表彰

中小企業人材キャリアアップ事業費 700千円

【重点戦略計画】

中小企業の若手後継者や生産管理者のキャリアアップを

めざし、セミナーを開催するほか、中小企業大学校の

受講料を助成

補助率 受講料の1/2

限度額 100千円／企業

ものづくり職業人育成費 440千円

企業の熟練技能士等が市立工業高等学校の生徒を指導し、

在学中に技能検定２級に合格した高校生を表彰
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

( 6) 中小企業新製品 11,150 新 新製品開発ものづくり企業支援事業費 5,150千円

開発促進費 市内中小企業の競争力強化をめざし、企業間の

連携による新製品開発や販路拡大等を支援

ものづくりコーディネーターによる企業の巡回相談

試作品開発費を支援

補助率 1/2

限度額 500千円

専門家の指導による製品開発実践塾の開催

金沢かがやきブランド認定製品開発奨励費 3,900千円

【重点戦略計画】

市内中小企業者が開発した優秀な新製品等を

「金沢かがやきブランド」として認定

認定製品の販路開拓等を支援

専門家によるフォローアップの実施

見本市出展等の販路開拓費を支援

補助率 1/2

限度額 500千円

金沢かがやきブランド情報発信費 1,500千円

【重点戦略計画】

認定製品の認知度向上と販路開拓を促進するため、

情報発信チームによるＰＲ活動を強化

( 7) 中小企業経営 9,160 中小企業設備投資促進助成費 4,600千円

指導費 中小企業の設備投資意欲の高揚と経営基盤の強化を

図るため、設備貸与制度の貸与料に対し助成

補助率 貸与料2.75％のうち1.5％

限度額 年間600千円で３年間

金沢市工業団地連絡協議会研修促進費 1,000千円

市内工業団地の連携・交流を目的とした研修活動に助成

-52-



（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

( 8) 機械工業構造 57,000 機械工業構造改善事業貸付金

改善事業費 中小企業の設備投資を支援するため、原資を貸し付け

(原 資) (融 資 枠)

現年度分 30,000千円 160,000千円

過年度分 27,000千円

( 9) 受 注 促 進 費 13,330 新 海外販路開拓支援事業費 8,900千円

【重点戦略計画】

市内中小企業者等の海外展開を促進するため

販路開拓に必要な経費を助成

国際性のある見本市への自社製品の出展

にかかる経費に対し助成

補助率 1/2

事業費 400千円（小規模企業者200千円）以上

限度額 海外 1,000千円

国内 500千円

外国語版ホームページの整備にかかる経費に

対し助成

補助率 1/2

限度額 300千円（事業費300千円以上）

(10) 異業種研修会館 19,074 ものづくり支援コーナー運営費 3,469千円

費 技術、特許、情報通信の専門相談コーナーを開設

異業種研修会館運営費 15,605千円

屋上防水工事を実施

(11) ものづくり会館 8,754 ものづくり会館運営費

費
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【商業の振興】

(12) 新 プレミアム付 503,000 消費税率の引き上げによる影響を緩和し、消費を喚起するため、

商品券事業費 低所得者層や子育て世帯に対しプレミアム付商品券を発行

2018年度最終補正分 30,000 （最終補正予算に30,000千円前倒し）

計 533,000 購入限度額 １人2.5万円（販売額 ２万円）

対 象 者 2019年度住民税非課税者

３歳未満の子が属する世帯の世帯主

発行時期 2019年10月１日（予定）

(13) 商店街振興費 199,291 新 キャッシュレス決済普及促進事業費 1,000千円

経済団体等と連携しキャッシュレス決済の普及を促進

キャッシュレス決済普及促進協議会の設置

市民向け啓発活動の実施 など

都心軸オープンカフェ整備事業費 12,000千円

【重点戦略計画】

都心軸における憩いと賑わい空間の創出をめざし、

オープンカフェの整備に対し支援

セットバック用地を活用したオープンカフェの整備

対象区域 都心軸、百万石通りに面した民有地

対 象 者 建物所有者又は店舗運営者

補 助 率 1/2 限 度 額 5,000千円

オープンスペースを活用したカフェストリートの設置

対象区域 中心商店街エリア内のオープン

カフェと連続性のある公共空間など

対 象 者 中心商店街

補 助 率 1/2 限 度 額 2,000千円

制度期間 2020年度まで
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

改 まちなか商業施設快適トイレ整備事業費 2,000千円

【重点戦略計画】

来街者の快適なトイレ環境を創出するため、

本市のトイレ基準を適用した整備に対し支援

対象区域 中心市街地エリア

対 象 者 商店街団体（１商店街１回限り）

新 公募し審査会で認められたモデル店舗

補 助 率 設置改修費 1/2（限度額1,000千円）

管理運営費 1/2（限度額500千円１年間）

整備場所 建物の１階・２階・地下１階

制度期間 2020年度まで

改 まちなか商業施設快適空間整備事業費 1,000千円

【重点戦略計画】

来街者の利便性の向上を図るための、荷物預かりスペース、

香り空間の整備に対し支援

対象区域 中心市街地エリア

対 象 者 商店街団体（１商店街１回限り）

新 公募し審査会で認められたモデル店舗

補 助 率 設置改修費 1/2（限度額1,000千円）

整備場所 建物の１階・２階・地下１階

制度期間 2020年度まで

商業環境形成まちづくり推進費 2,530千円

都市計画マスタープランの改定等に対応した、

商業環境の形成を推進

商業環境形成指針のあり方について検討

商店街若手人材育成支援事業費 2,000千円

【重点戦略計画】

地域コミュニティの担い手となる商店街の若手人材を

育成するため、対面販売の充実や販売力の強化に向けた

取組に対し支援

対 象 者 中心商店街、地域商店街

補 助 率 1/2

限 度 額 1,000千円

制度期間 2020年度まで
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

地域商店街コミュニティ拠点形成事業費補助 1,000千円

地域コミュニティの交流・活動拠点となる

地域商店街の利便施設の改装費に対し助成

対 象 地域商店街の店舗

対象経費 店舗改装費

補 助 率 1/2

限 度 額 1,000千円

まちの食料品店出店促進・販売力向上支援事業費補助

3,000千円

生鮮三品や調理品等の日常食料品を取り扱う小売店等の

出店、リニューアル及び販売機能の強化に対し助成

改 対象店舗の見直し

食料品の取扱が50％以上

→ 食料品50％以上かつ生鮮食料品25％以上

補 助 率 1/2

限 度 額 増改築、内外装 2,500千円

設備機器等 500千円

中心市街地出店促進事業費補助 18,000千円

中心市街地の空き店舗への出店を促進するため、

家賃等に対し助成

出店奨励金 限度額 500千円

家賃助成 1/4 限度額 500千円(２年間)

制度期間 2020年度まで

地域商店街出店支援事業費補助 2,000千円

活力ある地域商店街を継承するため、空き店舗となってから

１年以内に新規出店する店舗に対し助成

出店奨励金 限度額 500千円

家賃助成 1/4 限度額 500千円(２年間)

制度期間 2020年度まで
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

商店街外国人対応支援事業費補助 2,000千円

【重点戦略計画】

外国人来街者の受入環境の整備を促進するため、

外国語対応等に要する経費に対し助成

対 象 中心商店街、地域商店街

対象経費 マップ、ホームページの多言語化 など

補 助 率 1/2 限度額 2,000千円

制度期間 2019年度まで

体験・滞在型店舗誘致促進事業費補助 20,000千円

【重点戦略計画】

中心商店街のにぎわい創出と空き店舗の解消を図るため、

健康・スポーツに関連する体験型店舗や新業態の

複合型小売店等の出店を支援

対象区域 ５タウンズ及び武蔵地区の商店街

（香林坊、片町、竪町、柿木畠、広坂、

武蔵、近江町、横安江、尾張町、彦三）

対象店舗 2018年７月１日までに供用されたビル等

内外装費 補助率 1/3

限度額 20,000千円

雇 用 奨励金 500千円／人

限度額 5,000千円／年

制度期間 2020年度まで

都心軸線魅力創出事業費補助 20,000千円

【重点戦略計画】

都心軸沿線に衣服や服飾雑貨、伝統工芸品等の販売専門店

の集積を促進するため、内外装費や家賃の一部を助成

対象区域 武蔵～香林坊～片町、広坂・竪町

対象店舗 対象区域に面する１階の店舗

内外装費 補助率 1/3

限度額 １店舗当たり 10,000千円

伝統工芸 20,000千円

家 賃 補助率 1/2

限度額 １店舗当たり年間 5,000千円

伝統工芸 10,000千円

期 間 ２年間（伝統工芸は３年間）

制度期間 2020年度まで
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

完 核店舗誘致促進事業費補助 5,500千円

【重点戦略計画】

都心軸沿線に広域からの集客力があり、周辺商店街への

波及効果が大きい有名ブランド店等を誘致するため、

内外装費や家賃の一部を助成

商店街共同施設設置費補助 2,300千円

快適な買い物環境の向上及び商店街の活性化のため、

バリアフリー化やベンチ・防犯カメラの設置等に対し助成

改 金沢商業活性化センター(ＴＭＯ)事業費 19,000千円

まちなか出店促進強化事業費補助 1,500千円

まちなかにふさわしい出店を促進するため、

店舗誘致活動を支援

金沢中心商店街外国人誘客マップ制作事業費補助

1,500千円

免税店や買物情報を紹介する外国語版の

誘客マップを制作

金沢まちなか情報発信事業費補助 1,500千円

ショッピングマップ「かなざわまちなび」の

発行に対し助成

むさし集客促進事業費補助 4,500千円

武蔵地区の商店街連携イベントに対し助成

金沢中心商店街集客・回遊性向上事業費補助

4,500千円

香林坊・片町地区の中心商店街が合同で行う

イベントに対し助成

改 金沢バルを拡大実施

年１回 → 年２回

金沢まちなかパーキングネット普及促進事業費補助

500千円

金沢まちなかパーキングネットの普及促進

キャンペーンの開催に対し助成
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

まちなかミュージック＆アートストリート開催費

5,000千円

市内中心部の広場等でダンスやクラシックなどの

音楽イベント等を開催し、まちなかの賑わいを創出

中心商業地三地区回遊性向上事業費補助 2,500千円

片町・香林坊、武蔵、金沢駅前の中心商業地の事業者が

連携して回遊性を高める取り組みを支援

商店街おもてなし推進事業費補助 57,000千円

地域コミュニティの核となる商店街の賑わい創出を

図るため、商店街が企画した活性化事業に対し助成

【商店街活性化戦略事業】

対 象 振興プラン、マップ、ホームページ作成等

補助率 1/2 限度額 2,000千円

【商店街振興イベント事業】

対 象 振興・交流イベント、イルミネーション等

補助率 1/3 限度額 2,000千円

金沢市商店街連盟活動費補助 7,690千円

商店街のネットワークづくりや店舗の魅力づくり等

による地域コミュニティ機能向上に対し支援

「かなざわ・まち博」開催費補助 2,500千円

まちなかの貴重な資源や魅力を発掘し、まち全体を

パビリオンに見立て開催するイベントに対し助成
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(14) 食 文 化 継 承 67,740 新 全日本高校生ＷＡＳＨＯＫＵグランプリ開催費

振 興 費 11,000千円

【重点戦略計画】

全国の高校生を対象とした和食グランプリを開催

５月中 書類による１次審査

８月７日 ８チームによる決勝大会

新 和食の聖地若手料理人育成事業費 4,000千円

【重点戦略計画】

和食の若手料理人起業チャレンジ支援事業

開業奨励金 限度額500千円

家賃助成 １年目2/3 限度額1,400千円

２年目1/2 限度額1,000千円

起業実践アドバイザーの派遣

料理人等海外派遣・受入支援事業

派遣事業 １個人 100千円／年 補助率 1/2

受入事業 １団体 100千円／年 補助率 1/2

新 和食のジュニアエリート養成事業費 1,000千円

【重点戦略計画】

金沢芽生会や料理職人塾と連携し、小中学生が

和食料理人の技と心を学ぶ研修会を開催

改 金沢の茶屋文化継承事業費補助 10,600千円

【重点戦略計画】

金沢固有の茶屋文化を後世に継承するため、

施設改修等を支援

内装改修 補助率 1/3 限度額 5,000千円

給排水等設備 補助率 1/2 限度額 5,000千円 など

改 補助上限額6,000千円を撤廃

新 金沢の茶屋文化継承資金利子補給金〔再掲〕

1,750千円

金沢固有の茶屋文化を後世に継承するため、施設改修費や

権利継承費等に対する融資制度を創設し、

茶屋経営者の支払利子を全額補給
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

改 金沢の料亭改修事業費補助 11,300千円

【重点戦略計画】

金沢固有の食文化を担う料亭の施設改修等を支援

内装改修 補助率 1/3 限度額 5,000千円

給排水等設備 補助率 1/2 限度額 5,000千円

外装改修 補助率 1/2 限度額 5,000千円 など

改 補助上限額10,000千円を撤廃

金沢の料亭経営安定化利子補給金〔再掲〕

13,290千円

料亭の経営安定化を図るため、事業資金の融資に

対し年利１％以内の額で利子補給

改 金沢の食文化の継承及び振興事業費 6,600千円

【重点戦略計画】

食文化の継承及び振興をめざし、市民の意識啓発や

国内外への情報発信等を推進

新 ホームページのスペイン語版を作成

食文化の振興に寄与するイベント等に対し助成

補助率 1/2 限度額 300千円

新 金沢メギスを使用した朝ごはんプロジェクト

など

金沢食文化フェスタの開催 など

金沢もてなしの伝統文化資産保存活用奨励金 14,500千円

【重点戦略計画】

伝統文化資産に認定した料亭や和風旅館に対し、

保存活用のための奨励金を交付

大学等食文化継承連携事業費 700千円

【重点戦略計画】

幅広い人々が食文化の知識や技術を学ぶため、

大学と連携した公開講座やワークショップを開催
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 金沢産農産物魅力発信事業費〔再掲〕 1,500千円

【重点戦略計画】

金沢固有の食文化を支えてきた金沢産農産物の魅力を発信

アレルギー等により食事に制限がある方向けの

野菜料理を開発し飲食店に提案

金沢の食文化や食材に関する講演会の開催

新 金沢メギス魅力向上事業費〔再掲〕 7,000千円

金沢の海の幸の魅力向上をめざし、「金沢メギス」の

ブランド化を推進

飲食店と連携したキャンペーンの実施

各種イベントでメギス料理を提供

学校給食への食材提供及び小学校出前講座の実施など

「金沢うまいげん！プロジェクト」事業助成費

4,000千円

近江町市場など中心商業地への利用回帰を促すため、

イベント等を通じて食の魅力を発信

「金澤おでん横丁」事業助成費 2,000千円

金沢おでんの魅力を広く発信し、ブランド確立に

つながる事業を支援

(15) 料理技能等育成 3,450 料理職人塾運営費補助 500千円

費 料理の伝統技術を継承発展し、次世代を担う人材の育成を

支援

金沢菓子・料理職人表彰費 200千円

菓子・料理技能の向上や食文化の振興に貢献した方を表彰

(16) 商業指導育成費 3,900 卸売業競争力強化支援費 2,000千円

地域産業の流通拡大に向けて、卸売業の人材育成や

ＩＣＴ化等の競争力強化に向けた取り組みを支援

助成内容 補 助 率 1/2

限 度 額 500千円

制度期間 2019年度まで

-62-



（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

問屋町共同施設整備費等補助 1,000千円

問屋団地の老朽化が著しい共同使用施設の整備に対し助成

対象経費 街灯の改修費、共同駐車場の整備費等

助成内容 補 助 率 1/4

限 度 額 1,000千円

制度期間 2019年度まで

問屋町活性化活動費補助 300千円

問屋団地の活性化イベントの開催に対し助成

(17) 貿 易 振 興 費 141,788 金沢港の振興をめざし、欧米豪ラグジュアリー船等の誘致を強化

するとともに、貨物の取扱量や航路の拡大を促進

新 金沢港災害時活用検討調査費 1,500千円

【重点戦略計画】

大規模災害や豪雪時における金沢港を利用した物資の調達や

他港への供給について検討

クルーズ船誘致強化事業費 10,000千円

【重点戦略計画】

欧米豪ラグジュアリー船の誘致を強化するとともに、

海外での合同ＰＲイベントを開催

クルーズ船受入体制整備事業費 93,756千円

【重点戦略計画】

受入施設の設営や歓送迎行事等を充実

物流事業者と連携した利用転換促進支援費

1,000千円

金沢港への利用転換を促進するため、商社や物流企業の

新規貨物集荷量に応じて助成

定期航路寄港円滑化支援費 1,000千円

クルーズ船の受入れに伴い、貨物船が利用する

埠頭の変更に要する経費を助成
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

利用貨物拡大支援費 4,200千円

荷主の定着と利用拡大を図るため、継続利用荷主の

利用実績に応じて助成

改 物流ルート転換支援費 5,000千円

新たな物流ルートを構築するためのトライアル輸送を支援

新 冷凍コンテナやフィーダー船の利用を支援

定期航路運航支援費 1,800千円

定期航路開設から３年超の船社の入港料及び岸壁使用料に

対し助成

冬季入出港支援費 700千円

冬季の引船使用料の１／２を助成

金沢港振興協会事業費補助 など

(18) 中小企業指導 22,275 新 中小企業振興・経営強化検討費 500千円

育成費 【重点戦略計画】

中小企業等の持続的成長に向けて、人手不足や働き方改革、

技術開発への対応など、企業の経営強化に対する支援策

について検討

学識経験者、中小企業関係団体等による懇話会の開催

産業功労賞表彰費 1,305千円

本市産業の振興発展に多大な功労のあった方を顕彰

経済活動賞表彰費 271千円

地域経済の振興発展に貢献している企業経営者を顕彰
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【金 融 対 策】

(19) 中小企業金融 69,947 中小企業制度融資資金利子補給費 24,270千円

対策費 中小企業者に必要な事業資金を低利で融通

（利子補給費） （融 資 枠）

融資資金（現年度分） 5,000千円 8,302,500千円

改 中小企業の資金繰りを支援するため、融資限度額、

償還期間の緩和措置を１年延長

【対象制度】 融資限度額の緩和

産業振興資金、企業立地促進資金、

伝統産業工房等整備資金

償還期間の緩和

産業振興資金、

中心市街地活性化事業資金

融資限度額、償還期間、据置期間の緩和

中小企業振興特別資金

中小企業特別利子補給費（過年度分） 26,000千円

中小企業向けの緊急経営支援策として、融資利率を

特別に引き下げ、金利負担を軽減

完 景気の拡大を踏まえ新規融資を廃止

対象融資 中小企業振興特別資金（景気対策分）

緊急経営安定特別資金

新 金沢の茶屋文化継承資金利子補給金 1,750千円

【重点戦略計画】

金沢固有の茶屋文化を後世に継承するため、施設改修費や

権利継承費等に対する融資制度を創設し、

茶屋経営者の支払利子を全額補給

限 度 額 50,000千円

返済期間 15年以内（うち据置５年以内）

融資利率 1.4％（予定）

金沢の料亭経営安定化利子補給金 13,290千円

【重点戦略計画】

料亭の経営安定化を図るため、事業資金の融資に

対し年利１％以内の額で利子補給

改 制度期間を１年半延長（2021年3月31日まで）
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 中小企業ＡＩ等先端技術導入資金利子補給金 800千円

【重点戦略計画】

中小企業のＡＩやＩｏＴ、ロボット等の設備導入に対する

融資制度を創設

限 度 額 50,000千円

返済期間 10年以内（うち据置１年以内）

融資利率 1.2％（予定）

制度期間 2023年3月31日まで

移住創業者無利子化助成金 380千円

県内に移住し、本市で創業する者に対して、

事業資金融資の利子補給金を交付

中小企業金融安定化推進費 3,080千円

専門員による金融相談を実施

【誘客推進施策】

(20) 海外誘客推進費 42,562 改 欧米富裕層誘客事業費 9,400千円

【重点戦略計画】

重点市場である欧米からの誘客を強化するため、金沢の

伝統芸能や食文化をテーマにしたプロモーションを実施

新 「かなざわ講座・イン・ミラノ」の開催

新 アメリカの富裕層を招請し、金沢の食文化の魅力を

富裕層ネットワークに発信

欧州旅行博への共同出展 など

欧米富裕層向け工芸品販路開拓事業費〔再掲〕1,000千円

金沢クラフトのビジネス化とブランド力の向上を図るため、

欧米富裕層向けの新たな販路を開拓

「KOGEI Art Fair Kanazawa」の開催を支援

新 広域観光ベースキャンプ推進事業費 3,300千円

【重点戦略計画】

外国人観光客の中長期滞在を推進するため、

健康・癒やしを目的とした新たな観光プログラムを造成

近隣自治体と連携したサイクリングコースのＰＲ

医療、食、トレイル等を盛り込んだプログラムの開発

-66-



（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 富裕層向け食文化観光検討費 1,600千円

【重点戦略計画】

金沢の食を通じて歴史や文化を体験する、

海外富裕層向け「ガストロノミーツーリズム」の構築を検討

新 金沢インバウンド旅行商品造成促進事業費 2,600千円

【重点戦略計画】

海外誘客を専門とする首都圏のツアーオペレーターや

海外の旅行会社に金沢の魅力や情報を広く発信

新 外国人観光客ナイトツーリズム推進事業費 7,800千円

【重点戦略計画】

金沢の夜の魅力を内外に発信し滞在型観光を推進

夜間ライトアップを活用した観光商品の企画

文化芸術施設の夜間開館時に、地域通訳案内士

による解説付きガイドを実施

地域通訳案内士による夜の観光ツアーガイド組織

の構築

改 杉原千畝ルート推進事業費 600千円

【重点戦略計画】

杉原千畝ルートへのイスラエルやアメリカ等からの誘客

を推進

新 北米等のメディアを招請 など

台湾交流・観光誘客事業費 10,000千円

【重点戦略計画】

台湾からの誘客を推進するため、食や文化を通じた

交流事業や誘客プロモーションを展開

新 金沢市観光協会創立70周年プロモーションの実施

台南市において、金沢の文化や芸能を披露する

美食工芸展を開催

台湾誘客コーディネーターを配置し、旅行会社への

セールスを強化 など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

ＩＣＴ活用欧州等戦略的情報発信費 1,000千円

【重点戦略計画】

海外の旅行会社やメディア、旅行者に向けて、Ｗｅｂ等を

活用した金沢の魅力的な情報をタイムリーに発信

(21) 旅行商品企画 22,600 金沢女子旅発信事業費 9,200千円

発 信 費 【重点戦略計画】

女性をターゲットとして、写真やＳＮＳ、雑誌を

活用した女子旅のＰＲを展開

女性向け雑誌とのタイアップ

タブロイド誌とのタイアップ など

スポーツツーリズム推進費 1,700千円

【重点戦略計画】

金沢に拠点を置くプロスポーツチーム等と連携し、

スポーツツーリズムを推進

相手チームのホーム戦で金沢観光ＰＲブースを出展

アウェイサポーターのまちなか周遊を促すため、

商店街等で利用できるクーポン冊子を配布 など

外国人等プレミアムツアーコーディネート事業費

2,000千円

【重点戦略計画】

外国人富裕層を主なターゲットに、金沢の伝統工芸や

食文化を組み入れた上質な旅をコーディネート

新 金沢建築文化ツーリズム構築費 1,900千円

【重点戦略計画】

金沢の建築文化の魅力を生かしたツアー等を実施

建築文化拠点施設周辺マップの制作

建築まちあるきツアーの実施

加賀藩の遺産を活かした着地型旅行商品開発費

5,000千円

高山右近や加賀八家など、金沢の歴史、伝統、文化

を活用した着地型旅行商品を企画
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

宿泊観光客誘客推進費 2,800千円

イベント等とタイアップした宿泊付の旅行商品を

企画・斡旋し、滞在型観光を推進

(22) 国内誘客推進費 57,350 改 首都圏・東北誘客プロモーション事業費 3,400千円

【重点戦略計画】

首都圏でのプロモーションに加え、金沢へのアクセスが

向上した東北でキャンペーンを展開

新 谷口吉郎・吉生記念金沢建築館の開館を機に

金沢の建築文化を発信する講座を実施

旅行会社とのタイアップや東北への出向宣伝を実施

改 関西・中京誘客プロモーション事業費 4,800千円

【重点戦略計画】

北陸新幹線敦賀延伸を見据え、関西や中京エリアで

観光キャンペーンを展開

新 大阪市で開催される世界最大級の旅行博

「ツーリズムＥＸＰＯジャパン」に出展

旅行会社とのタイアップや出向宣伝を実施

改 ＪＲ連携誘客プロモーション事業費 14,000千円

【重点戦略計画】

ＪＲとタイアップしたキャンペーンを展開

新 ＪＲや長野市と連携し、北陸・飛騨・信州の魅力を

満喫できる周遊ルートを構築

新 ＪＲや県等と連携し、企画ツアー「名探偵コナン

ミステリーツアー」を開催

誘客キャンペーンの実施

金沢特集パンフレットの発行 など

新 学生合宿誘致事業費 9,000千円

県外からの学生合宿を誘致するため、宿泊料金に対し助成

対 象 県外の学校及び専修学校の学生で構成する

団体が行う文化活動やスポーツ、ゼミナール

の合宿

要 件 延べ25人泊以上（引率者は２人まで）

助成金 １人につき1,000円/泊
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

改 修学旅行誘致事業費 8,000千円

【重点戦略計画】

県外の中学校等を対象に、修学旅行の誘致に向けた

ＰＲ活動等を展開

新 修学旅行生の伝統文化体験を支援

能楽や芸妓の舞の鑑賞会を開催

体験料 １人500円

工芸、和菓子等体験に対し助成

助成額 １人500円

誘致パンフレットやランチガイドを更新

魅力発信官民連携プロモーション事業費 13,700千円

【重点戦略計画】

ＰＲイベント等を通じて、金沢の魅力を発信

百貨店や企業内物産展とのタイアップ事業を実施

金沢の魅力を体感できるイベントや、伝統芸能の

披露を「銀座の金沢」で開催 など

(23) 広域観光連携 16,890 北陸・飛騨・信州３つ星街道誘客推進費 4,710千円

推 進 費 【重点戦略計画】

南砺市、白川村、高山市、松本市と連携して

国内外からの誘客を推進

外国人受入環境の充実

インバウンドプロモーションの強化

改 「加賀藩と霊峰白山」観光連携事業費 1,300千円

【重点戦略計画】

白山市との観光連携協定に基づき、両地域を結ぶ

観光プログラムを企画し、広域観光を推進

新 インバウンド誘客に影響力のある

国内の旅行メディア関係者等を招へい

「白山詣双六」ＱＲスタンプラリーの実施

改 金沢・富山県西部広域観光推進事業費 520千円

【重点戦略計画】

新 金沢・富山県西部広域周遊モデルコースの紹介 など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

改 都市間交流プロモーション推進費 3,000千円

【重点戦略計画】

交流都市協定を締結した都市等のイベント等において、

観光ＰＲを実施

新 文京区との交流都市協定の締結にあわせて

記念事業を実施

航空利用観光誘客促進事業費負担金 4,000千円

小松空港を活用した首都圏からの旅行商品の

企画と発信を支援

北陸新幹線停車駅都市観光推進会議開催費 600千円

【重点戦略計画】

沿線13都市による北陸新幹線停車駅都市観光推進会議を

開催し、連携プロモーションを実施

観光列車活用魅力発信事業費 760千円

【重点戦略計画】

ＪＲ西日本とＪＲ七尾線沿線地域等が連携し、

観光誘客を推進

住民交流活動助成費 2,000千円

交流都市等との市民交流活動に対し助成

【受入環境充実施策】

(24) 受入環境整備費 151,389 改 金沢版ＤＭＯマネジメント・マーケティング事業費

10,000千円

【重点戦略計画】

官民連携による観光マネジメント組織｢金沢版ＤＭＯ｣に

おける地域事業者間の連携機能を生かし、金沢の魅力を

生かした旅行商品の造成や、戦略的プロモーション等を展開

戦略的運営推進会議やマーケティング会議の開催

新 観光マーケティングの専門家を配置

会員意見交換会・セミナーの開催

金沢体験特集サイト「かなざわ自由時間」を活用

した「コト」商品の充実・開発 など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 観光客分散化促進事業費 2,000千円

【重点戦略計画】

市民生活と調和した持続的な観光振興に向けて、

中心市街地の特定観光地に集中する観光客を分散し、

郊外地区への誘客を強化

ＩＲいしかわ鉄道と大衆演劇を活用したツアーの造成

犀川緑地サイクリングロードを活用した

金石大野地区サイクリングマップの制作

新 食のバリアフリー推進事業費 3,000千円

食物アレルギーをはじめ、ベジタリアンやビーガン等に

対応した店舗情報をWebサイトに掲載

新 バリアフリーツアー推進事業費 1,900千円

すべての人が安心して観光できる受入環境を整備

バリアフリーツアーモデルプランの作成

観光施設関係者向け勉強会の開催 など

新 宿泊施設改修支援事業費補助 75,000千円

【重点戦略計画】

宿泊者の利便性向上に資する旅館等の改修を支援

対象経費 内装工事

畳の張替、障子・襖の取替、

壁の塗替など

設備工事

トイレの洋式化、共同浴場の改修、

客室内の浴室改修

バリアフリー化工事

スロープ・手すりの設置、

エレベーターの設置、通路拡張など

金沢の伝統工芸を使用した内外装工事

補 助 率 1/2 限 度 額 5,000千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 ゲストハウスふれあい交流促進事業費補助 6,000千円

ゲストハウスが行う地域住民と宿泊客との交流事業を

促進するため、活動費や広告費等に対し支援

補 助 率 1/2（夜間に実施する事業は2/3）

限 度 額 200千円

改 外国人旅行者受入環境整備事業費補助 2,000千円

【重点戦略計画】

外国人旅行者の受入環境の整備に必要な経費に対し助成

対 象 者 市内観光関連事業者

（宿泊・観光・飲食・商業施設）

対象経費 外国語案内表記、公衆無線ＬＡＮの設置、

パスポートリーダーの設置、

多言語ホームページの作成など

新 対面翻訳機、ハンズフリー翻訳機

補 助 率 1/2 限 度 額 200千円

改 制度期間 2022年度まで延長

商店街外国人対応支援事業費補助〔再掲〕 2,000千円

【重点戦略計画】

外国人来街者の受入環境の整備を促進するため、

外国語対応等に要する経費に対し助成

対 象 中心商店街、地域商店街

対象経費 マップ、ホームページの多言語化 など

補 助 率 1/2

限 度 額 2,000千円

制度期間 2019年度まで

新 観光協会・まいどさん連携プロモーション事業費

1,000千円

観光協会設立70周年及びまいどさん結成25周年を記念し、

観光協会会員事業者やまいどさんによる交流都市での

現地プロモーションを実施

金沢市観光協会運営費補助 27,849千円

観光宣伝印刷物等作成費 22,000千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(25) 観光人材育成費 14,310 通訳ガイドおもてなし推進費 6,360千円

【重点戦略計画】

外国人旅行者の多様なニーズに対応するため、

金沢独自の通訳ガイドを育成

通訳ガイドのスキルアップ研修を実施 など

観光ボランティアガイド事業費 7,950千円

ひがし茶屋休憩館や西茶屋資料館、長町武家屋敷休憩館に

観光ボランティアガイドまいどさんを配置

(26) ＭＩＣＥ推進 44,490 金沢ＭＩＣＥ促進事業費補助 6,000千円

費 【重点戦略計画】

金沢の魅力を生かしたＭＩＣＥの開催を支援

伝統芸能の披露及びクラフトツーリズムの開催費用

に対し助成

対象要件 参加者50人以上の企業ミーティング

及び100人以上の学会、大会等

対象経費 レセプションでの伝統芸能披露及び

クラフト・ツーリズムの実施に係る

経費

補 助 率 2/3 限 度 額 500千円

同時通訳などの費用に対し助成

対象要件 参加者50人以上の企業ミーティング

及び100人以上の学会、大会等

対象経費 同時通訳者の報酬、交通費等

同時通訳機器の設置費、操作委託費

補 助 率 1/2 限 度 額 300千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

改 コンベンション誘致推進事業費補助 14,000千円

【重点戦略計画】

金沢で開催されるコンベンション開催経費に対し助成

対象 学会、大会、会議

新 冬季開催及び大規模開催に対する加算制度を導入

【国内コンベンション】

県外からの参加者数100人以上で４万円を助成

（100人増加毎に４万円を加算）

新 冬季開催 100人毎に４万円加算

新 大規模開催 1,000人毎に30万円加算

最大補助額 550万円（5,000人以上）

【国際コンベンション】

県外からの参加者数100人以上で50万円を助成

（100人増加毎に20万円を加算）

新 冬季開催 100人毎に10万円加算

新 大規模開催 1,000人以上で40万円加算

最大補助額 550万円（1,600人以上）

金沢コンベンションビューロー助成費 24,490千円

(27) 観光事業促進費 19,670 改 金沢芸妓文化発信事業費 10,300千円

【重点戦略計画】

芸妓文化の振興をめざし、金沢芸妓の魅力を広く発信

新 「金沢芸妓夏のお稽古風景特別体験会」の開催

「金沢芸妓のほんものの芸にふれる旅」の開催

新 芸妓文化継承支援費〔再掲〕 11,630千円

芸妓文化を継承するため、新人芸妓等に対し奨励金を

交付するほか、芸妓の後継者育成費や稽古費に対し助成

改 金沢の茶屋文化継承事業費補助〔再掲〕 10,600千円

金沢固有の茶屋文化を後世に継承するため、

施設改修等を支援

金沢の茶屋文化継承資金利子補給金〔再掲〕 1,750千円

金沢固有の茶屋文化を後世に継承するため、施設改修費や

権利継承費等に対する資金融資制度を創設し、

茶屋経営者の支払利子を全額補給
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 全国商工会議所観光振興大会2020in金沢開催事業費補助

3,000千円

金沢の魅力を全国に発信するため、

全国商工会議所観光振興大会の開催を支援

(28) 湯涌温泉誘客 19,260 改 湯涌温泉観光地ブランド化推進事業費 3,600千円

推進費 湯涌温泉のブランド化や誘客を推進するとともに

外国人旅行者の受入体制を強化

新 ホタル鑑賞会等のイベントを開催

新 宿公式プラン予約サイトの制作

新 アニメ専門学校等の修学旅行を誘致

新 多言語案内看板等の制作 など

湯涌温泉受入環境向上事業費 7,800千円

老朽化に伴う源泉の配管修理を支援

湯涌温泉街活性化にぎわい創出事業費 1,280千円

湯涌の四季折々の自然や伝統行事を堪能する

イベントを開催

湯涌ぼんぼり祭り開催費 3,000千円

アニメと連携した誘客促進イベントを開催

(29) 観 光 行 事 費 123,532 改 第68回金沢百万石まつり開催費 79,630千円

市民参加の気運を醸成し、国内外からの誘客を推進

新 金沢駅鼓門等をライトアップ

新 行列の前夜祭イベントとして、地元ミュージシャン

によるオープニングコンサートを実施 など

開催時期 2019年５月31日～６月２日

「金沢城・兼六園四季物語」開催費負担金 8,300千円

金沢城公園及び兼六園の四季折々のライトアップや

ナイトイベントを県・市で実施

「金沢ライトアップバス運行」事業費 800千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

金澤月見光路開催費補助 500千円

夜の魅力と賑わいを創出するため、金沢工業大学が

実施する「金澤月見光路」の開催に対し助成

冬の夜景創出事業費補助 5,500千円

冬の観光対策として、市中心部のライトアップを支援

香林坊地区 国道沿い街路樹

武蔵地区 雪吊りモニュメント

新 片町地区 片町きらら前のクリスマスツリー

及び雪吊り

(30) 観 光 施 設 費 182,839 新 にし茶屋街緑地整備事業費 44,000千円

景観の向上と寺町台地区との回遊性を高めるため、

にし茶屋街玄関口での緑地空間の整備に向けて

実施設計に着手

快適なトイレ空間創造事業費 1,900千円

東京オリンピック・パラリンピックを見据え、まちの

もてなし力の向上をめざし、快適なトイレ空間を創造

金沢湯涌夢二館駐車場及びにし茶屋観光駐車場

石川県金沢観光情報センター管理運営費 31,455千円

営業時間 ８時30分～20時（年中無休）

外国人窓口対応、当日宿泊予約の受付、

着地型旅行商品の販売、宿泊施設等への手荷物

配送サービス、周遊バスの発券 など

改 観光駐車場管理費 63,516千円

長町観光駐車場、近江町観光バス駐車場、東山観光駐車場、

東山観光バス駐車場、にし茶屋観光駐車場、

東山河畔観光駐車場、東山北観光駐車場

改 周辺の駐車場との料金均衡を図るため

普通車駐車場使用料を改定（2019年４月改定）

基本料金 １時間まで 300円 → 350円

加算料金 30分毎に 100円 → 150円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

観光案内板整備費 6,815千円

公的サインマップの定期更新

案内サインのマスターデータの修正 など

観光施設管理費 17,148千円

長町武家屋敷休憩館、ひがし茶屋休憩館、

足軽資料館、旧加賀藩士高田家跡、西茶屋資料館 など

(31) 金沢営業戦略 6,688 旅行代理店店頭一斉キャンペーン事業費 1,300千円

推 進 費 冬季の誘客を強化するため、ＪＲ西日本と連携し、

首都圏の旅行代理店で店頭ＰＲを実施

改 ゆかりの地金沢ＰＲ事業費 2,450千円

金沢ゆかりの地域で、ＰＲ活動を展開

新 「板橋区三都市交流イベント」へＰＲブースを出展

改 金沢市首都圏企業交流会開催費 1,500千円

本市及び近郊から首都圏に進出している企業の支店長等

との意見交換や情報収集を目的とした連絡会を開催

新 金沢の歴史・文化を学ぶ宝生能鑑賞ツアーの実施

(32) 企業立地促進費 447,895 工業用地利活用促進事業費 3,000千円

工業用地の利活用を促進するため、空き地や

空き工場の状況調査を実施

改 未利用地の地権者に売買等意向調査を実施

金沢テクノパーク企業立地助成金 279,000千円

【重点戦略計画】

テクノパークにおける工場の新増設に対し助成

補 助 率 土地 20％ 建物･設備 10％

限 度 額 500,000千円

企業立地助成金 106,300千円

【重点戦略計画】

工場適地等における工場の新増設に対し助成

補 助 率 土地 20％ 建物･設備 5％

限 度 額 200,000千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

金沢テクノパーク企業誘致促進費 6,940千円

テクノパークへの企業立地を促進するため誘致活動を展開

金沢ゆかりの企業等の投資動向調査を実施

「ヘルスケア・医療機器 開発展」へ出展 など

拠点再整備企業立地助成金

リスク分散に伴う国内生産拠点の再編等により、

本市に事業を移転する企業を支援

補 助 率 建物整備 10％

設備取得 10％

設備移設 50％

限 度 額 200,000千円

雇用助成 200千円／人（限度額 40,000千円）

改 制度期間 2020年３月31日まで１年延長

中心市街地業務機能集積促進費補助 3,300千円

都市機能の強化及びオフィス街における業務機能の集積を

促進するため、進出企業に対し助成

改 新規分の認定を2018年度で終了

工業団地環境整備事業費補助 1,000千円

工業団地内の環境や景観及び機能性向上を図るための

経費に対し助成

工場敷地内の緑化事業

緑地面積が10％未満 補助率 1/3

限度額 1,000千円

緑地面積が10％以上 補助率 1/2

限度額 3,000千円

工業団地内の景観及び機能性向上事業

対象経費 表示塔、案内板、街路灯の設置など

補助率 1/2 限度額 1,000千円

先端産業地域連携事業費 520千円

進出企業の地元定着や先端技術開発に向けて、

産学連携や進出企業間の連携を促進

雪吊り会運営費 810千円

市内に進出している企業の支店長等との意見交換会等を開催
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(33) 工業団地造成 79,250 新 第５次安原異業種工業団地造成事業費 66,000千円

事業費 【重点戦略計画】

（特別会計） 安原異業種工業団地の拡張に向けた基本設計等に着手

事業面積 18.3ha

対象業種 製造業、物流施設を設置する運輸業

又は卸売業

新 第２次いなほ工業団地造成事業費 12,400千円

【重点戦略計画】

いなほ工業団地の拡張に向けた実施設計等に着手

事業面積 2.3ha

対象業種 製造業、物流施設を設置する運輸業

又は卸売業

(34) ク ラ フ ト 181,004 新 金沢の工芸海外発信事業費 4,000千円

創造都市推進費 【重点戦略計画】

本市工芸の英訳ガイドラインを作成し、工芸の魅力を

世界に発信するとともに、海外の工芸専門家との

ネットワークを形成

金沢の工芸に関する英訳指針の編纂

海外の工芸専門家によるセミナーの開催など

新 工芸品海外アート市場開拓事業費 2,000千円

伝統工芸品等の海外販路拡大に向けて、

若手工芸作家を海外へ派遣

欧米富裕層向け工芸品販路開拓事業費 1,000千円

金沢クラフトのビジネス化とブランド力の向上を図るため、

欧米富裕層向けの新たな販路を開拓

「KOGEI Art Fair Kanazawa」の開催を支援

新 宿泊施設工芸品展示支援事業費 1,200千円

上質な空間の形成と工芸の魅力を発信するため、

宿泊施設における工芸品の展示コーディネート等を実施

旧前田家本邸工芸品展示事業費 1,500千円

首都圏において金沢の工芸品の魅力を発信するため、

旧前田家本邸洋館に工芸品を展示
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

改 ＫＯＧＥＩフェスタ！開催費 25,000千円

【重点戦略計画】

市民や来街者が金沢の工芸に触れる機会を創出すると

ともに、ギャラリーや工房等と連携し、まちぐるみで

「工芸のまち・金沢」を発信

工芸の体験、展示・販売を実施

新 工芸の美術的な価値を発信

民間催事と連携し、まちなかで工芸の魅力を発信など

開催時期 2019年10月12日～14日

改 金沢ファッションビジネス塾事業費 2,700千円

ファッション産業の振興をめざし、販売とマネジメントの

知識・能力を併せ持つ人材を育成

新 グループワークの実施

「dining gallery 銀座の金沢」運営費 65,196千円

【重点戦略計画】

情報の集積及び発信地である首都圏において、

「dining gallery 銀座の金沢」を運営し、

金沢クラフトや食文化の魅力を発信

場 所 キラリトギンザ６階

金沢クラフトビジネス創造機構運営費 55,784千円

クラフト創造都市・金沢の魅力であるファッション、

伝統工芸、デザインのビジネス化を支援

場 所 香林坊ラモーダ８階

事業委託費 17,300千円

【重点戦略計画】

ビジネス感覚を養う商品開発実践講座を開催

販路拡大に向けたビジネスマッチングセミナーを開催

ＳＮＳを活用したＰＲを実施

工芸品のモニタリング調査を実施

ビジネス化を支援 など

管理運営費 38,484千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

クラフトプラザ香林坊運営費 9,444千円

クラフト関連事業者等のインキュベーション施設を運営

場 所 香林坊ラモーダ８階

施設内容 ビジネスルーム ４部屋

ミーティングルーム １部屋

「国際ガラス展・金沢2019」開催費補助 6,600千円

ガラスの国際公募展の開催に対し助成

開催時期 2019年10月30日～11月11日

会 場 しいのき迎賓館

ニューテキスタイル開発支援費補助 2,000千円

高付加価値の新商品開発の取り組みに対し助成

オリンピック需要関連開発支援費補助 500千円

需要拡大が見込まれるスポーツ分野での新たな繊維製品の

開発を県市で支援

繊維製品輸出促進支援費補助 1,000千円

繊維製品輸出促進のための販売体制構築に対し助成

(35) 伝統産業振興費 153,292 新 伝統工芸品産業アクションプラン2020策定費 4,700千円

【重点戦略計画】

新たな伝統工芸品産業アクションプランを策定

計画期間 2020年～2030年

伝統工芸産業の現状調査・分析

検討委員会の開催

新 第４回金沢・世界工芸トリエンナーレ開催費

【重点戦略計画】

40,000千円

金沢の質の高い工芸文化を世界に発信する祭典として、

公募展や企画展覧会等を開催

開催時期 2019年11月10日～21日

会 場 金沢21世紀美術館
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 器にこだわる飲食店支援事業費 1,500千円

市内飲食店で使用する食器への伝統工芸品等の活用を

促進するため、食器の購入経費に対し助成

対 象 者 ５年以上経営している飲食店

補 助 率 1/2

限 度 額 300千円

（購入経費200千円以上のものに限る）

新 伝統工芸担い手育成事業費補助 2,000千円

若手工芸作家や工芸作家をめざす学生を対象とした、

制作から展示、販売までを総合的に育成する事業の

実施を支援

工芸品商談促進事業費 1,500千円

伝統工芸品産業を営む企業や工芸家等が開催する展示会や

商談会の経費の一部を助成

補 助 率 1/2

限 度 額 海外又は三大都市圏 300千円

その他の地域 150千円

きもの・ゆかたが似合うまち推進費 500千円

きもの及びゆかたを着用したまちなか散策を促進するため、

協力店と連携して、きもの及びゆかた着用者の買い物

割引等を実施

金沢の文化の人づくり奨励金 26,930千円

伝統工芸品産業の後継者として、質の高いものづくりを

担う人材育成のための奨励金を交付

伝統産業技術研修者（６人）

伝統産業新規参入研修者（10人）

伝統産業技術伝承事業者（10人） など

工芸工房開設費補助 5,000千円

中心市街地、町家保存区域及び里山地域の空き家等に

おける工房開設に対し助成

補 助 率 1/2

限 度 額 開設・改修 2,500千円

家賃（２年間） 2,000千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

金沢ブランド工芸品開発促進事業費 4,000千円

現代生活にふさわしい新たな工芸品の開発を支援

補 助 率 2/3

限 度 額 1,000千円

改 金沢箔技術振興研究所・金沢箔作業場運営費 12,670千円

金沢箔の振興を図るため、産地支援や調査研究を

担う研究所と技術研修を行う作業場を運営

場 所 研究所 安江金箔工芸館内

作業場 金沢職人大学校第２実習棟内

事業委託費 7,000千円

新 金沢箔作業場の見学会や体験事業を実施

新 金沢箔ＰＲ事業の実施

管理運営費 5,670千円

改 加賀友禅技術振興研究所運営費 15,030千円

加賀友禅の振興を図るため、産地支援や調査研究を

担う研究所を運営

場 所 加賀友禅会館内

事業委託費 7,000千円

新 着物雑誌編集者と共同で新しいデザインの

加賀友禅を制作

新 若年層向け加賀友禅着装イベントの開催

加賀友禅大使のＰＲ活動に対し支援

管理運営費 8,030千円

改 希少伝統産業専門塾開催費 2,800千円

希少伝統産業の後継者を育成するため、市民向けの

専門塾を開催

新 職人大学校開放日にあわせて公開講座等を開催

首都圏アンテナショップ運営負担金 23,057千円

石川県アンテナショップ「いしかわ百万石物語・江戸本店」

の運営負担金
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【働き方改革推進施策】

(36) 働 き 方 改 革 3,000 新 金沢版働き方改革普及啓発プロジェクト推進費

推 進 費 2,200千円

【重点戦略計画】

金沢版働き方改革の普及啓発を官民連携で推進

先進企業の多様な働き方や業務改善等の取組を研究

かなざわ働き方改革のススメの作成

はたらく人にやさしい事業所を表彰

新 働きやすい職場環境づくりアドバイザー派遣事業費

500千円

働きやすい職場環境づくりに取り組む企業に

アドバイザーを派遣

子育てにやさしい企業支援事業費 300千円

一般事業主行動計画策定後に市制度融資を利用した

事業主に対して利子の一部を助成

【雇 用 施 策】

(37) 雇 用 対 策 費 104,000 働きたい女性就職活動応援プロジェクト推進費

3,400千円

【重点戦略計画】

働きたい女性の就労促進と企業の人材確保を図るため、

インターンシップ等を通じたマッチングを支援

キャリア応援セミナーを開催

新 再就職先で活躍する女性社員の事例等を紹介

企業のインターンシップの実施を支援

マッチング交流会を開催

女性活躍推進法一般事業主行動計画普及推進費 600千円

市内の企業に社会保険労務士を派遣し、女性活躍推進法に

基づく一般事業主行動計画の制度周知や策定に向けた助言等

を実施

対象企業 従業員101人～300人の企業
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

金沢ＵＪＩターン応援プロジェクト推進費 2,900千円

【重点戦略計画】

大都市圏の学生等を対象に、金沢での働きやすさと地元の

企業をＰＲし、ＵＪＩターンを応援

大都市圏でＵＪＩターンセミナーの開催

改 「Ｗｅｂセミナー」を拡大して開催

高校の同窓会と連携し、就職情報を提供

就活応援カードを作成し配布 など

新 ＵＪＩターン就業等支援事業費 5,000千円

東京圏からのＵＪＩターンを促進するため、

本市に移住する転職者等に対し支援

対象者 ５年以上東京23区に在住または

通勤していた者で、本市に移住し、

県内の中小企業等に就職または起業した者

支給額 １世帯あたり100万円

（単身の場合は60万円）

若者活躍サポート事業費 300千円

ニートなど様々な状況にある若者の

雇用・定着に向けたセミナーを開催

学生と金沢の企業をつなぐ就職支援事業費 1,500千円

【重点戦略計画】

「金沢の企業を知ろう」をテーマに学生等を対象とした

企業説明会や見学会等を開催

中小企業人材確保支援事業費 2,000千円

【重点戦略計画】

人手不足分野の人材確保と雇用機会の拡大を図るため、

特定の分野に特化した就職フェアを開催

対象分野 福祉、建設、警備、運輸、

宿泊・飲食サービス、卸売・小売
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

若者女性キャリアアップ促進奨励金 25,000千円

若者や女性の従業員を非正規雇用から正規雇用に転換した

事業主に対し、国の助成制度に引き続き、奨励金を支給

対象者 国のキャリアアップ助成金の支給を受け、

35歳未満の若者又は45歳未満の女性の正規

雇用を12か月間継続している事業主

改 国基準に合わせ「多様な正社員」を

対象に追加

支給額 12.5万円～25万円

アスリートセカンドキャリア支援費〔再掲〕 2,400千円

【重点戦略計画】

地域のスポーツ団体を指導するアスリートの定着を

図るため、アスリートを雇用する企業や競技団体に

対して支援

労働相談窓口設置費 1,600千円

相談員を配置し、雇用相談、情報提供などを実施

安定雇用促進奨励金 5,000千円

就職が困難な方を、国のトライアル雇用制度に引き続き、

常用雇用する事業主に対し、奨励金を支給

支給額 １人につき６万円

(ひとり親家庭の父母等は7.5万円)

ひとり親家庭雇用奨励金 6,500千円

ひとり親家庭の父母等を雇用した事業主に対し、

国の助成制度に引き続き、奨励金を支給

障害者雇用定着促進費 20,280千円

障害のある方の就業と雇用の定着を図るため、

就労活動を援助するジョブコーチを配置（４人）

障害者就職活動支援セミナー開催費 190千円

障害のある方の就職活動を支援するため、

セミナーを開催
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

障害者職業訓練奨励金 1,800千円

職業訓練施設に入校する障害のある方に奨励金を支給

訓練期間 １年以上 10万円

６か月以上１年未満 ５万円

新 シニア世代就労応援プロジェクト推進費

4,000千円

【重点戦略計画】

シニア世代の就労促進と企業の人材確保に向けて、

インターンシップ等を通じたマッチングを支援

就労応援セミナー、企業見学バスツアーの開催

企業のインターンシップの実施を支援

マッチング交流会の開催

生涯現役雇用促進奨励金

65歳以上の高齢者を雇用した事業主に対し、

国の助成制度に引き続き、奨励金を支給

高年齢者雇用奨励金 20,100千円

60～65歳未満の求職者を雇用した事業主に対し、

国の助成制度に引き続き、奨励金を支給

完 65歳までの雇用確保措置の浸透等に伴い

2018年度までの雇用をもって新規申請を終了

中高年齢者職業訓練奨励金 3,500千円

30歳以上の職業訓練施設入校者に対し奨励金を支給

訓練期間 １年以上 10万円

６か月以上１年未満 ５万円

(38) 勤労者金融対策 5,820 勤労者小口資金利子補給費 70千円

費 労働者住宅生活資金利子補給費 1,800千円

勤労者住宅建設資金利子補給費 50千円

未組織労働者信用保証料補給金 3,900千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(39) 金沢市シルバー 14,920 金沢市シルバー人材センター運営費補助 10,720千円

人材センター

助成費 高齢者活用・現役世代雇用サポート事業費補助

4,200千円

育児支援や介護補助など地域の人手不足分野における

シルバー人材センターの就業開拓の取り組みを支援

高齢者生きがい就労推進費〔再掲〕 2,000千円

高齢者の就労を通した生きがいづくりに資するため、

シルバー人材センターの就労推進員による高齢者

就業開拓を推進

(40) 金沢勤労者福祉 14,240 勤労者のための福祉、健康維持増進事業 など

サービスセンタ

ー運営費補助

(41) 金沢勤労者プラ 21,757 施設改修費 9,966千円

ザ費 体育館排煙窓取替工事
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(42) 新 卸売市場再整備 2,500 卸売市場の再整備に向けた検討に着手 2,500千円

検 討 費 市場の再整備に向けてエリア全体の土地の利活用や

併設する施設の機能等を検討

今後の市場の施設機能等調査費〔再掲〕 6,000千円

卸売市場法の改正に併せて、今後の市場に必要な

施設機能や規模等を調査

【中山間地域活性化施策】

(43) 中 山 間 地 域 3,728 三谷さとやま交流広場管理運営費 3,728千円

活性化拠点施設 【重点戦略計画】

運 営 費 市民農園を中心とした交流拠点として運営

地域住民と施設利用者の交流事業を展開

俵芸術交流スタジオ管理運営費〔再掲〕 39,784千円

音楽を中心とした芸術・文化の交流拠点として運営

新 開館１周年を記念し、施設利用者と地域住民による

芸術交流祭を開催

開 催 日 2019年５月19日

(44) 中山間地域農業 112,897 完 中山間地域活性化計画策定費 3,000千円

振興対策費 【重点戦略計画】

活力ある中山間地域の実現をめざし、

地域の特色を生かした活性化計画を策定

新 湯涌、医王山、浅川地区
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

改 元気な中山間地域づくり支援事業費 2,000千円

【重点戦略計画】

新 中山間地域活性化計画に基づく地域の取り組みを支援

薬師谷、三谷、俵地区

計画の具現化に向けた手法等について、指導・助言を

行うアドバイザーを派遣

改 中山間地域活性化外部人材活用事業費 6,588千円

【重点戦略計画】

首都圏等から「地域おこし協力隊」を誘致

三谷地区

地域イベント等を支援、農業従事等

完 湯涌地区

地域づくり団体を支援、地域特産品の開発

新規地区の募集

新 地域おこし協力隊の定住・定着を図るため、

任期満了後の起業を支援

新 中山間地域特産物生産設備導入支援費 1,700千円

地域おこし協力隊が提案する特産物の生産に

必要な設備の導入を支援

中山間地域遊休農地活用就農者支援費 110千円

遊休農地を活用し、新規に農業を営む個人を支援

中山間地域等直接支払制度事業費 82,756千円

中山間地域において集落協定を締結し、農地の保全活動

等を行う地域に対して交付金を支給

内川・犀川地区など78協定、485haを対象

農業後継者分家住宅等建築支援費 500千円

里山地域の分家住宅や新規農業参入者、伝統工芸従事者

の住宅建築等を支援

限度額 500千円

多子世帯の加算額 限度額200千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

中山間地域朝市開設等支援費 400千円

中山間地域の朝市や直売所の改修を支援

まちなか地域朝市出店支援費 220千円

まちなか地域のイベント等への出店を支援

金沢湯涌みどりの里利用促進費 480千円

花咲く湯涌まるごとフェスタの開催を支援

そば打ち体験教室を開催

金沢湯涌みどりの里管理運営費 9,415千円

【重点戦略計画】

地域特産物の販売や市民の農業体験活動などを実施

じねんじょ・そば・大根の栽培オーナー制度を運営

リンゴ・なしの栽培と収穫体験を実施

【担い手育成対策】

(45) 担い手育成対策費 63,882 改 金沢女性農業者育成事業費 1,000千円

2018年度最終補正分 149,000 農業において、女性が活躍できる環境づくりをめざし、

計 212,882 女性農業者の活動を支援

新 商品開発への指導・助言を行うアドバイザーを派遣

新 女性の感性を生かしたトライアル事業を実施

異業種新規参入支援事業費 450千円

遊休農地への異業種企業の農業参入を促すため、

初期投資等を支援

集落営農組織等経営複合化・多角化支援費 600千円

地域農業の中核を担う集落営農組織等の経営安定化を

図るため、複合化や多角化に向けた取り組みを支援

稲作とあわせた野菜栽培や加工品づくりなど
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

集落営農組織設立促進機械設備導入支援費 10,000千円

集落営農に取り組む組織に対し、経営の安定化を図る

ために必要な機械・施設の導入を支援

中心経営体機械・施設導入支援費 149,000千円

(最終補正予算に149,000千円前倒し)

地域農業の中核を担う大規模農家等の農業用機械等の

導入を支援

青年就農給付金交付費 30,800千円

50歳未満の新規就農者に就農直後の所得確保のため

給付金を交付

期 間 就農から５年以内

給付額 １年あたり1,500千円

１年あたり2,250千円（夫婦共同経営）

金沢農業大学校運営費 6,242千円

新たな担い手の育成を目的とする農業大学校を運営

期 間 ２年間

研修生 13期生９名、14期生７名、

15期生15名（見込み）

農業大学校修了生就農支援費 10,000千円

農業大学校修了生の円滑な就農を支援するため、

設備導入等の初期投資を支援

対 象 10人

「金沢農巧会」技術支援費 240千円

農業大学校修了生で組織する「金沢農巧会」に対し

栽培技術や販売方法等を指導

金沢おやこ農業塾運営費 250千円

親子を対象とした農業体験講座を農業センターで開催

学校体験農園推進費 1,710千円

小学校23校で作付けから収穫まで地元農業者が

児童に指導
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(46) 鳥 獣 害 防 止 30,300 イノシシ・サル等獣害防止対策費 29,000千円

対策費 イノシシやサル等による農作物被害の防止対策を推進

電気柵、捕獲檻及び緩衝帯の設置を支援

捕獲業務委託や捕獲隊員を確保するための

技能講習の支援 など

イノシシ防護柵導入支援事業費 1,000千円

里山周辺の町会が設置するイノシシ防護柵の資材費等

に対し支援

鳥獣害対策支援費 300千円

砂丘地域及び河北潟において、カラス等による

農作物被害の防止対策を支援

【加賀野菜普及促進施策】

(47) 新 金沢産農産物 700 加賀野菜など金沢産農産物のブランド戦略を検討

ブランド戦略 飲食店を対象にニーズ調査を実施

再構築検討費 検討会の開催

(48) 加賀野菜流通 12,072 食べよう学ぼう加賀野菜等推進事業費 2,370千円

加工等促進費 地産地消と食育推進を図るため、

地場農産物を学校給食に積極的に利用

加賀野菜・金沢そだち等の学校給食・保育園給食

への提供とレシピ等の配布

小学生向けに金沢産農産物の教本を配布

加賀野菜等消費拡大事業費 620千円

【重点戦略計画】

加賀野菜の消費拡大をめざし、取扱店や料理提供店と

連携したＰＲイベントなどを開催

加賀野菜等ブランド力向上事業費 6,741千円

ブランド力を高めるため、ＰＲ活動などを実施
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

加賀野菜取扱店登録事業費 2,341千円

ブランド力を高めるため、加賀野菜の販売店や料理店を

取扱店として登録

(49) 加賀野菜等生産 13,920 改 加賀野菜栽培技術継承普及費 450千円

振興対策費 【重点戦略計画】

篤農家の高度な栽培技術を伝承するため、

栽培マニュアルを作成

新 赤ずいき、せり、打木赤皮甘栗かぼちゃ

加賀野菜産地活性化推進費 1,100千円

【重点戦略計画】

加賀野菜の栽培技術の継承と産地の活性化を図るため、

栽培実証圃の設置等を支援

加賀野菜産地生産基盤強化費 12,000千円

加賀野菜の生産拡大と品質向上を図るため、生産・

出荷に必要な施設や機械の導入を支援

加賀野菜優良種苗保存供給事業費 370千円

加賀野菜の絶滅を防ぐため、種苗を収集し、保存すると

ともに、優良種苗を産地へ供給

(50) 農業生産振興 21,084 新 金沢特産果樹生産振興事業費 7,000千円

対策費 ルビーロマンなどの特産果樹のブランド力強化のため、

生産基盤の整備等を支援

金沢むかし野菜継承研究事業費 200千円

かつて金沢で広く栽培されていた伝統的な野菜を

後世に継承するため、産地育成に向けた研究を実施

加賀白菜、伝燈寺里芋

「金沢そだち」産地活性化支援費 12,100千円

すいかやなしの高品質安定生産に必要な機械の導入を支援
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

河北潟農産物ブランド化推進費 240千円

河北潟干拓地における農業の活性化をめざし、周辺

自治体との連携により、農産物のブランド化を推進

河北潟農産物ブランド推進連絡会の開催

農業体験イベントの開催 など

地域農産物づくり協働活動支援費 300千円

【重点戦略計画】

特産物づくりをめざし、生産者が地域の住民や大学等と

協働して行う生産活動や加工品開発等を支援

対象品目 青かぶ、ゆず、花き

金沢特産花き産地強化事業費 270千円

フリージアなど特産品目の生産拡大と品質向上のため、

栽培実証圃を設置

(51) 米生産対策費 24,406 農地集積推進費 15,700千円

大規模農家への農地集積を図るため、「人・農地プラン」

を作成するとともに、農地の出し手に協力金を交付

経営所得安定対策推進費 8,706千円

国の経営所得安定対策の推進に必要な事務費を

金沢市農業活性化協議会へ助成

(52) 農業金融対策費 1,505 農業経営基盤強化資金利子補給費 475千円

農家の経営安定のための資金融資に対する利子補給

利子補給率 年1.0％以内

石川県青果物価格安定資金協会負担金 1,000千円

不測の安値が生じたときの損失補償準備金の一部負担
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(53) 食文化魅力発信 3,500 新 金沢産農産物魅力発信事業費 1,500千円

事業費 【重点戦略計画】

金沢固有の食文化を支えてきた金沢産農産物の魅力を発信

アレルギー等により食事に制限がある方向けの

野菜料理を開発し飲食店に提案

金沢の食文化や食材に関する講演会を開催

新 食のバリアフリー推進事業費〔再掲〕 3,000千円

食物アレルギーをはじめ、ベジタリアンやビーガン等に

対応した店舗情報をWebサイトに掲載

五感で楽しむ金沢の食材ＰＲ事業費 1,400千円

【重点戦略計画】

首都圏や関西圏の有名ホテルにおいて、

金沢産食材のＰＲと販路拡大のため

「五感にごちそうかなざわ月間」を開催

金沢産食材を使用した特別メニューの提供

外国人収穫体験モデル事業費 600千円

農を生かした外国人の誘客に向け、加賀野菜などの

収穫体験等を実施

加賀れんこんの収穫、調理及び試食体験

(54) ６ 次 産 業 化 2,150 農林漁業者等による６次産業化の取り組みに必要な生産施設の

対策費 整備等を支援

新 商品開発への指導・助言を行うアドバイザーを派遣

新 全国の優良事例を紹介するセミナーを開催

(55) 農地等保全向上 124,853 多面的機能支払制度事業費 119,353千円

事業費 農業者による農業用施設の保全活動と地域ぐるみの

農村環境保全活動を支援

環境保全型農業直接支払事業費 5,500千円

環境負荷を軽減する営農活動に取り組む農業者を支援
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(56) 市単土地改良 130,000 改 農作業の効率化及び省力化を図り、継続的な営農活動を行う

事業費 ため、農道や水路、農地の整備に対し助成

新 生産組合が施工する客土を伴うほ場の区画拡大を

助成対象に追加

(57) 医王ダム維持 11,434 監視管理設備保守点検業務委託など

管理費

(58) かんがい排水 7,287 国営造成施設管理体制整備促進事業費負担金

事業費 国営・県営事業で造成した水利施設の管理費に対し助成

(59) 農村環境整備 235,982 農山村連絡農道整備事業費 22,000千円

事業費 田島地区における道路築造を推進

農地整備事業費 22,800千円

県のほ場整備事業にかかる費用を負担

末地区、俵地区

老朽ため池防災整備事業費 9,000千円

防災上、緊急整備を要する老朽ため池の改修を支援

土地改良施設維持管理適正化事業拠出金 2,580千円

公的助成制度を活用した積み立てにより、

本市が管理する排水機場の改修を計画的に実施

二塚排水機場排水ポンプ改修（2020年度施工予定）

二塚排水機場附帯設備改修（2020年度施工予定）

農業水利施設保全合理化事業費 5,920千円

農業水利施設の整備

新 打木地区水利施設 揚水機械設備更新

河原市用水 水管理システム更新

七ヶ用水 水管理システム更新
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

河北潟周辺地区浸水対策費 79,600千円

【重点戦略計画】

河北潟周辺の水害発生地区の浸水対策を強化

新 大浦排水機場 二方向受電設備工事

新 八田排水機場ほか 除塵機改修工事

新 大河端排水機場 排水ポンプ改修工事 など

土地改良施設長寿命化推進支援事業費 250千円

土地改良区が管理する施設を公的助成制度を活用して

計画的に実施する修繕を支援

河北潟沿岸土地改良区

農道橋りょう補修費 40,000千円

高速道路跨道橋補修工事（長寿命化対策）

梨ノ木橋

完 担い手育成畑地帯総合整備事業費 11,000千円

農業用水の安定供給を図るため、下安原地区の

揚水井戸を改修

歴史的用水保全管理費 1,832千円

辰巳用水及び長坂用水の保全管理体制を強化

農道舗装事業費 31,000千円

幹線用排水路浚渫事業費 6,000千円

(60) 地籍調査事業費 10,094 夕日寺地区の測量調査等を実施

(61) 農地利用最適化 6,693 改 農業委員や農地利用最適化推進委員が、地域の実情にあった

推 進 事 業 費 農地の集積及び利用調整等を実施

新 担い手への農地集積を図るため、モデル地区において

集落営農等を推進

新 新規就農者への農地斡旋と営農相談を実施

遊休農地の発生を防止するため、農地バンクを活用し

耕作可能農地の貸借を調整
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(62) 畜 産 振 興 費 229,326 新 食肉流通センターの今後のあり方検討費 2,700千円

施設の老朽化やと畜頭数の減少など、経営環境への影響を

検証し、センターの今後のあり方を検討

食肉流通センター管理運営費 131,520千円

(一社)石川県金沢食肉公社に運営委託

食肉流通センター施設改良費 85,000千円

施設設備の機能向上改良等の修繕を実施

冷凍・冷蔵庫等の冷媒交換（５年計画）

【水産業施策】

(63) 水産業振興費 20,168 新 金沢メギス魅力向上事業費 7,000千円

金沢の海の幸の魅力向上をめざし、「金沢メギス」の

ブランド化を推進

飲食店と連携したキャンペーンの実施

各種イベントでメギス料理を提供

学校給食への食材提供及び小学校出前講座の実施など

改 ホームタウンチーム交流促進費〔再掲〕 7,000千円

市、事業者及びスポーツ関係団体等が連携し、

スポーツを通じた交流を促進

新 金沢メギスを使用したスタジアムグルメの提供

改 金沢の食文化の継承及び振興事業費〔再掲〕 6,600千円

【重点戦略計画】

食文化の継承及び振興をめざし、市民の意識啓発や

国内外への情報発信等を推進

食文化の振興に寄与するイベント等に対し助成

補助率 1/2 限度額 300千円

新 金沢メギスを使用した朝ごはん

プロジェクト など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

市場から発信する金沢の食文化事業費〔再掲〕 1,280千円

新 金沢メギスをテーマとした各種事業を展開

料理講習会及び模擬せり体験会の開催

リーフレットの作成・配布 など

改 金沢の海の幸魅力発信事業費 5,400千円

【重点戦略計画】

金沢固有の食文化を支えてきた金沢の海の幸の魅力を発信

新 大学と連携してレシピを開発し、学生食堂で

試験的に販売

新 各種メディアを活用した観光客向けＰＲ活動の実施

ホームページによる情報発信 など

金沢の海の幸消費拡大事業費 1,490千円

【重点戦略計画】

金沢の水産物の消費拡大をめざし、関係団体と連携した

ＰＲ活動を展開

若年層を対象に魚の食べ方・捌き方教室を開催

小学校出前講座の実施

学校給食への地魚の提供 など

新 水産資源減少対策検討費 600千円

ズワイガニなどの水産資源の減少が流通や飲食業等に

与える影響を検証し、対策を検討

金沢産ドジョウ養殖普及支援費 100千円

金沢産ドジョウを養殖する新規参入者に対し、

養殖池整備にかかる初期投資を支援

補助率 1/2 限度額 100千円

内水面漁業振興事業費 3,460千円

淡水魚及びカジカゴリの放流、地アユの増殖

水産業資金利子補給費 950千円

近代化資金や着業資金に対して利子補給
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【森林再生施策】

(64) 新 森林経営管理制度 24,800 森林経営管理法の施行（2019年４月）に伴い、林業の成長産業化

推進費 と森林資源の適正管理に向けた「森林経営管理制度」を開始

森林を一体的に経営管理する計画の策定を

モデル地区で実施

市民及び森林所有者を対象にシンポジウムや説明会を開催

森林の所有者情報や生育状況等を一元管理するための

システムを構築

森林資源の現地調査や林道及び作業道の調査等を実施

(65) 森林を育てる 92,436 里山管理活動支援事業費 600千円

事業費 地域の森林整備・保全、獣害の防止等を図るため、

地域団体等による里山管理活動を支援

対象活動 雑草木の刈払い・集積・処理、

落ち葉掻き、歩道・作業道の作設 など

対象団体 活動地域の森林所有者を含む３人以上の団体

補 助 率 1/2 限度額 30万円

竹林資源活用事業費 1,000千円

荒廃竹林の資源化をめざし、大学と連携して研究

海岸保安林保全育成事業費 12,500千円

海岸保安林を計画的に再整備し、防風機能の向上を

図るとともに、美しい景観づくりを推進

粟崎やすらぎの林、金石・大野やすらぎの林、

専光寺ふれあいの森

民有林再生支援事業費 58,000千円

森林の公益的機能の向上をめざし、老齢木や荒廃竹林の

伐採などを支援

対象 ふるさとの森づくり協定締結地区の

里山民有林 など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

特産品創出支援費 600千円

特用林産物の生産を奨励し、中山間地域の活性化を促進

加賀野菜と連携して椎茸等をＰＲ

金沢産のぎんなんやサンショウの生産基盤の

整備を支援

金沢林業大学校運営費 12,536千円

次世代の森林施業や林産物生産等を担う実践的な人材を

育成するため、金沢林業大学校を運営

研修期間 ２年間（2019年4月から）

研 修 生 ６期生 10名程度

研修内容 間伐・枝打ちなどの森林管理

林業機械の技能講習 など

金沢林業大学校研修生就業支援費 3,510千円

金沢林業大学校の研修生や修了生に対し、森林管理や

特用林産物の生産に必要な設備等の初期投資を支援

次世代林業経営者育成費 200千円

次世代の林業経営者育成のため、若者向け体験講座

などを実施

金沢市林業振興協議会森づくり推進活動費補助 3,320千円

森づくりの円滑な推進を総合的に企画運営

(66) 森林に親しむ 6,700 金沢の森育推進費 2,200千円

事業費 幼少期から木や森とふれ合う環境や機会を提供し、

木材の利用を促進

「金沢の森育ひろば」イベントを開催

大学と連携し木工体験イベントを開催 など

ふれあいの森整備事業費 2,000千円

森林ボランティア等の活動の機会を提供するほか、

天然林の機能回復整備を実施

金沢北の森、上辰巳いたやの森、宮野の森
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

金沢の森づくり団体活動事業費 2,500千円

森づくりサポートバンク登録者等の活動を支援

(67) 木を活かす事業費 45,200 金沢・木のぬくもり施設整備事業費 10,000千円

学校などの公共施設で金沢産材利用を促進

ぬくもりの教室の整備

新 粟崎小学校図書室、港中学校相談室

ぬくもりの保育室整備

新 光が丘保育所遊戯室

改 金沢産材利用促進費 3,900千円

木材の地産地消を推進するため、金沢産材をＰＲし、

間伐材の利用を促進

新 金沢産材の利活用を研究するワークショップの開催

金沢産材で製作した備品を市施設に設置

金沢産材を使用したＰＲグッズの製作 など

木質エネルギー利用促進事業費 1,300千円

【重点戦略計画】

森林整備を促進するため、木質バイオマスエネルギーの

利用啓発イベント等を実施

木質ペレットストーブ設置費補助〔再掲〕 1,000千円

補助率 1/2 限度額 10万円

木の家づくり奨励事業費 30,000千円

金沢産のスギ柱を使用する木造住宅を新築及び増改築、

購入する市民に対し、奨励金を交付

(68) 地域の絆を強め 6,819 金沢海岸松林再生事業費 4,650千円

る事業費 松くい虫被害が拡大している金沢海岸を美しい松林に

再生する地域住民の取り組みを支援

実施地区 打木、下安原、専光寺、金石、大野、

五郎島、粟崎の各地区
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

市民・ＮＰＯと企業の森推進費 2,000千円

市民、ＮＰＯ等による森づくり活動を促進するため、

森づくり専門員による出前講座等を実施

森づくり市民会議費 169千円

有識者や関係団体等からなる市民会議を開催

(69) 市 営 造 林 費 124,467 市営造林育林施業費 75,000千円

長伐期施業（造林期間80年）への移行を推進

枝打ち､間伐などの保育管理を実施

造林施業管理道整備事業費 16,500千円

新 神山線 開設工

造林契約管理事務費 7,794千円

債務負担

43,000

(70) 森林・林業基盤 138,500 市道瀬領・下谷線整備事業費 100,000千円

整備費 国の交付金を活用し、菅池町～瀬領町の区間を

計画的に整備

法面安定化工 など

県単林道舗装事業費 3,500千円

下出線 舗装改良

県単林道改良事業費 2,000千円

犀鶴線 法面改良

[債務負担 43,000千円]

林道橋りょう補修費 8,000千円

高速道路跨道橋補修工事（長寿命化対策）

新 清水谷橋

林道橋橋梁点検の実施

熊走大橋ほか４橋
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(71) 森林利用促進費 35,298 平栗いこいの森、金沢海辺の林などの維持管理費等

新 粟崎やすらぎの林パークゴルフ場の拡張整備に着手

(72) 森 林 害 虫 等 28,313 改 クマ防除費 4,853千円

防除費 県猟友会金沢支部へ出没調査及び捕獲を委託

新 残雪等で檻が設置できない４月下旬までの間、

捕獲隊による防除活動を実施

改 クマの出没に備え捕獲檻を増設 20 → 24基

クマの目撃情報の多い市街地周辺において、

重点的な警戒パトロールを実施

クマ出没情報メール配信システムの保守管理

クマ出没防止対策費 6,760千円

人里へのクマの出没を防止するため、町会等が実施する

ヤブ刈りや電気柵の設置に対し助成

改 人とクマとのすみ分け推進費 4,500千円

クマによる人身被害を防止するため、人とクマとの

すみ分けを図る環境整備や出前講座等の啓発活動を推進

新 伐採や刈払いなどで緩衝帯を整備

田上町、銚子町 ほか

改 常設檻のクマ捕獲通報装置の増設 ６ → 24基

松くい虫防除費 12,200千円

海岸松林や卯辰山、野田山地区などで伐倒駆除及び薬剤

の樹幹注入による防除を実施

【災害復旧事業ほか】

(73) 農林業施設災害 15,000

復旧費

(74) 市営地方競馬 2,968,085 金沢競馬経営評価委員会の検証結果に基づき、引き続き

事業費 経営改善を推進

（特別会計） 新規ファン開拓に向けたイベントを開催
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【市場事業】

(75) 中央卸売市場 31,000 施設改良費 31,000千円

建設改良費 ７号井戸ポンプの改修

（特別会計） 可動式保冷庫の改修 など

(76) 中央卸売市場 798,709 今後の市場の施設機能等調査費 6,000千円

営業費用 卸売市場法の改正に併せて、今後の市場に必要な

（特別会計） 施設機能や規模等を調査

卸売市場の再整備に向けた検討に着手〔再掲〕 2,500千円

市場の再整備に向けてエリア全体の土地の利活用や

併設する施設の機能等を検討

市場農水産物流通促進費 2,600千円

集荷機能の強化をめざし、産地との連携や

流通する食材の消費拡大に向けたＰＲ等を実施

(一社)金沢市中央市場運営協会補助 63,529千円

場内清掃など

仲卸業者経営基盤強化対策費 1,000千円

専門家による経営改善指導を実施

市場利用対面販売店等支援費 1,000千円

市場から生鮮食料品を仕入れ、対面方式等により販売する

専門小売店舗の出店・増改築等の経費に対し助成

完 金澤市場人「錬成塾」開催費 750千円

卸売業者、仲卸業者等の次代を担う人材を育成

市場から発信する金沢の食文化事業費 1,280千円

新 金沢メギスをテーマとした各種事業を展開

料理講習会及び模擬せり体験会の開催

リーフレットの作成・配布 など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

中央卸売市場広報啓発費 2,400千円

新鮮な魚や加賀野菜など、市場のブランド食材の業界の

ＰＲ活動に対し助成

金沢水産衛生センター運営費 87,447千円

施設・装置の維持管理経費など

(77) 公設花き地方卸 45,283 改 需要開発・販路拡大対策費 1,430千円

売市場営業費用 新 記念花装飾事業費 100千円

（特別会計） 公共施設の開館に合わせ装飾花を設置し、

花きの普及を促進

谷口吉郎・吉生記念金沢建築館

花贈り習慣啓発事業費 200千円

花を贈る習慣を啓発するため、「いい夫婦の日」に

フラワーオブジェを設置

花のオアシス推進費 480千円

公共施設に季節の花を展示し、来訪者に花きの

魅力をＰＲ

業務用花き需要拡大事業費 350千円

生花店向けにフラワーアレンジメント技術向上

講習会を開催

地元産花き需要開発事業費 300千円

需要者のニーズに即した品種を栽培する生産者に

対し、推奨品種苗の購入費を助成

新 親子ミニ門松作り体験会開催費 100千円

小学生と保護者を対象にミニ門松作りの体験会を開催

市場活性化特別対策事業費 3,500千円

優良花き産地の展示品評会を開催し、売れ筋商品の

集出荷を促進
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３．環境部門
（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

環境負荷の少ない社会の形成をめざし、容器包装プラスチック

の収集回数の拡大や食品ロスの削減など、ごみの減量化・資源

化を一層推進するほか、第６期ごみ処理基本計画の策定に取り

組むとともに、次期廃棄物埋立場の整備を完了

【環境保全施策】

( 1) 地 球 温 暖 化 23,050 新 公共施設等ＬＥＤ照明導入調査費 6,000千円

対策費 公共施設等への計画的なＬＥＤ照明の導入について

調査検討

新 節電エコポイント事業費 1,000千円

【重点戦略計画】

家庭における温暖化対策を推進するため、電気使用量の

削減率に応じて、買い物券と交換できるポイント事業を

本格実施

エネルギー使用効率化推進支援費 7,000千円

住宅用蓄電システム

補助率 1/4 限度額 10万円

事業者用デマンドコントロールシステム

補助率 1/4 限度額 20万円

住宅用エネルギーマネジメントシステム(ＨＥＭＳ)

補助率 1/4 限度額 ２万円

住宅用省エネ機器等設置費補助 4,200千円

ハイブリッド給湯器 １台あたり ４万円

エネファーム １台あたり 10万円

地球温暖化対策推進協議会活動費 240千円

市民、事業者、行政の協働により、温暖化対策を推進

かなざわエコフェスタ開催費 2,500千円

温暖化対策やごみの減量化についての意識啓発をめざし、

市民、事業者、行政の協働によるイベントを開催
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

事業者エコ推進費 410千円

環境アドバイザーを派遣し、事業所の省エネ対策や

温暖化対策実行計画の策定をサポート

環境にやさしい買い物普及推進費 800千円

商店街のエコショップマップの作成 など

グリーンカーテン普及啓発費 800千円

小中学校等でゴーヤ、加賀つるまめ、ヘチマ等の

グリーンカーテンを育成し、市民への啓発を推進

( 2) 再生可能エネル 9,600 個人住宅用太陽光パネル設置費補助 6,000千円

ギー導入推進費 通 常 型 １台あたり ５万円

景観配慮型 上乗せ分 ５万円 (計10万円)

バイオマスエネルギー活用推進費 2,600千円

市営造林の間伐で発生した林地残材を西部環境エネルギー

センターで混焼し、バイオマス発電を実施

木質ペレットストーブ設置費補助 1,000千円

補助率 1/2 限度額 10万円

( 3) 環境教育推進費 5,700 親子参加型環境学習推進費 700千円

環境保全への理解を深めるため、親子を対象とした

環境学習を推進

エコライフ推進費 4,000千円

幅広い世代や地域を対象に、地球温暖化対策や廃棄物の

減量化をテーマにした講座を開催

環境教育・環境学習推進費 740千円

グリーンツーリズム・エコツーリズム推進費 260千円

( 4) 自然環境保全 5,370 改 ホタルの里整備事業費 2,500千円

対策費 【重点戦略計画】

新 湯涌温泉玉泉湖においてホタルの里を整備するための

実施設計に着手
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

まちなかホタル生息促進費 370千円

身近にホタルとふれあえるまちづくりを推進

生物多様性保全事業費 320千円

【重点戦略計画】

モデル地域における環境整備や普及啓発活動を支援

絶滅危惧種であるハッタミミズの啓発活動を実施

生物多様性ネットワーク推進費 230千円

【重点戦略計画】

市民ウォッチャーと生物多様性ネットワークとの

相互連携を推進

外来生物駆除対策費 100千円

【重点戦略計画】

外来生物の環境影響調査や駆除を実施

改 カラス対策強化費 1,090千円

新 特殊波動装置による追い払いを実施

( 5) 地盤沈下防止 3,955 新 第３期地下水保全計画を策定

対策費 地盤沈下観測体制の見直しや地下水以外の

水源の利活用を推進

計画期間 2019年度～2024年度

( 6) 公害防止対策費 55,808 大気汚染悪臭・水質汚濁防止対策費 48,537千円

大気汚染及び水質汚濁の状況を常時監視するほか、

有害大気汚染物質や土壌・地下水汚染などを調査

騒音・振動対策費 3,686千円

新幹線鉄道騒音・振動調査、環境調査及び規制指導など

ダイオキシン類対策費 2,035千円

常時監視や特定施設への監視指導を実施

河北潟等水質浄化推進費 1,550千円

浄化槽設置費補助や水質浄化指導者研修会の開催など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

( 7) 環境保全推進費 545 いいね金沢環境活動賞表彰費 220千円

地球温暖化対策や自然環境保全、地域の環境美化などに

功績のある市民や団体などを表彰

【ごみ減量化対策】

( 8) 新 第６期ごみ処理 3,000 ごみ組成調査に基づき、第６期ごみ処理基本計画を策定

基本計画策定費 【重点戦略計画】

( 9) ごみ減量化・ 330,178 家庭ごみ減量化推進費 240,461千円

資源化推進費 【重点戦略計画】

改 指定ごみ袋製造・販売費 229,500千円

指定ごみ袋の製造・販売等を委託

新 指定ごみ袋及び外袋の文字色を

サイズ別に色分け

ごみステーション充実費 10,800千円

ごみステーション器材設置費に対し助成

補助率 1/2 限度額 10万円

改 貸出用監視カメラの貸与期間を延長

貸与期間 ３か月 → ６か月

ごみ分別促進アプリ運用費 161千円

ごみの適正排出に向けたアプリの活用を通じて、

ごみの分別を促進

古紙集団回収推進費 28,128千円

【重点戦略計画】

雑がみ等回収促進費 8,000千円

完 雑がみ回収促進袋を配布し、古紙の集団回収を促進

古紙集団回収奨励金 18,800千円

古紙のリサイクルを推進するため、

集団回収に対する奨励金を交付

古紙回収保管庫設置費に対し助成 1,000千円

補助率 1/2 限度額10万円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

ごみ再生資源対策推進費 46,869千円

【重点戦略計画】

資源回収奨励金 40,000千円

アルミ缶等の資源回収を促進するため、

奨励金を交付

生ごみ等減量推進費 14,720千円

【重点戦略計画】

改 生ごみ堆肥化推進費 8,920千円

生ごみの堆肥化を推進するため、市民や

事業者等との協働によるリサイクルシステムを構築

新 市民や地域団体への家庭用生ごみ処理機

貸出制度を創設

改 家庭用生ごみ処理機購入費の補助限度額を

引き上げ

１台あたり ３万円 → ４万円

改 食品ロス対策費 5,800千円

廃棄される食品の減少をめざし、

市民や事業者と協働で食品ロス削減を推進

新 飲食店等によるフードシェアリング事業を

モデル実施

改 フードドライブ受付窓口を新たに泉野・元町

福祉健康センターに設置

(10) ごみ適正管理・ 13,356 指定廃棄物適正処理推進費 4,150千円

適正処理促進費 ＰＣＢ廃棄物の適正処理に向けた指導を強化

改 事業系廃棄物資源化推進事業費 200千円

事業者への排出指導等を通して、事業系ごみの減量化・

資源化を推進

新 減量化計画書の作成を中小企業等に拡大

新 オフィスペーパーリサイクルを促進

新 生ごみ排出実態調査を実施し、減量化策を検討
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

改 優良産廃処理事業者活用推進費 300千円

【重点戦略計画】

新 民間主導によるリサイクル体制の構築をめざし、

産業廃棄物処理の実地確認を実施

(11) ご み 収 集 費 2,584,000 改 定期ごみ収集費 1,096,941千円

新 容器包装プラスチックの収集回数を拡大

2019年４月から第５週目の容器包装プラスチックの

収集を開始

要援護者ごみ出しサポート事業費 35,000千円

ごみ出しが困難な世帯を対象に、

ごみ出しサポート事業を実施

対象 次のいずれかの条件に該当する方で、

単身又は親族や近隣者等の協力が

得られない世帯

要介護１以上

身体障害者手帳４級以上

精神障害者保健福祉手帳２級以上

療育手帳Ｂ１以上

収集業務委託費 969,314千円

【重点戦略計画】

改 業務の民間委託化を拡大

清掃車両購入費 40,580千円

臨時ごみ収集費 54,228千円

改 ごみ収集管理センター費 46,220千円

新 ごみ収集管理システムを導入し、ごみ収集ルートの管理を

効率化
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

リサイクルプラザ費 370,961千円

戸室リサイクルプラザ運営費 230,098千円

戸室リサイクルプラザ３Ｒ教室や、

親子で作るリサイクル工作教室の開催など

西部・東部リサイクルプラザ運営費 140,863千円

債務負担

99,000

(12) 清掃施設整備 1,764,696 新 可動式木くず破砕機更新費 [債務負担 99,000千円]

運 営 費

西部環境エネルギーセンター整備運営費 440,927千円

東部環境エネルギーセンター整備運営費 251,660千円

戸室新保埋立場整備運営費 225,266千円

浸出液処理施設整備運営費 137,559千円

(13) し尿処理施設 58,316 西部衛生センター整備運営費

整 備 運 営 費

(14) 清掃施設建設費 1,749,659 完 次期廃棄物埋立場建設事業費 1,578,617千円

【重点戦略計画】

浸出水調整槽築造・送水管布設工事等を推進

新 計量棟・倉庫棟・受付棟建設工事等に着手

全体計画 2004年度～2019年度

総事業費 11,200,000千円

整 備 地 中山町、戸室新保地内（約54ha）

開設予定 2020年10月

廃棄物処理施設整備積立基金積立金 140,400千円

将来の廃棄物処理施設の整備に備え、

事業系廃棄物処理手数料の改定差額分（2018年２月改定）

を基金に積立
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４．市民、福祉、保健、病院部門
（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

地域コミュニティの醸成・充実をめざし、市民活動サポートセン

ターの機能強化を図るとともに、町会や地域団体等への施策を拡

充するなど、地域コミュニティ活性化推進計画の実践に取り組む

ほか、市民協働によるまちづくりや女性及び学生が活躍できる社

会づくりを推進

【地域コミュニティ活性化施策】

( 1) 市 民 活 動 23,933 地域団体や市民活動団体の活動を支援するための各種事業を展開

サポートセンター 新 地域団体等連携モデル事業の実施

運営費 【重点戦略計画】

【重点戦略計画】 地域団体等の連携強化に向けた運営体制づくりを

モデル校下で実施

地域団体等の活動の現状や課題等の検証

先進事例の研究調査 など

新 地域課題解決モデル事業の実施

【重点戦略計画】

地域団体と市民活動団体が連携し、地域における

課題を解決するためのモデル事業を実施

改 研修事業の充実

地域活動を支える担い手の育成を強化するため、

研修回数を拡大 ８回 → 16回

コミュニティ相談窓口の設置

町会連合会のコミュニティアドバイザーを配置し、

町会の加入促進や活性化に関する相談に対応

かなざわコミュニティ・コーディネーターの育成

協働のまちづくりを推進するため、地域課題の

解決や市民協働を促すコーディネーターを派遣
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

協働と交流のつどいの開催

市民協働の担い手となる地域団体や市民団体の

交流を促進するため、活動内容を紹介する

イベントを開催

期日 2019年10月予定

会場 庁舎前広場

その他、運営会議の開催、外部アドバイザーの派遣 など

( 2) 地域コミュニティ 130,020 新 町会加入促進費 1,000千円

活性化推進費 市民課窓口等で加入連絡票を配布し、転入者の

町会加入を促進

町会加入案内ブースを市民課窓口に開設

開設時期 ３月下旬から４月上旬（予定）

不動産関連団体等を対象に研修会を開催

改 地域コミュニティＩＣＴ活用促進事業費 7,700千円

【重点戦略計画】

地域における情報の共有と発信、若者の町会加入を

促進するため、ＩＣＴを活用した町会等の活動を支援

新 地域活動発信アプリの導入やホームページの

開設費に対し助成

対象団体 校下（地区）町会連合会

補助率 2/3

限度額 500千円

各町会にＩＣＴ化推進員を派遣

地域コミュニティ運営体制支援事業費 300千円

地域団体等で構成する会議を設置し、地域コミュニティの

醸成・充実策の実施状況を検証
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

地域コミュニティ活性化事業費 24,000千円

コミュニティ活性化プラン策定事業補助

コミュニティの将来像や目標を設定した

活性化プランの策定に対し支援

補助率 3/4 限度額 750千円

特別事業補助

町会等が実施するプランに基づく活性化事業に

対し支援

補助率 3/4 限度額 500千円

一般事業補助

各町会等が実施する町会への加入促進や

住民交流などの活性化事業に対し支援

補助率 3/4 限度額 300千円

コミュニティセンター建設費補助 45,700千円

新築２館、修繕６館

コミュニティ活動支援費 7,300千円

町会等が行うコミュニティ活動に必要な用具等の購入や

修繕に対し助成

改 旧町名復活事業費 16,790千円

新 観音町１丁目、２丁目及び３丁目の復活を支援

新 金石新町、金石今町及び金石海禅寺町の復活を支援

新 金石地区第３期復活を推進する町会に対し説明会を開催

新 旧町名復活の経緯等を示した銘板を設置

旧町名エリア地図を活用した「まち散策」の開催

パンフレットの作成や出前講座の開催 など

町会連合会運営費補助 21,390千円

地域コミュニティの醸成や組織活性化の事業を支援

町会連絡事業費 3,900千円

各校下（地区）町会連合会を通じ、市民に周知する

必要性の高いチラシ・パンフレット等を班回覧
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 木造建築物密集地域防災対策支援事業費〔再掲〕 2,800千円

木造建築物密集地域における町会による共同消火器の

設置を支援

補助率 2/3 限度額 20千円/本

新 地域コミュニティ国際交流モデル事業費〔再掲〕 1,000千円

【重点戦略計画】

大学や地域と連携し、留学生など外国人住民と

地域コミュニティとの交流促進に向けたモデル事業を実施

( 3) 地域コミュニティ 610,000 指定ごみ袋の販売収入の使途を明確にするため、収入の全額を

活 性 化 基 金 地域コミュニティ活性化基金に積み立て、指定ごみ袋の製造・

積 立 金 販売等に要する費用に充てるとともに、地域コミュニティ活性化

推進計画に基づく新規及び拡充事業に要する費用に充当

【市民協働推進施策】

( 4) 市民協働推進費 24,999 新 次期協働推進計画策定準備費 300千円

市民や町会などの地域団体、ＮＰＯ等との協働を

より一層推進するための計画の更新準備に着手

地域団体やＮＰＯ等の活動や課題等を調査 など

計画期間 2021年度～2025年度

協働のまちづくりチャレンジ事業費 5,000千円

【重点戦略計画】

ＮＰＯや学生、地域団体などを対象に、市と協働で

取り組むまちづくり企画案を公募し、優れた企画を

行政との協働により実現

市民協働推進費 400千円

協働をすすめる市民会議の開催 など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

グッドマナー推進費 2,600千円

新 グッドマナーこども会議の開催

小中学生が市長や議長とマナーについて討論

金沢駅周辺等の美化活動を展開

マナー啓発看板を作成し、設置を要望する町会へ貸与

グッドマナー宣言団体の活動に対し支援 など

改 快適で美しいまちづくり推進費 16,425千円

ぽい捨て等の防止や路上喫煙等の制限により、市民が

快適に暮らすことができる美しいまちづくりを推進

新 快適で美しいまちづくり指導強化費

ぽい捨て等防止重点区域拡大に伴う

指導体制の強化

啓発指導員の巡回、良好な生活環境づくりに向けた

市民運動への支援 など

新 地域福祉ボランティア促進事業費〔再掲〕 2,800千円

【重点戦略計画】

地域における福祉活動を促進するため、ボランティア

活動に応じてポイントを付与する事業を実施

新 かなざわユースプロジェクト推進事業費〔再掲〕 1,000千円

若手リーダーが自主的に地域活動へ参加する

モデル事業を実施

新 看護学生応急救護活動費〔再掲〕 1,000千円

大規模災害に備え看護学生と連携した救護体制を構築

災害時 医療救護所でボランティア活動を実践

平常時 応急手当普及員の資格を取得し、

普通救命講習会で指導

コミュニティ防災士育成強化費〔再掲〕 2,780千円

地域防災力を高めるため、リーダーとなるコミュニティ

防災士を計画的に育成

新 コミュニティ防災士と連携し出前講座を実施
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

地域連携家庭教育支援費〔再掲〕 16,600千円

【重点戦略計画】

地域ぐるみでの家庭教育を支援するため、

地域・家庭・学校が連携した活動を推進

地域学校協働活動の拡大

地域住民が主体となって地域の特性を

生かした子供を育む活動を展開

改 実施校区 31校区 → 42校区

新 ボランティアセンター機能強化費〔再掲〕 3,200千円

福祉ボランティアコーディネーターを配置し、地域の

ニーズに応じたコーディネートを実施するとともに、

新たな担い手の発掘や育成を強化

金沢ボランティア大学校費〔再掲〕 27,689千円

ボランティア養成のための講座を開催

国際交流、文化、観光、環境など全８コース280人

【学生のまち金沢推進施策】

( 5) 学生のまち金沢 20,569 「学生のまち金沢」ブランド向上プロジェクト事業費

推進費 580千円

【重点戦略計画】

金沢まちづくり学生会議やかなざわ娘が中心となって、

「学生のまち金沢」のブランド力を向上

企業と連携して商品開発に取り組み、

金沢の伝統工芸の魅力を発信

歴史的空間再編学生コンペティション2019開催費

2,000千円

【重点戦略計画】

金沢学生のまち市民交流館等を会場に

「建築・空間」をテーマにしたコンテストを開催
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

学生のまち金沢推進体制運営事業費 1,430千円

学生のまちを総合的に推進する団体や

市と協働で推進する学生組織などの運営費

学生等雪かきボランティア事業費 600千円

【重点戦略計画】

地域の除雪を学生等が支援

金沢まちづくり学生会議事業費 2,500千円

【重点戦略計画】

新 学生のまち推進フォーラムの開催

金沢学生のまち市民交流館運営費 13,459千円

運営会議の開催、コーディネーターの配置、

学生、市民による自主的なまちづくり活動への支援など

【 市 民 生 活 対 策 】

( 6) 市民生活対策費 31,133 新 消費生活相談体制強化事業費 100千円

複雑化、高度化する相談に対応するため、市職員による

相談員養成講座の受講や研修会の参加などを通して、

相談体制を強化

高齢消費者被害防止事業費 300千円

悪質な電話勧誘等に抑止効果の高い通話録音装置を

単身高齢者等に貸し出し、詐欺被害を未然に防止

消費生活啓発活動費 1,056千円

消費者被害防止のための啓発事業を実施

改 消費者教育推進費 1,600千円

高齢者等を対象とした消費生活セミナーを開催し、

実践的な消費者教育を推進

新 成年年齢の引き下げを見据え、中学生を対象に

消費者教育セミナーを開催
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

消費生活安定対策費 17,637千円

消費生活相談、消費者団体研修啓発など

生活相談費〔再掲〕 13,733千円

行政相談、法律相談 など

計量取締事務費 1,028千円

多重債務問題対策費 663千円

多重債務者の生活再建相談などを実施

犯罪被害者等見舞金 400千円

犯罪行為により、不慮の死を遂げた市民の遺族又は

傷害を受けた市民に対して見舞金を支給

遺族見舞金 300千円

傷害見舞金 100千円

( 7) 人権擁護対策費 6,003 金沢市人権教育・啓発行動計画（2013～2022年度）の普及啓発

人権啓発出前講座の開催、人権問題講演会の開催など

( 8) 男女共同参画社 4,238 新 家事シェアプロジェクト事業費 850千円

会づくり推進費 男性の家事や育児等への参画をテーマとした

講演会等を開催

地域女性リーダー育成事業費 700千円

地域活動を担う女性リーダーを育成するための

セミナーを開催

男女共同参画社会づくり推進事業費 2,688千円

男女共同参画出前講座等の開催

男女共同参画情報誌「るうぷ」の発行など

-123-



（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

( 9) 女性活躍推進費 5,400 改 かなざわ輝く女性活躍推進事業費 2,000千円

新 「かなざわ女性活躍推進会議」と共同で、女性活躍の

取組事例集を作成

女性の働き方等に関する情報をウェブサイトに掲載

改 金沢市女性活躍加速化プロジェクト事業費 3,400千円

【重点戦略計画】

女性が活躍できる環境づくりを加速するため、

業界団体等と連携して、団体のニーズに応じた

啓発事業を実施

新 女性活躍に向けた実践的かつ具体的な取組手法に

ついて、金沢青年会議所と共同で研究

社会保険労務士等のアドバイザーを派遣

新 若者・女性起業家コミュニティ形成促進事業費〔再掲〕

22,100千円

【重点戦略計画】

価値創造拠点のコミュニティ形成につながるネットワークの

構築に向けて、若者や女性起業家の活動を支援

起業支援プロジェクト「はたらこう課」

若手起業家等の活動をデータベース化し発信

起業チャレンジ若者支援事業

対 象 者 本市において、起業を予定している者

及び起業して１年未満の者

対象業種 小売業、飲食業、理容業、美容業

対象区域 市内商店街

支援内容 開業奨励金 限度額500千円

家賃助成 １年目2/3 限度額1,400千円

２年目1/2 限度額1,000千円

「かなざわ起業女子きらめきプロジェクト」の推進

女性起業家養成プログラムを実施

起業実践アドバイザーの派遣
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 金沢版働き方改革普及啓発プロジェクト推進費〔再掲〕

2,200千円

【重点戦略計画】

金沢版働き方改革の普及啓発を官民連携で推進

先進企業の多様な働き方や業務改善等の取組を研究

かなざわ働き方改革のススメの作成

はたらく人にやさしい事業所を表彰

新 働きやすい職場環境づくりアドバイザー派遣事業費〔再掲〕

500千円

働きやすい職場環境づくりに取り組む企業に

アドバイザーを派遣

(10) 女性相談支援費 12,886 配偶者暴力被害者の保護や安全確保から自立支援までを

総合的に支援

ＤＶ被害者自立支援者養成プログラムの実施、

ＤＶ被害者の緊急安全場所の確保、

ＤＶ相談、ＤＶ防止シンポジウムの開催など

(11) 女性センター 21,578 女性のエンパワーメント支援推進費 770千円

運営費 女性の活躍を促進するための支援講座や、

男性も含めたライフプランづくりなど各種講座を開催

講演会やワークショップ等を開催し、男女共同参画に

関する市民活動を促進

(12) 近 江 町 交 流 86,041 市民学習コーディネート事業費 180千円

プラザ費 市民が気軽に参加できる学習・運動プログラムを

利用者グループが企画実施

近江町にぎわいネットワーク事業費 600千円

商店街等と連携した食育の啓発や市民交流イベントを開催
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【ちびっこ広場】

ペンギン親子教室開催費 90千円

親と子のつながり、子育て中の親同士のイク（育）友

づくりを促進するための親子教室を開催

学生子育て支援事業費 70千円

保育等を学ぶ学生による親子ふれあい事業を開催

【食育広場】

金沢食育キッズマイスター育成費 1,800千円

修了者を金沢食育キッズマイスターに認定し、学んだ

知識や技術の伝達を通じて食育を推進

「伝統的な食文化」普及推進費 400千円

食育推進月間（６月）に合わせて、金沢の食材や

伝統工芸の食器を用いた料理教室や講演会を開催

(13) 金沢ボランティア 27,689 ボランティア養成のための講座を開催

大学校費 国際交流、文化、観光、環境など全８コース280人

(14) 戸籍住民基本 983,671 個人番号カード交付事務費 111,640千円

台 帳 費 個人番号カードの申請受付及び交付事務を実施

証明書コンビニ交付サービス費 10,958千円

全国のコンビニエンスストア等で個人番号カードを

利用した証明書交付サービスを実施

交付証明書 住民票、印鑑証明 6:30～23:00

戸籍、戸籍附票 9:00～17:45※

（※本庁開庁時間のみ）

住民票等自動交付システム運用費 28,560千円

戸籍住民基本台帳関係電子計算運用費 26,618千円

広域窓口サービスや郵便局窓口サービスなど
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(15) 国民年金事務費 64,694 基礎年金事務費など

(16) 環境衛生施設費 441,165 野田山墓地整備事業費 3,000千円

緊急修繕工事 など

野田山墓地無縁改葬事業費 1,700千円

危険墓石の撤去

内川墓地整備事業費 3,300千円

緊急修繕工事 など

奥卯辰山墓地公園整備事業費 800千円

緊急修繕工事 など

斎場管理運営費 340,730千円
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

子供の貧困対策の強化や幼児教育・保育の充実を図るなど、

未来を担う子供への施策を拡充するとともに、福祉局に

「こども未来部」を新設し、総合的な推進体制の強化を図る

ほか、支えあう地域福祉活動の実施や、高齢者及び障害の

ある方への支援を推進

【児童福祉施策】

(17) 子どもの貧困 20,910 新 子どもの相談支援体制充実費 7,200千円

対策費 【重点戦略計画】

子どもソーシャルワーカーを配置し、支援が必要な

子どもの早期発見と相談体制を充実

新 子どもの学習総合支援事業費 12,630千円

【重点戦略計画】

貧困の連鎖を防ぐため、ひとり親や生活保護などの

貧困等世帯向けに、小学生から高校生までを対象とした

学習支援を総合的に実施

（拠点型）

地域団体等による小学生向けの学習支援を通じた

居場所づくり活動に対し助成

助成額 上限200千円

松ヶ枝福祉館で大学生ボランティアによる

中学生、高校生を対象とした学習支援を実施

（派遣型）

拠点型への参加が困難な世帯を対象に、

学習支援を実施

改 児童家庭相談支援庁内連携推進費 1,080千円

【重点戦略計画】

新 子どもの貧困対策基本計画の普及啓発と、

子どもの貧困への理解を促すため、市民説明会を開催
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

児童扶養手当〔再掲〕 1,827,000千円

児童を養育し、所得が一定未満のひとり親家庭又は

養育者に対して支給

改 2019年４月分から支給額を引き上げ（国基準改正）

改 法改正に伴う支給回数の拡大

年３回 → 年６回

（2019年度は移行年度のため年５回）

児童クラブ運営費〔再掲〕 10,000千円

改 ひとり親家庭の児童クラブ保護者負担軽減額に

対する助成を拡大

高等職業訓練促進費〔再掲〕 45,100千円

資格取得に向けて、１年以上養成機関で修学する

ひとり親家庭の親に対し給付金を支給

改 支給期間 上限 ３年 → ４年

改 最終１年間の支給額を増額

乳児期予防接種助成費〔再掲〕 60千円

ひとり親家庭の０歳児を対象に、

インフルエンザの予防接種費を助成

改 幼児期予防接種助成費〔再掲〕 4,500千円

ひとり親家庭の１～６歳児を対象に、

インフルエンザ等の予防接種費を助成

インフルエンザ 助成額 年１回 （全額）

新 おたふくかぜ 助成額 １回のみ（全額）

改 育英奨学資金事業費〔再掲〕 24,910千円

新 金沢マラソンチャリティーランナー枠寄附金を活用し、

文化活動及びスポーツ活動に熱心に取り組む

低所得家庭の高校生に対し奨学金を支給

学業優秀で低所得家庭の高校生に対し奨学金を支給

東日本大震災で被災し、市内に避難している生徒に

特例支給
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(18) 保育所等運営費 14,334,522 新 2019年10月から保育料の無償化を実施

対象児童 ３歳以上(１号認定及び２号認定)の児童

３歳未満(３号認定)で市民税非課税世帯の児童

保育料（無償化分を除く）を21年連続で据置

（市費持ち出し額 1,377,468千円）

子育て支援の充実や市民生活への影響に配慮し、

保育料を据置

市立保育所 （13か所 定員 1,223人）

私立保育所 （34か所 定員 3,386人）

県立認定こども園 （ 1か所 定員 99人）

認定こども園（保育所型） （18か所 定員 2,289人）

認定こども園（幼保連携型）（52か所 定員 6,458人）

認定こども園（幼稚園型） （ 8か所 定員 1,237人）

定員増 ４か所 679人（くりのき保育園の新設 など）

改 保育士等の処遇改善に対し加算

保育利用支援事業費 5,026千円

【重点戦略計画】

保育所等への入所の斡旋や調整等を行う

保育利用支援員を配置

新 大型連休臨時保育費（市立） 1,300千円

大型連休中における保育需要に対応するため、すべての

市立保育所（13保育所）を臨時的に開所

開所期間 4月30日～5月2日

新 私立保育所等大型連休臨時保育費補助〔再掲〕

3,100千円

大型連休中における保育需要に対応するため、

臨時的に開所した保育所等を支援

対象期間 4月30日～5月2日
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

改 保育所安全対策充実費（市立） 3,900千円

防犯・安全対策整備を計画的に実施

新 保護者緊急連絡システムの導入

完 保育所安全推進事業費（市立） 1,000千円

児童の安全・安心を確保するため、防災設備や備品を

計画的に更新

新 保育所フッ化物洗口推進費（市立） 500千円

児童の歯と口の健康づくりに向けて、すべての

市立保育所（13保育所）でフッ化物洗口を実施

対象児童 ４～５歳児で保護者の同意が

得られた児童

新 私立保育所等フッ化物洗口推進費補助〔再掲〕 600千円

児童の歯と口の健康づくりに向けて、

フッ化物洗口を実施した保育所等を支援

実費徴収補足給付事業費（市立） 200千円

生活保護世帯を対象に教材費・行事費等の一部を支給

保育人材確保事業費 500千円

【重点戦略計画】

学生向けの保育所見学会や保育士の交流の場となる

チャイルドケアワーカーカフェを開催

保育所等事務費 8,400千円

私立保育所等に入所事務等を委託

(19) 私立保育所等 1,160,700 新 保育士働き方改革推進費補助 15,000千円

運営費補助 保育士への負担軽減を図るため、清掃や配膳などの

業務補助者を配置した保育所等を支援

対 象 者 ４月１日以降に新たに雇用された

保育士資格を有しない者

補 助 額 月額90,000円

終 期 2022年度末
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 保育士宿舎借り上げ費補助 5,000千円

保育士の就業の継続と離職の防止を図るため、

保育士用の宿舎を借り上げた保育所等を支援

対 象 者 採用後５年以内の者

対象経費 施設設置者が契約する

賃借料、礼金、更新手数料等

補 助 率 ３／４

限 度 額 月額82,000円

終 期 2022年度末

新 私立保育所等フッ化物洗口推進費補助 600千円

児童の歯と口の健康づくりに向けて、

フッ化物洗口を実施した保育所等を支援

対象経費 フッ化物洗口に必要な消耗品費

補 助 率 １／２

限 度 額 70,000円

補助期間 １施設あたり２年間限り

保育士処遇改善費補助 370,000千円

保育環境の充実や保育士の負担軽減を図るため、

保育士を配置した保育所等を支援

運営費補助 650,100千円

通常保育にかかる運営費補助

保育士等定数改善費

調理員定数改善費

統合保育費

産休等代替職員費

夜間保育従事者確保費

就学前保育充実費補助 58,000千円

小学校入学を控えた５歳児の保育体制の充実を図る

ため、配置基準を上回る25:１の保育士等を配置した

保育所等を支援
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

いつでも入所対応保育士等配置支援費補助 45,000千円

年度途中の入所に対応するため、配置基準を超える

保育士等を雇用した保育所等を支援

職員感染症予防対策費補助 17,000千円

(20) 私立保育所等 405,250 病児一時保育費補助 136,350千円

特別事業費補助 保護者に代わり看護や一時預かりを実施

病児対応型 114,500千円

実施箇所 ８か所

体調不良児対応型 21,850千円

実施箇所 ５か所（保育所等の医務室）

新 今後の病児保育のあり方検討費 1,000千円

保護者の負担軽減等を図るため、今後の病児保育の

あり方を検討するほか、訪問型病後児保育をモデル的に

実施

新 認可外保育施設利用給付費 6,000千円

2019年10月からの幼児教育・保育の無償化に伴い、

認可外保育施設の保育料を助成

対象施設 事業所内保育施設等

対象児童 保育の必要性の認定を受けた児童

（３歳未満は市民税非課税世帯のみ）

限 度 額 月額37,000円（３歳以上）

月額42,000円（３歳未満）

幼稚園多機能化推進費 11,300千円

認定こども園に移行する幼稚園の多機能化を支援

完 在園児に対する保育料の負担軽減
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

特別事業促進補助 196,300千円

特別保育にかかる事業促進補助

延長保育費

一時預かり費（幼稚園型）

一時預かり費（一般型）

年末保育費

休日保育費

地域活動費

新 大型連休臨時保育費

大型連休中における保育需要に対応する

ため、臨時的に開所した保育所等を支援

対象期間 4月30日～5月2日

在宅育児家庭通園保育モデル事業費補助 300千円

認定こども園等において、３歳未満児を持つ在宅育児

家庭を対象に、通園に準じた保育サービスを実施

地域子育て支援センター事業費補助 42,100千円

子育て家庭の育児相談など地域における子育てを支援

実施箇所 ６か所

金沢子育て夢ステーション事業費 11,000千円

保育所等で妊産婦や親子向けの育児相談などを実施

地域子育て支援事業

補 助 率 2/3

限 度 額 100千円（月３回以上200千円）

実施箇所 86か所

保育教諭資格取得促進事業費補助

保育士資格取得等支援 200千円

幼保連携型認定こども園で幼稚園教諭免許状を

有する者の保育士資格取得等を支援

幼稚園教諭免許状取得等支援〔再掲〕 1,000千円

幼保連携型認定こども園で保育士資格を有する者の

幼稚園教諭免許状取得等を支援
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

実費徴収補足給付事業費（私立） 700千円

生活保護世帯を対象に給食費、教材費・行事費等の

一部を支給

(21) 私立保育所等 591,370 私立保育所等施設整備費補助 581,000千円

施設整備費 保育環境の充実をめざし、施設の増改築等を支援

増改築 第一善隣館保育所、光こども園

改 築 聖霊こども園

私立保育所等改修費補助等 10,370千円

施設改修費や施設整備資金借入金利子償還費等への支援

補助率2/3（市条例の面積基準等を満たす場合3/4）

(22) 新 幼児教育推進 2,600 幼稚園及び保育所等と小学校の連携や、幼稚園教諭及び保育士

体制充実費 の研修の充実を図るための幼児教育センター（仮称）の開設に

【重点戦略計画】 向けた準備に着手

幼児教育センター開設準備室の設置

設立準備検討会の開催

幼児教育に係る研修・相談体制の検討

アプローチカリキュラムの策定 など

(23) 私 学 振 興 費 698,546 新 私立幼稚園無償化事業費 425,700千円

2019年10月からの幼児教育・保育の無償化に伴い、

保護者が負担する私立幼稚園の保育料等を助成

対象児童 ３歳以上の児童

対象施設 30施設

限 度 額 月額25,700円

完 私立幼稚園就園奨励費 187,500千円

幼児教育・保育の無償化に伴い、

2019年10月から新制度へ移行

-135-



(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 私立幼稚園預かり保育利用給付費 4,800千円

2019年10月からの幼児教育・保育の無償化に伴い、

幼稚園の預かり保育料を助成

対象児童 ３歳以上の保育の必要性の認定を

受けた児童

限 度 額 月額11,300円

月額16,300円(非課税世帯で満３歳に

なった後の最初の3月31日

までの間にある児童）

私立幼稚園預かり保育運営費補助 3,600千円

長期の休業日、土・日曜の休業日や平日の教育時間外に

園児を預かる幼稚園に対し助成

私立幼稚園施設整備費補助 1,000千円

私立幼稚園運営費補助 69,840千円

運営費、健康診断費、障害児運営費など

完 幼稚園・認定こども園利用者負担軽減支援事業費

1,000千円

子ども・子育て支援新制度に移行した幼稚園が実施する

在園児に対する保育料の負担軽減を支援

保育教諭資格取得促進事業費補助

幼稚園教諭免許状取得等支援 1,000千円

幼保連携型認定こども園で保育士資格を有する者の

幼稚園教諭免許状取得等を支援

保育士資格取得等支援〔再掲〕 200千円

幼保連携型認定こども園で幼稚園教諭免許状を

有する者の保育士資格取得等を支援

私立幼稚園金沢子育て夢ステーション事業費 2,300千円

幼稚園で親子向けの育児相談、育児講座などを実施

幼稚園就園奨励システム管理費 1,806千円
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【少子化対策】

(24) 少子化対策費 216,676 新 次期かなざわ子育て夢プラン策定費 9,600千円

【重点戦略計画】

次期のかなざわ子育て夢プラン及び

子ども・子育て支援事業計画を策定

計画期間 2020年度～2024年度

子育て支援アプリ広域化推進費 916千円

【重点戦略計画】

子育て世代に情報を提供する子育てアプリを

石川中央都市圏域で運用

一時預かり事業費 11,277千円

中村町保育所の旧子育てセンターを活用し、

未就学児の一時預かりを実施（定員 10名程度）

駅西地区において、民間施設を活用し、

未就学児の一時預かりを実施（定員 10名程度）

かなざわ子育てすまいるクーポン支給費 26,371千円

親子のふれあいを支援する「お出かけクーポン」と

子育てサービスの利用者負担を軽減する

「おためしクーポン」などを交付

対 象 小学校就学前の子の保護者

お出かけクーポン（親子のふれあい支援）

利用券 文教施設 ５枚

スポーツ施設 40枚

ふらっとバス 10枚

県立５施設 各１枚

（いしかわ動物園など）

公衆浴場 ５枚

おためしクーポン（子育てにかかる負担軽減）

利用券 一時預かり等 35枚

絵本交換クーポン（１冊） １枚
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

ファミリーサポートセンター運営費 8,667千円

保育所等の送迎や保護者の病気、買い物等の際の

一時預かり、病後児の一時預かりを実施

金沢駅こどもらんど運営費 6,768千円

親子で遊び、集い、子育て相談ができる場を提供

金沢こども広場運営費 13,063千円

乳幼児とその親を対象に子育て相談や講習会などを開催

教育プラザ富樫、近江町交流プラザ、

泉野・元町・駅西福祉健康センター、

金沢21世紀美術館

子育て支援総合コーディネート事業費 6,715千円

教育プラザ富樫と城北児童会館等に相談窓口を開設

子育て支援医療助成費〔再掲〕 1,231,843千円

子育てにかかる経済的負担を軽減するため、子どもの

医療費に対し助成

対 象 中学生まで

助成方法 現物給付

改 対象に接骨院、整骨院、鍼灸院を追加

（2019年10月開始）

自己負担額 入院 １医療機関につき1,000円／月

通院 １医療機関につき 500円／日

児童手当〔再掲〕 7,078,700千円

中学校修了前の児童の養育者に対して支給

３歳未満児 １人につき 月額 15,000円

３歳以上～小学校修了前

第１子・第２子 １人につき 月額 10,000円

第３子以降 １人につき 月額 15,000円

中学生 １人につき 月額 10,000円

所得制限超世帯 １人につき 月額 5,000円

対象児童数 54,555人（延657,458人）
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

乳児期予防接種助成費〔再掲〕 1,500千円

０歳児を対象にロタウイルス等の予防接種費の一部を助成

対 象 ロタウイルス、インフルエンザの選択制

助成額 年１回 1,000円

生活保護受給者に対し予防接種費の

全額を助成

子どもの貧困対策の取組として、ひとり親家庭の

０歳児を対象に、インフルエンザ予防接種費を助成

助成額 年１回（全額）

幼児期予防接種助成費〔再掲〕 13,080千円

１～６歳児を対象にインフルエンザ等の

予防接種費の一部を助成

対 象 インフルエンザ、おたふくかぜ、

Ｂ型肝炎の選択制

助成額 年１回 1,000円

生活保護受給者に対し予防接種費の

全額を助成

改 子どもの貧困対策の取組として、ひとり親家庭の１～６

歳児を対象に、インフルエンザ等の予防接種費を助成

インフルエンザ 助成額 年１回 （全額）

新 おたふくかぜ 助成額 １回のみ（全額）

里帰り定期予防接種助成費〔再掲〕 3,930千円

出産による保護者の里帰り等に伴い、県外で受けた

乳児の定期予防接種費を助成

対象年齢 １歳未満

ひとり親家庭等医療助成費 111,390千円

助成方法 児童 現物給付

自己負担額

入院 １医療機関につき1,000円／月

通院 １医療機関につき 500円／日

親 自動償還

自己負担額 1,000円／月
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

完 子どもふれあい入浴デー事業費 2,000千円

毎月第１日曜日を「ふれあい入浴デー」とし、

小学生以下に銭湯を無料開放

産前・産後ママヘルパー派遣費 3,896千円

身近に援助者がいない家庭に対し、家事や育児を

支援するヘルパーを派遣

子育て市民通信局運営費 2,610千円

「金沢子育てお役立ちウェブ」から子育て情報を発信

改 子育てお役立ちＢＯＯＫの改訂

子育てサロン事業費 4,200千円

地域における子育て支援の場を提供（42か所）

イベント併設ミニ保育室開設費 1,280千円

市主催事業でミニ保育室を開設

子のための親婚活支援事業費 1,000千円

【重点戦略計画】

市民団体との協働により、

子の結婚を後押しする親を支援

(25) 児童相談所費 1,128,779 新 児童福祉司を１人増員するとともに、石川県警察と児童虐待の

情報共有等に関する協定を締結し、児童虐待防止体制を強化

児童保護措置費 782,800千円

児童養護施設等入所措置費 565,100千円

児童養護施設、乳児院、里親等への措置

施設入所児童のサポーター宅での家庭生活体験など

一時保護措置費（乳児等の一時保護） 4,600千円

児童自立支援委託料 34,200千円

心身障害児保護措置費 45,700千円
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

保護児童自立支援費 10,000千円

児童福祉施設や里親等に措置された児童の自立等に

対し支援

一時保護所費 13,635千円

被虐待児、非行児等を一時的に保護する施設を運営

24時間・365日の運営

24時間電話相談員及び学習指導員の配置

情緒障害児支援事業費 3,478千円

心に問題を抱える児童の社会性を育むため、専門相談員を

配置し、宿泊トレーニング等を通して、親子の絆の

再統合や児童虐待の未然防止を推進

児童虐待防止対策推進費 770千円

児童虐待防止推進月間にオレンジリボンの着用を推進

市民協働によるワークショップや相談会の開催など

改 電話相談案内カードを３年毎に全生徒に配布

児童相談体制強化費 2,336千円

児童相談所と関係機関の職員による研修や情報交換を

通して、児童への早期支援を推進

在宅児童養育支援訪問事業費 1,818千円

養育支援が必要とされる家庭にヘルパーを派遣し、

育児や家事を支援

相談事業費 18,889千円

いじめや育児に関する幼児発達相談員や児童家庭相談員

の配置、家庭へのメンタルフレンドの派遣、保育所等

への専門相談員の派遣 など
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(26) 児童健全育成 14,813 こども家庭支援センター運営費 8,753千円

対策費 児童虐待への対応など地域に密着した相談・支援を実施

児童養護施設 享誠塾に併設

子育て支援短期利用事業費 6,060千円

保護者の病気や出産、恒常的な残業などにより、児童の

養育が困難な場合、児童養護施設等で短期間保育を実施

(27) 児童養護施設等 181,700 聖霊愛児園、聖霊乳児院の施設整備を支援

施設整備費補助

(28) 障害児福祉費 53,881 幼児相談室運営費 3,001千円

富樫、此花、駅西の３か所で発達相談等を実施

統合保育相談事業費 2,160千円

統合保育巡回指導員を保育所等に派遣

ふれあい交流室運営費補助 720千円

学校の休業期間中、障害のある児童のための

ふれあいの場を中央小学校芳斉分校に設置

障害児通園施設ひまわり教室費 44,580千円

ダウン症児親子水泳教室開催費 600千円

【重点戦略計画】

ダウン症児の身体機能の回復と情緒安定等を図るため、

市民団体と協働し親子水泳教室を開催
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(29) 児 童 手 当 7,078,700 中学校修了前の児童の養育者に対して支給

３歳未満児 １人につき 月額 15,000円

３歳以上～小学校修了前

第１子・第２子 １人につき 月額 10,000円

第３子以降 １人につき 月額 15,000円

中学生 １人につき 月額 10,000円

所得制限超世帯 １人につき 月額 5,000円

対象児童数 54,555人（延657,458人）

(30) 児童扶養手当 1,827,000 児童を養育し、所得が一定未満のひとり親家庭又は養育者に

対して支給

改 2019年４月分から支給額を引き上げ（国基準改正）

第１子（全部支給）月額 42,500円

→ 月額 42,910円

（一部支給）月額 10,030円～42,490円

→ 月額 10,120円～42,900円

第２子加算

（全部支給）月額 10,040円

→ 月額 10,140円

（一部支給）月額 5,020円～10,030円

→ 月額 5,070円～10,130円

第３子以降加算

（全部支給）月額 6,020円

→ 月額 6,080円

（一部支給）月額 3,010円～ 6,010円

→ 月額 3,040円～ 6,070円

改 法改正に伴う支給回数の拡大

年３回 → 年６回

（2019年度は移行年度のため年５回）

(31) 城北児童会館費 56,367 自主事業費 4,034千円

児童館フェスティバル開催費 2,657千円
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

施設整備費 1,200千円

新 冷風扇を設置（１階ホール、２階遊戯室）

その他、おもちゃ病院やかるがも親子教室などを実施

(32) 地区児童館費 246,249 管理運営費（31館） 226,949千円

改 児童館厚生員の定着と資質向上を図るため、

保育士等に合わせ処遇を改善

施設整備費 19,300千円

新 児童館を併設した金石会館の外壁改良工事を実施

その他、空調の改修等を推進

(33) 地域子育て支援 29,674 金沢子育て夢ステーション事業費

事業費 地区児童館を地域の子育て支援ステーションとし、

育児相談、かんがるー親子教室、育児講座などを実施

その他、異年齢児や高齢者との交流事業などを実施

(34) 児童クラブ費 696,044 運 営 費 672,344千円

新 児童クラブの新増設 ３か所

（放課後児童クラブ M-friends など）

改 ひとり親家庭の児童クラブ保護者負担軽減額に

対する助成を拡大

対象児童 児童扶養手当の対象となる児童

交 付 額 軽減額の１／２ → 全額

限 度 額 3,000円／月／人

改 児童クラブ職員の定着と資質向上を図るため、

保育士等に合わせ処遇を改善

分割促進事業費補助 3,000千円

児童クラブの環境改善を図るため、クラブの新設・

移転・分割に必要な備品購入費等を支援
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

施設整備費補助 20,000千円

その他、障害児の支援計画の作成・指導や職員倫理研修、

実務指導研修などを実施

(35) 改 育英奨学資金 24,910 新 金沢マラソンチャリティーランナー枠寄附金を活用し、

事業費 文化活動及びスポーツ活動に熱心に取り組む低所得家庭の

高校生に対し奨学金を支給

支給人数 100人

奨 学 金 月額 10,000円

学業優秀で低所得家庭の高校生に対し奨学金を支給

支給人数 100人

奨 学 金 月額 10,000円

東日本大震災で被災し、市内に避難している生徒に特例支給

(36) 母子父子生活 57,449 ひとり親家庭集中相談窓口開設費 200千円

援護費 児童扶養手当現況届の受付に併せ、ひとり親家庭の

様々な問題に対する集中相談窓口を開設

開設日 2019年８月（土曜、日曜の各１日ずつ）

改 母子家庭等自立促進費 7,880千円

養育費や就業に関する相談、就業支援講習会等

の開催 など

新 日商簿記初級講座

高等職業訓練促進費 45,100千円

資格取得に向けて、１年以上養成機関で修学する

ひとり親家庭の親に対し給付金を支給

改 支給期間 上限 ３年 → ４年

支 給 額 訓練促進費

非課税世帯 月額 100,000円

課税世帯 月額 70,500円

改 最終１年間の支給額を増額

非課税世帯 月額 140,000円

課税世帯 月額 110,500円
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

高卒認定試験合格支援事業費 300千円

高等学校を卒業していないひとり親家庭の親及び子に

対し、高等学校卒業認定試験合格を支援

自立支援プログラム策定費 2,549千円

児童扶養手当受給者の状況やニーズに応じた自立支援

計画書を策定し、自立・就労を支援

自立支援教育訓練給付金支給費 410千円

職業能力開発講座を受講するひとり親家庭の親に対し、

給付金を支給

ひとり親家庭日常生活支援費 740千円

保護者の疾病時や就職活動時に、家庭生活支援員による

生活援助や子供の一時預かりを実施

市営住宅活用母子世帯生活安定支援費 270千円

市営住宅に入居する配偶者暴力被害の母子世帯に対し、

住宅使用料の一部を支給

ひとり親家庭雇用奨励金〔再掲〕 6,500千円

ひとり親家庭の父母を雇用した事業主に対し、

国の助成制度に引き続き、奨励金を支給

(37) 私立母子生活 42,952 ＭＣハイツ平和（平和町 暫定定員 18世帯）

支援施設費

(38) 母子父子指導 8,307 ひとり親家庭の生活支援講習会開催費 290千円

啓発費 育児や健康づくりに関する講習会を開催

母子・父子自立支援員の配置 など

(39) 母子父子寡婦 41,281 ひとり親家庭及び寡婦に対し、修学資金など各種資金を

福祉資金貸付 無利子又は低利で貸し付け

事業費

（特別会計）

-146-



(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【介護保険】

(40) 介 護 保 険 費 39,078,549 長寿安心プラン2018（2018～2020年度）の具現化をめざし、

（特別会計） 介護保険事業及び地域包括ケアシステムを推進するとともに、

生活支援・介護予防の提供体制を充実

介護保険料

第１号被保険者（65歳以上） 基準月額 6,590円

低所得者層に対する軽減措置を拡大

改 第１段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計

が80万円以下の方、生活保護受給者、

又は老齢福祉年金受給者

月額 2,636円 → 2,142円(494円減)

新 第２段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計

が80万円を超え120万円以下の方

月額 4,284円 → 3,460円(824円減)

新 第３段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計

が120万円を超える方

月額 4,613円 → 4,448円(165円減)

介護給付費準備基金からの繰り入れ 200,469千円

2019年度の介護保険財政において生じる財政不足を

介護給付費準備基金から計画的に取り崩し

第２号被保険者（40～65歳未満）の保険料は各医療保険に

上乗せして徴収〔再掲〕

介護保険給付費 36,229,477千円

改 消費税率の引き上げや介護職員の処遇改善等に伴い、

介護報酬を2019年10月に改定 平均2.13％増

居宅介護給付（訪問介護、通所介護、短期入所生活介護、

訪問入浴介護 など）
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

地域密着型介護給付

（地域密着型通所介護、小規模多機能型

居宅介護、認知症対応型通所介護 など）

施設介護給付（特別養護老人ホーム、老人保健施設、

介護療養型医療施設）

その他ケアプランの作成、福祉用具の購入、住宅の改修、

高額介護給付、高額医療合算介護給付など

介護予防・生活支援事業費 1,861,439千円

改 消費税率の引き上げや介護職員の処遇改善等に伴い、

介護報酬を2019年10月に改定 平均2.07％増

基準緩和型通所サービス費 556,395千円

生活機能向上のためのサービスを提供

基準緩和型訪問サービス費 179,906千円

生活援助のみのサービスを提供

介護予防型通所・訪問サービス費 854,200千円

日常生活の支援にかかる身体介護や生活援助の

サービスを提供

栄養改善事業費 200千円

低栄養予防のための相談・指導等を

３か月間で集中的に実施

短期集中型通所サービス費 32,300千円

運動機器などを使用した個別トレーニングの実施

地域リハビリテーション活動支援費 1,500千円

要支援状態からの自立を促進するため、

専門家からの助言をケアプランに反映
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

介護予防対象者把握事業費 300千円

要支援・要介護となる可能性の高い高齢者を

チェックリストにより早期に把握

改 介護予防普及啓発費 12,720千円

新 口腔機能向上事業

口腔機能トレーニングを歯科医院で実施

健康スタジオ開放

改 エクササイズバイクを計画的に更新

改 地域介護予防活動支援費 9,840千円

【重点戦略計画】

介護支援ボランティア事業

元気な高齢者を対象に、介護老人福祉

施設等でのボランティア活動に応じて

ポイントを付与する事業を実施

フレイル予防事業

新 福祉健康センター及びいきいき健康教室で

新たにフレイルチェックを開催

改 認知機能向上教室事業

新 「いつでもどこでも脳活体操プログラム」を

作成し普及啓発

もの忘れ健康診査費 9,434千円

認知症の早期発見・対応のため、高齢者（要支

援・要介護認定者を除く）を対象に、もの忘れ

健康診査を実施

もの忘れ健康診査費〔再掲〕 990千円

高齢者（要支援・要介護認定者）を対象に、

もの忘れ健康診査を実施
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

包括的支援事業費 621,991千円

改 在宅医療・介護連携推進費 13,338千円

【重点戦略計画】

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、

在宅医療と介護の連携を推進

新 在宅医療・介護連携支援センターと基幹

相談支援センターを金沢健康プラザ大手町

に集約し、事業所向けの相談・支援機能を

ワンストップ化

新 医療・介護・障害福祉の連携に向けた

合同研修会の開催

新 多職種向け医学講座の開催

新 病院関係者を対象とした研修会の開催

新 災害時の在宅療養者への対応強化に向けた

研修会の開催

改 若年性認知症支援費 1,300千円

【重点戦略計画】

集いの場（カフェ）の開設や個々のニーズに

応じた支援を実施

新 本人やパートナーの活動を

ホームページ等で発信

新 県内市町と連携し、広域支援ネットワーク

会議を開催

認知症地域支援推進員設置事業費 105,063千円

【重点戦略計画】

認知症の方を支える体制を整備するため、すべての

日常生活圏域（19圏域）に推進員を専任配置

認知症初期集中支援推進費 4,780千円

【重点戦略計画】

認知症の早期発見・対応のため、すべての日常

生活圏域に、認知症初期集中支援チームを設置

-150-



(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

認知症総合支援事業費 1,670千円

【重点戦略計画】

認知症地域支援推進員や認知症サポーター、

オレンジパートナー（サポートリーダー）の養成

話し相手ボランティアの育成

認知症施策推進委員会の開催 など

家族介護支援費 7,800千円

紙おむつの給付等により、介護家族の負担を軽減

生活支援体制整備事業費 38,800千円

【重点戦略計画】

地域における生活支援・介護予防体制を強化する

ため、生活支援コーディネーターを配置

第１層（全市域） １人

第２層（日常生活圏域） ４人

介護予防・生活支援専門部会において、総合事業

等の実施状況と今後の方向性について検討

地域包括支援センター運営費 367,371千円

地域の拠点として日常生活圏域（19圏域）に

設置し、地域ケアを充実

地域包括支援センター支援費〔再掲〕

日常生活圏域（19圏域）の地域包括支援センターを

支援

介護給付等費用適正化事業費 10,340千円

良質で安定したサービスを提供する環境を整備

配食サービス費 40,400千円

調理が困難なひとり暮らしや高齢者のみの

世帯に食事を提供し、安否を確認

改 消費税率の引き上げに伴い、

利用者負担を改定 500円 → 510円
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

介護相談員派遣費 8,400千円

現場訪問や利用者相談を行う相談員を派遣

シルバーハウジング生活援助員派遣費 14,128千円

高齢者世話付住宅に生活援助員を派遣

介護保険事業計画等推進費 12,303千円

新 第８期事業計画策定準備費 7,000千円

次期計画（2021～2023）の策定に向けて、高齢者を

対象にサービスの利用やニーズの実態調査を実施

改 介護サービス事業者研修開催費 1,190千円

介護サービスの質の向上を図るため、

各種研修会等を開催

新 かなざわケアサポーターの就労促進に

向けた研修及び就職相談会を実施

新 地域包括ケアシステム推進基本構想評価専門部会に

おいて、地域包括支援センターの機能強化と今後の

日常生活圏域のあり方を検討

要介護認定事務費 232,200千円

新 二次判定の簡素化に向けた検討に着手

介護認定審査会の開催、介護認定調査の実施 など

(41) 改 低所得者保険料 292,040 低所得者層に対する介護保険料の軽減措置を拡大

軽減繰出金 改 第１段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が

80万円以下の方、生活保護受給者、又は

老齢福祉年金受給者

月額 2,636円 → 2,142円(494円減)

新 第２段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が

80万円を超え120万円以下の方

月額 4,284円 → 3,460円(824円減)

新 第３段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が

120万円を超える方

月額 4,613円 → 4,448円(165円減)
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(42) 介護職員人材 6,320 人材確保が難しい介護職員の定着と資質向上を図るため、

定着促進費 気軽に相談できる窓口や情報交換の場（ケアワーカーカフェ）

の提供及び研修等の取組を支援 【重点戦略計画】

改 新採介護職員サポーター制度導入支援費

450千円

新採介護職員を指導するサポーターを育成するため

の研修費等に対し助成

補助率 1/2 限度額 100千円

新 サポーターを配置した事業者による

事例発表等の研修会を開催

ビギナーズ・ケアワーカーカフェの開催

若手の介護職員が職場環境の改善方法等について

話し合う場を提供

改 開催場所を拡大し、参加を促進

新 介護人材等確保計画策定準備事業費 1,500千円

新たな介護人材確保策の検討に向けて、

事業所の労務管理や雇用状況等を調査

(43) 介護保険利用者 1,300 障害のある方の訪問介護等の利用者負担の軽減、低所得者の

負担軽減対策費 利用料の減免、社会福祉法人等が実施する利用者負担減免へ

の助成など

(44) 在宅介護推進 700 在宅サービス利用限度額の助成

対策費 在宅介護サービスを利用する市民税非課税世帯の方に

対し、利用限度額を超えた額の1/2を助成

(45) 老人福祉施設 434,690 地域密着型特別養護老人ホーム建設事業費補助

整備費補助 247,660千円

新 ２か所 58床
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

看護小規模多機能型居宅介護施設建設事業費補助

96,000千円

新 ３か所 87床

老人福祉施設開設準備費補助 43,200千円

施設の開設準備経費を助成（３か所）

整備資金借入償還費補助 47,600千円

施設整備資金の借入償還金に対し助成（８か所）

【高齢者福祉施策】

(46) 高齢者生活支援 111,583 改 ＩｏＴを活用した認知症高齢者地域見守りネットワーク事業費

費 4,660千円

【重点戦略計画】

認知症高齢者等の外出時の安全・安心を確保するため、

小型タグ、感知器及びスマートフォンアプリを活用した

地域見守りサービスを実施

新 徘徊模擬訓練の実施

ひとり暮らし高齢者緊急通報システム事業費

7,400千円

【重点戦略計画】

ひとり暮らしの高齢者等の安全・安心を確保するため、

火災警報器と人感センサーに連動する緊急通報装置を

導入し、看護師等がコールセンターで24時間対応する

見守りサービスを実施

高齢者買物環境向上モデル事業費 400千円

宅配サービスを活用し、高齢者がマイカーに

頼ることなく、買物ができる環境を整備

地域福祉ネットワーク強化費 42,707千円

まちぐるみ福祉活動の推進により地域福祉ネットワーク

を強化
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

地域包括支援センター支援費 24,525千円

日常生活圏域（19圏域）の地域包括支援センターを支援

お年寄り生活支援ハウス運営費 6,520千円

在宅で生活することが不安な高齢者を対象に、

施設において生活援助員の指導による生活支援を実施

高齢者等住宅改造支援事業費 17,000千円

浴室や便所等のバリアフリー整備に対し助成

改 高齢者緊急シェルター設置等事業費 2,670千円

虐待や認知症の高齢者の安全を確保するため、

緊急避難などに備えた部屋を確保

新 富山市と連携し、相互受け入れを実施

高齢者虐待防止事業費 1,480千円

専門家による定期相談や緊急措置を実施

その他、日常生活防火安全用具給付、寝具乾燥消毒サービスなど

(47) 高齢者防災対策 13,100 改 避難行動要支援者名簿整備費 10,600千円

費 【重点戦略計画】

条例制定に伴い、平常時に提供する名簿の拡充を

図るため、名簿を一斉更新

新 モデル地区での災害時避難支援マップ作成を支援

新 災害時要援護者支援ガイドブックを作成

改 福祉避難所整備費 2,500千円

【重点戦略計画】

福祉避難所の開設や運営の訓練について、市有施設に

加え、協定を締結している民間施設で計画的に実施

市有施設 １施設

新 民間施設 16施設

新 避難所開設マニュアルの作成研修会を開催
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(48) 老人福祉センター 181,663 万寿苑（大桑町）、松寿荘（金石北）、鶴寿園（額谷町）、

・健康交流 千寿閣（東長江町）、十一屋生きがい交流館（十一屋町）の

センター費 管理運営費など

(49) 高齢者生きがい 239,749 新 アクティブシニア活躍支援事業費 500千円

活動支援費 高齢者が生涯現役で活躍できる社会の実現をめざし、

多様な社会参加についての総合相談窓口を開設

開設場所 本庁舎１階

開設時期 2019年９月（予定）

長寿お祝い事業費 29,330千円

対 象 88歳、100歳

贈呈内容 88歳 祝品（寝具製品）

100歳 祝金50,000円、花束

ふれあい入浴費 109,500千円

65歳以上の高齢者に入浴補助券を交付

高齢者生きがい就労推進費 2,000千円

高齢者の就労を通した生きがいづくりに資するため、

シルバー人材センターの就労推進員による高齢者

就業開拓を推進

地域サロン事業費 51,320千円

住み慣れた地域での生きがいづくりを支援（62地区）

老人クラブ等活動促進費 25,762千円

いきいきギャラリー費 5,400千円

商店街の空店舗を活用し、授産品等を販売

(50) 介護家族支援費 14,500 ねたきり老人等介護手当金支給費

ねたきり又は重度の認知症の高齢者を在宅で介護する

家族に手当金を支給 月額 5,000円
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(51) 老人保護措置費 392,159 養護老人ホーム ６施設（203人）

(52) 老人医療助成費 28,500 はり・灸・マッサージ施術費の助成

(53) 軽費老人ホーム 229,000 軽費老人ホーム（ケアハウス）８施設の事務費に対し助成

運営費補助

【障害者福祉施策】

(54) 改 障害者計画推進 6,744 ノーマライゼーションプラン金沢及び障害福祉計画・

費 障害児福祉計画の具現化をめざし、障害者福祉を推進

【重点戦略計画】

新 次期ノーマライゼーションプラン等の策定に向け、

障害のある方へのアンケート調査等を実施

新 障害児通所支援事業所連絡会を開催し、支援体制の

強化に向けた事例研究や研修等を実施

障害者差別解消支援地域協議会、

地域生活支援拠点整備等検討専門部会、

権利擁護推進・差別解消等専門委員会の開催 など

(55) 障害者自立支援 9,185,220 介護給付費 4,423,800千円

給付費 生活介護サービス費 2,436,300千円

施設における日中の介護サービス（76施設）

施設入所支援サービス費 675,000千円

施設における夜間や休日の介護サービス（38施設）

障害者等居宅介護費 740,800千円

自宅における家事・介護サービス

療養介護費ほか３事業 571,700千円

医療機関における介護（６施設） など
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

訓練等給付費 2,982,200千円

就労継続支援サービス費 2,045,200千円

【重点戦略計画】

働くための場所や職業訓練等を提供（118施設）

就労定着支援サービス費 5,600千円

雇用事業所での就労継続に向けた

連絡調整等の支援を実施

障害者共同生活援助費ほか３事業 931,400千円

グループホームにおける援助（53施設） など

補装具給付費 58,000千円

車いす、義肢、補聴器等の補装具の給付

改 障害児通所・入所支援費 1,184,000千円

障害のある児童の施設入所、通所サービス（75施設）

新 2019年10月から３歳以上の未就学児の

利用料を無償化

障害者自立支援医療給付費 537,220千円

人工透析、ペースメーカーなどの医療費を給付

(56) 改 基幹相談支援 29,061 障害者総合支援法に基づき、障害のある方の相談体制の

センター事業費 充実・強化を図るため、相談支援事業所等への専門的指導・

助言などを実施 【重点戦略計画】

新 在宅医療・介護連携支援センターと基幹相談支援センター

を金沢健康プラザ大手町に集約し、事業所向けの相談・

支援機能をワンストップ化

新 医療・介護・障害福祉の連携に向けた合同研修会を開催

(57) 障害児通所支援 44,580 障害児通園施設ひまわり教室の管理運営費

費 〔再掲〕
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(58) 障害者自立支援 186,499 地域生活支援拠点モデル事業費 400千円

推進費 【重点戦略計画】

重度の知的障害のある方を緊急的に受け入れるための

モデル事業を実施

障害支援区分認定調査・児童面談事務費 12,112千円

障害支援区分認定やサービスの支給決定時に専門調査員

による面談調査を実施

計画相談支援事業費 155,300千円

【重点戦略計画】

障害福祉サービス等利用計画作成にかかる費用を

事業者に支給

地域相談支援事業費 2,900千円

障害者支援施設や精神科病院等からの退所者に対して

地域に定着するための訓練や相談、訪問にかかる

費用などを支給

高額障害福祉サービス等給付費 1,000千円

同一世帯で他にも障害福祉サービス、介護保険サービス

を利用している場合、月額負担上限額を超えた額を支給

(59) 地域生活支援 462,379 手話理解促進啓発費 800千円

事業費 手話に対する理解を深める啓発講座等を開催

小学校で啓発講座を開催

福祉イベントで手話体験コーナーの設置や

手話奉仕員養成講座等を紹介

補助犬理解促進啓発費 200千円

補助犬に対する理解を拡げるため、福祉イベント等で

啓発事業を実施

障害者虐待防止支援強化費 290千円

虐待防止連絡会の開催や専門家による相談などを実施
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

日常生活用具給付等事業費 93,310千円

改 障害児への支援を強化するため年齢制限を緩和

紙おむつ（重度知的障害児）

小学校学齢児 → ３歳から18歳まで

ネブライザー

学齢児以上 → 年齢制限撤廃

改 基準額の引き上げ

盲人用時計（触読） 10,300円 → 12,000円

改 給付対象者の拡大

視覚障害者用ポータブルレコーダー

視覚障害２級以上 → ３級以上

地域活動支援センター事業費 91,590千円

障害のある方に機能訓練や社会適応訓練等のサービスを

提供（11施設）

相談支援事業費 17,244千円

聴覚障害者相談助成費 2,000千円

聴覚に障害のある相談員が各種相談に対応

障害者相談支援費 5,192千円

障害福祉サービス利用者や家族からの相談に対応

盲ろう者通訳者等養成・派遣費 8,030千円

盲ろう者向けの通訳や介助員を養成、派遣

改 研修講座の時間数を拡大

意思疎通支援事業費 16,388千円

手話通訳者等派遣費 5,140千円

市関係施設専任手話通訳者派遣費 6,290千円

福祉健康センターや市立病院等の窓口に専任の

手話通訳者を派遣

松ヶ枝福祉館に手話通訳者を配置 など
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

生活支援事業費 6,081千円

精神に障害のある方の就労促進、聴覚に障害のある方の

生活訓練、視覚障害者歩行訓練士の派遣、市役所での

軽作業従事 など

社会参加促進事業費 6,760千円

新 登録手話通訳者養成研修費 200千円

登録手話通訳者の合格者数の増加に向けて、

専門講師による研修を実施

手話奉仕員養成費 2,450千円

改 入門講座の開催数を拡大

代読代筆従事者養成研修費 140千円

視覚に障害のある方の情報確保を支援するため、

代読代筆従事者を養成

障害者自動車運転免許取得助成費 300千円

就労等の目的で運転免許を取得する際に、

経費の一部を助成

身体障害者自動車改造助成費 1,000千円

就労等の目的で自動車を取得する際に、

操向装置、駆動装置等の改造が必要な方に対し、

改造に要する経費の一部を助成

要約筆記者の養成講座の実施 など

改 アートによる就労活動支援事業費 8,300千円

芸術的才能を持つ知的・精神障害のある方等の

創作活動を支援

アウトサイダー・アート魅力発信事業

新 ふらっとバス全車両（14台）に作品を掲示

障害者等日中一時支援事業費 17,200千円

日帰り預かりサービスを実施
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

移動支援事業費 163,190千円

障害者等移動支援事業費 158,800千円

移動することが困難な方へガイドヘルパーを派遣

重症心身障害児・者送迎支援事業費 500千円

人工呼吸器管理などが必要な方の施設への

送迎に看護職員等を派遣

福祉バス運行費 3,890千円

障害者団体などの健康維持等を目的にバスを運行

訪問入浴サービス事業費 6,300千円

福祉ホーム事業費 6,985千円

たんぽぽ 10人、あおぞら ５人 など

利用者負担特別緩和費 4,000千円

重度障害のある方 全額免除

その他の方 月額負担上限額を1/2に軽減

障害支援区分認定事務費 14,601千円

審査会において障害支援区分を認定

成年後見制度利用支援事業費 950千円

知的障害のある方、精神に障害のある方で親族のいない

方に対し、成年後見制度の利用を支援

研修・啓発事業費 160千円

障害のある方への発言の場を提供するため、

市民フォーラムを開催

(60) 障害者援護費 71,130 難聴児補聴器購入助成費 1,000千円

中軽度難聴児の補聴器購入・修理費用の一部を助成

改 デジタル式補聴器の調整加算を対象経費に追加
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

人工内耳体外器購入助成費 400千円

聴覚障害のある方の社会参加を促進するため、

人工内耳体外器の更新費用の一部を助成

福祉タクシー利用助成費 43,860千円

初乗り運賃相当額を助成

メルシーキャブサービス事業費 14,000千円

車いす利用者の社会参加促進のため、ボランティア

などによる移送サービスを実施

障害者就労促進費 1,200千円

通所施設利用者に対し、通所に要する運賃の一部を助成

寝たきり重度障害者援護助成費 1,220千円

紙おむつ支給、寝具乾燥消毒、理容・美容サービス

障害者扶養共済制度加入助成費 1,800千円

保護者の共済加入掛金の一部を助成

身体障害者介助用自動車改造助成費 2,000千円

車いす利用者を介助するため、自動車を改造する際に

要する経費を助成

改造費の1/2 限度額 300千円

同行援護従事者養成研修費 140千円

視覚に障害のある方の外出支援を行うガイドヘルパー

を養成

改 ＨＥＬＰカード普及促進費 430千円

安全確保のため、自助の役割を担うＨＥＬＰカードを配布

新 石川県の「ＨＥＬＰマーク」と併せた

周知・啓発を実施
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(61) 障害者医療援護 1,426,900 心身障害者医療助成費

費 医療費にかかる一部負担金を助成

助成対象 身体障害者手帳１・２級、

療育手帳Ａ所持者 など

(62) 障 害 者 手 当 136,900 特別障害者手当 100,500千円

障害児福祉手当 34,500千円

福 祉 手 当（経過措置分） 1,900千円

(63) 障害者雇用促進 35,539 障害者雇用促進費 17,639千円

費 障害のある方の就労の場を提供

喫茶「紅梅」（金沢市文化ホール内）

喫茶「ほんだの森」（金沢歌劇座内）

喫茶「つづみ門」（金沢福祉用具情報プラザ内）

物販「金沢駅友愛ショップ」（金沢駅百番街あんと館内）

物販「福祉ショップひまわり」（近江町交流プラザ内）

障害者継続雇用奨励金 15,300千円

障害のある方を雇用する事業主に対し、国の助成期間

終了後の２年間について市単独で奨励金を支給

１年目 重度 24,000円、軽度 22,000円

２年目 重度 12,000円、軽度 11,000円

障害者雇用促進支援費 660千円

障害のある方の就労支援を強化するため、支援スキル

向上セミナーの開催や専門部会で事業所の課題を整理

チャレンジ就労支援事業費 1,940千円

障害のある方が市役所で職場実習を経験

(64) 聴覚障害者観光 800 聴覚に障害のある方への観光ボランティアガイド

ボランティア （聴覚に障害のある方）の派遣を実施

ガイド費
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(65) 障害者バリア 2,000 公共施設のトイレに音声情報案内装置を設置

フリー推進費 新 金沢21世紀美術館

(66) 障害者防災対策 830 新 福祉避難所の開設訓練を本格実施

費 障害福祉施設（４施設）

(67) 障害者福祉施設 82,874 障害者施設整備費補助 1,500千円

整備費 （最終補正予算に1,500千円前倒し）

障害者福祉施設の施設整備を支援

2018年度最終補正分 1,500 新 社会復帰施設みらい（防犯カメラ整備）

計 84,374

施設整備費 680千円

石川県視覚障害者情報文化センター（火災報知設備更新）

障害者福祉施設建設資金借入償還費補助 82,194千円

夢ホーム、希望が丘、コスモスなど18施設

新 南御所ホーム

【社会福祉施策】

(68) 善隣館活動復興 97,990 完 善隣館いこいの広場モデル事業費 1,840千円

推進費 地域共生型の居場所づくりの構築に向けた

モデル事業を実施

完 善隣館活動活性化研究費 250千円

持続可能な事業展開と、経営基盤の強化策等について

市と善隣館が共同で研究

善隣館活動普及推進費 2,200千円

善隣館と地域住民の協働による買物外出支援や地域

コミュニティ再生への取組み、隣保事業などを支援
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

善隣館施設整備費補助 93,700千円

第一善隣館の改築を支援 など

補助率 2/3（バリアフリー化は3/4）

(69) 地域福祉活動 40,290 地区別地域福祉活動計画策定費 1,800千円

推進費 地区社会福祉協議会が実施する地域福祉活動計画の

策定を支援

地域安心生活支え合い事業費 2,240千円

【重点戦略計画】

地域の団体等が協力して、日常生活に支援が必要な

高齢者世帯等をサポートする体制を構築

改 28地区 → 37地区

地域福祉意識醸成事業費 100千円

新 ボランティアセンターと連携し、企業を対象とした

地域貢献講座を開催

いきいき福祉バス助成事業費 19,000千円

地域の福祉活動を目的としたバスの借上げに対し助成

対象団体 地域の福祉団体

利用条件 １団体２回、日数・距離・台数制限なし

福祉コミュニティ活性化事業費 15,400千円

地区ごとの福祉コミュニティ醸成の取り組みに対し助成

(70) 誰もが安心して 1,500 災害ボランティアセンター機能強化費 500千円

暮らせるまちづ 金沢市災害ボランティアネットワーク会議を開催

くり推進費 ボランティアセンター現地支部設置・運営訓練を実施

改 運営マニュアルを改定

社会福祉施設耐震設計等助成費 1,000千円

社会福祉施設の耐震設計等に対し助成

補助率 2/3 限度額なし
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(71) 社会福祉協議会 165,150 新 地域福祉支援コーディネーター配置事業費 1,900千円

活動促進費 【重点戦略計画】

社会的孤立を防止する取り組みや、地域安心生活支え合い

活動の企画・運営等を担う人材を地区社会福祉協議会に

配置

2019年７月から８地区で配置

地域の身近な福祉相談事業費 7,800千円

「地域の身近な福祉相談窓口」を地区社会福祉協議会に

設置し、地域における相談支援体制を強化

改 開設地区の拡大 16地区 → 32地区

改 窓口時間の拡充

新 地域福祉ボランティア促進事業費 2,800千円

【重点戦略計画】

地域における福祉活動を促進するため、ボランティア

活動に応じてポイントを付与する事業を実施

改 福祉ボランティアセンター運営費 5,400千円

新 福祉ボランティアコーディネーターを配置し、地域の

ニーズに応じたコーディネートを実施するとともに、

新たな担い手の発掘や育成を強化 【重点戦略計画】

市社会福祉協議会活動促進費 53,850千円

地区社会福祉協議会活動促進費 93,400千円

(72) 福祉活動育成 16,674 社会福祉功労賞等顕彰費 1,124千円

事業費 社会福祉功労賞、ともしび賞

福祉活動育成基金積立金 10,000千円

市民の善意による寄附金を福祉活動育成のために積み立て

福祉ボランティア活動交付金 5,000千円

ボランティア団体の活動を支援
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(73) 民 生 委 員 費 101,860 民生委員改選費 2,630千円

改選日 2019年12月１日

民生委員活動費 89,520千円

改 民生委員の改選に併せ、定数を見直し

定数 994人 → 1,014人

地区民生委員協議会活動費補助 8,070千円

民生委員研修費 640千円

新 経験年数や役職に応じた階層別研修を実施

(74) 主任児童委員費 9,924 主任児童委員活動費 9,824千円

主任児童委員研修費 100千円

(75) 高齢者等権利 6,900 高齢者や障害のある方の権利擁護等に関する相談・支援

擁護窓口設置費

(76) 社会福祉市民 5,110 福祉のつどい2019開催費 4,600千円

啓発費 社会福祉関係者、保健・医療関係者、ボランティアの

参加により開催

社会福祉大会開催費 510千円

開催日 2019年９月８日（日）

(77) 遺族等援護費 1,330 戦没者慰霊式開催費 1,170千円

開催日 2019年10月５日（土）

(78) 金沢福祉用具情 68,444 福祉用具、住宅改修のモデル展示をはじめ、相談事業、

報プラザ運営費 学習事業、市民交流事業などを実施
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(79) 社会福祉施設費 36,803 障害者高齢者体育館管理運営費 19,443千円

新 パラリンピック種目「ボッチャ」の競技用具を整備

新 冷風扇を設置

松ヶ枝福祉館費 14,200千円

完 女性就業指導センター費 3,160千円

(80) 改 社会福祉法人･ 995 社会福祉法人等の適正な運営を図るため、指導監査を実施

施設指導監査費 新 児童クラブへの指導監査を実施

(81) 改 自立相談支援 36,050 生活困窮者の自立を支援するため、自立に関する相談支援や

事業費 自立支援計画を作成

新 家計改善サポートを実施

(82) 生活困窮者就労 2,420 生活困窮者の就労を支援するため、キャリアカウンセリングや

準備支援事業費 セミナー、職場体験活動を実施

(83) 住居確保給付金 2,850 離職者に住宅及び就労機会を確保するための支援

支給費 給付額(上限) 単身世帯 月額 33,000円

２人世帯 月額 40,000円

３～５人世帯 月額 43,000円

６人世帯 月額 46,000円

７人以上世帯 月額 51,000円

給 付 期 間 最大９か月

(84) 中国残留邦人 13,000 中国残留邦人に対し、生活保護に準じた給付額を支給

生活支援給付費
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【生活保護施策】

(85) 生 活 保 護 費 7,883,293 被保護世帯 2018年度当初 3,608世帯

→ 2019年度当初 3,580世帯（0.8％減）

(86) 生活保護受給者 7,460 生活保護受給者の就労を支援するため、キャリアカウンセリング

就労準備支援 やセミナー、職場体験活動を実施

事業費

(87) 法 外 援 護 費 28,358 障害のある方の世帯等への見舞金の支給や生活困窮者の

医療費助成 など

改 見舞金の支給対象者を見直し

(88) 救護施設整備費 13,260 整備資金借入償還費補助

補助 三谷の里ときわ苑
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【健康づくり施策】

(89) 母 子 保 健 費 2,053,901 改 不妊治療助成費 158,260千円

体外受精や顕微授精等の配偶者間の不妊治療に要する

費用の一部を助成

不妊検査に対する助成

限度額 自己負担額の１／２（２万円／回）

体外受精、顕微授精

限度額 15万円／回（初回30万円）

但し、一部7.5万円

男性不妊治療

限度額 15万円／回

改 男性不妊治療の初回治療の限度額を引き上げ

限度額 25万円／回 → 40万円／回

タイミング療法や薬物療法など

限度額 自己負担額の１／２（５万円／年）

新 男性不妊及びがん患者生殖医療に関する市民向け

研修会の開催

不育症治療助成費 300千円

不育症の治療に要する費用の一部を助成

対 象 市内在住の夫婦で、医師が不育症治療

の必要があると認めた者

助 成 額 自己負担額

限 度 額 15万円／年

子育て支援医療助成費 1,231,843千円

子育てにかかる経済的負担を軽減するため、子どもの

医療費に対し助成

対 象 中学生まで

助成方法 現物給付

改 対象に接骨院、整骨院、鍼灸院を追加

（2019年10月開始）

自己負担額 入院 １医療機関につき1,000円／月

通院 １医療機関につき 500円／日
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

妊産婦及び乳幼児健康診査費 539,440千円

母子の健康状態を把握するため、血液検査や

子宮頸がん検査、超音波検査などを実施

妊婦歯科健康診査費 3,600千円

小児慢性特定疾病医療費 87,158千円

未熟児等養育医療給付費 25,830千円

障害児自立支援医療費 7,470千円

(90) 乳 児 期 予 防 1,500 ０歳児を対象にロタウイルス等の予防接種費の一部を助成

接 種 助 成 費 対 象 ロタウイルス、インフルエンザの選択制

助成額 年１回 1,000円

生活保護受給者に対し予防接種費の全額を助成

ひとり親家庭の０歳児を対象にインフルエンザ予防接種費を

助成

助成額 年１回（全額）

(91) 幼 児 期 予 防 13,080 １～６歳児を対象にインフルエンザ等の予防接種費の一部を

接 種 助 成 費 助成

対 象 インフルエンザ、おたふくかぜ、

Ｂ型肝炎の選択制

助成額 年１回 1,000円

生活保護受給者に対し予防接種費の全額を助成

改 ひとり親家庭の１～６歳児を対象にインフルエンザ等の予防

接種費を助成

インフルエンザ 助成額 年１回 （全額）

新 おたふくかぜ 助成額 １回のみ（全額）
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(92) 予 防 接 種 費 1,112,749 改 定期予防接種費 1,105,019千円

Ｂ型肝炎、四種混合、ジフテリア・破傷風混合、

不活化ポリオ、麻しん・風しんの単独及び混合、

日本脳炎、ヒブ、小児用肺炎球菌、子宮頸がん、水痘、

高齢者インフルエンザ、成人用肺炎球菌ワクチン

新 成人男性風しん予防接種費 5,200千円

昭和37年４月２日から昭和54年４月１日生

の男性で抗体検査の結果、陰性であった方

麻しん風しん予防接種助成費 3,700千円

対象者 麻しん 昭和43年４月１日から平成２年４月２日

生で既往歴及び予防接種歴がない方

風しん 抗体検査の結果、接種が推奨される方

助成額 単独ワクチン 2,000円

混合ワクチン 3,000円

里帰り定期予防接種助成費 3,930千円

出産による保護者の里帰り等に伴い、県外で受けた

乳児の定期予防接種費を助成

対象年齢 １歳未満

小児がん治療による再接種助成費 100千円

定期予防接種後に白血病等の小児がんに罹患し、

骨髄移植などの治療を受けた場合に必要なワクチンの

再接種費を助成

(93) 成 人 保 健 費 994,532 健康診査費 937,730千円

住民健康診査

40歳以上の生活保護受給者に健康診査を実施

高齢者健康診査

75歳以上の後期高齢者等の健康診査を石川県

後期高齢者医療広域連合から受託
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

若年者健康診査

18～39歳の若年者を対象に健康診査を実施

肝炎ウイルス検診個別勧奨

肝炎ウイルス検診費の無料化や個別通知により、

受診を勧奨

対象者 40、45、50、55、60歳

すこやか・集団検診

胃がん、肺がん、大腸がん検診などを実施

もの忘れ健康診査

認知症の早期発見・対応のため、高齢者（要支

援・要介護認定者）を対象にもの忘れ健康診査

を実施

生活習慣病重症化予防事業費 1,400千円

慢性腎臓病など生活習慣病の重症化を予防するため、

対象者に対する保健指導や健康相談を実施

健康診査受診率向上対策費 100千円

地域出前講座や優良活動団体の表彰などを通じて、

受診を促進

かなざわ健康塾費 290千円

若年者を対象とした健康づくり教室の開催など

その他、訪問指導や健康相談の実施 など

(94) 健康づくり推進費 17,778 新 健康づくりチャレンジ事業費 1,100千円

市民団体等から公募した健康づくり企画を

金沢駅東もてなしドーム地下広場で実施

女性の健康づくり推進事業費 500千円

大学等と連携し、女性の健康づくりについての

啓発事業を実施 など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

改 受動喫煙防止対策費 1,790千円

新 2020年４月の改正健康増進法の施行を見据え、

受動喫煙を防止する環境づくりを推進

路線バスで周知啓発ポスターを掲示 など

妊婦を煙草の害から守るため、禁煙外来治療費を助成

対 象 者 禁煙に成功した妊婦及び同居人

助 成 額 自己負担額

助成回数 １回／人

新 受動喫煙防止プログラム推進事業〔再掲〕

児童生徒及び保護者を対象とした受動喫煙

防止のための講座を全小中学校で実施

新 本庁舎受動喫煙対策費〔再掲〕 8,600千円

第一本庁舎内の喫煙室を撤去し、屋外へ移設

"健・食・楽（学）"プロジェクト推進費 270千円

【重点戦略計画】

運動と食を組み合わせた朝活セミナーや疾病等で

食の制限がある方のための情報交換会の開催など、

食を通じた健康づくりを推進

金沢・健康を守る市民の会活動費補助 13,840千円

歯科保健対策費 28千円

歯科衛生士による親子むし歯予防出前講座を開催

新 保育所フッ化物洗口推進費（市立）〔再掲〕 500千円

児童の歯と口の健康づくりに向けて、すべての

市立保育所（13保育所）でフッ化物洗口を実施

新 私立保育所等フッ化物洗口推進費補助〔再掲〕 600千円

児童の歯と口の健康づくりに向けて、

フッ化物洗口を実施した保育所等を支援

新 口腔機能向上事業費〔再掲〕 400千円

口腔機能トレーニングを歯科医院で実施
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(95) 保健所運営費 322,880 医療安全相談事業費 130千円

骨髄提供希望者登録推進費 80千円

(96) 包括的母子支援費 45,823 妊娠・出産包括支援事業費 7,866千円

妊娠から出産、育児までの切れ目のない総合的支援体制

（金沢版ネウボラ）を構築

改 デイサービス型に加え、宿泊型の産後ケアを

追加し４市２町で広域実施

新 幼児発達支援体制強化費 500千円

福祉健康センターで就学前の子どもの発達に関する

相談会を実施するなど、支援体制を強化

小児科医及び心理士による個別相談の実施 など

元気に育て！赤ちゃん訪問事業費 11,880千円

保健師や助産師が生後３か月までの全出生世帯に

訪問指導を実施

母子保健対策費 21,901千円

３か月児、１歳６か月児、３歳６か月児健康診査など

(97) 泉野福祉健康 41,000 母子保健などの福祉健康センター機能に加え、介護予防や

センター改築 健康づくりなどの南部地区における拠点施設として改築

事業費 新 実施設計に着手 【重点戦略計画】

(98) 福祉健康センター費 618,766 改 こころ豊かな金沢のまちづくり事業費 4,665千円

新 金沢市自殺対策計画の具現化策として、若年層及び働き

盛り世代への自殺対策を強化

大学生の自殺に対する実態調査

大学生を対象としたゲートキーパー研修

「悩みを抱えている人のポータルサイト」の開設

「こころのマップ」の作成

メンタルヘルス講演会の開催 など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

精神保健対策費 1,319千円

精神保健ボランティアの活動支援や実践講座を実施

精神保健福祉相談、訪問指導を実施

新 精神障害者の退院後の生活を支援するため

地域生活支援連携会議等を開催

(99) 金沢健康プラザ 12,510 新 金沢健康プラザ大手町基本構想策定費 1,300千円

大手町費 老朽化が進む金沢健康プラザ大手町の再整備に向けた

基本構想を策定

金沢健康プラザ大手町運営費 11,210千円

市民の健康づくりの拠点として、各種の健康施策を実施

(100) 健康増進事業 57,341 改 金沢健康プラザ大手町を中心に健康教室等を実施

運営費 新 からだかろやか塾の開催

肥満の予防・改善に向けて運動実技や

食生活診断等を実施

新 栄養ケアセンターの開設

地域や医療機関で市民への栄養相談

支援を実施

わたしの健康ポイント事業

運動の習慣化を促すことで、市民の介護予防

及び健康づくりを推進

フレイル予防事業

フレイルサポーターの養成や活動支援体制を構築

(101) 救急・休日診療 130,009 新 大型連休中における当番医等の開設数を増加し、救急医療

対策費 体制を強化

（開設期間）

４月28日～５月６日

（開 設 数）

休日在宅当番医 延べ69医院 → 103医院

休日歯科診療医 延べ12医院 → 18医院

休日保険薬局 延べ24薬局 → 36薬局
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 休日における急病診療のあり方について、在宅当番医制度

を含めて検討

金沢広域急病センター運営事業費 111,202千円

駅西福祉健康センター内で小児科を４市２町で広域運営

診 療 日 全日

診療時間 午後７時30分～午後11時

診療科目 小児科・内科

二次救急医療体制整備事業費 6,765千円

休日、夜間に受診可能な医療機関情報を集約し、自動

音声等で案内

その他、日曜、祝日及び年末年始の当番医等による救急医療

の実施

(102) 市立病院の今後 800 公立病院としての役割や求められる機能を整理し、

のあり方検討費 再整備に向けた今後のあり方を検討

(103)新 (公財)金沢健康 998,800 保健と福祉の連携をより一層強化し、地域包括ケアシステム

福 祉 財 団 費 〔再掲〕 の構築や地域医療の更なる推進を図るため、金沢総合健康

センターと金沢市福祉サービス公社を統合

（受託事業費） 486,638千円

改 健康増進事業

金沢健康プラザ大手町を中心に健康教室等を実施

新 からだかろやか塾の開催

新 栄養ケアセンターの開設

わたしの健康ポイント事業

フレイル予防事業 など

金沢広域急病センター運営事業

駅西福祉健康センター内で小児科及び内科を運営
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

二次救急医療体制整備事業

休日、夜間に受診可能な医療機関情報を集約し、自動

音声等で案内

学校保健センター事業

小中学生の検診、健康相談、虫歯予防巡回指導など

改 在宅医療・介護連携推進事業

【重点戦略計画】

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、

在宅医療と介護の連携を推進

新 在宅医療・介護連携支援センターと基幹相談支援

センターを金沢健康プラザ大手町に集約し、

事業所向けの相談・支援機能をワンストップ化

認知症地域支援推進員設置事業

認知症の方を支える体制を整備するため、推進員を

専任配置

地域包括支援センター事業

介護予防に関するケアマネジメントを実施

障害支援区分認定調査事業

障害支援区分認定やサービスの支給決定時に専門調査員

による面談調査を実施

産前・産後ママヘルパー派遣

身近に援助者がいない家庭に対し、家事や育児を

支援するヘルパーを派遣

介護保険認定調査適正化の推進、養育支援家庭訪問、

シルバーハウジング生活援助員派遣、パソコンサロンや

老人福祉センターなどの福祉施設の管理運営 など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

（医療介護保険事業費） 389,897千円

訪問看護、通所介護、居宅介護支援、訪問介護、介護予防支援、

現行相当通所・訪問サービス、基準緩和型通所・訪問サービス、

介護予防ケアマネジメント

（障害者総合支援事業費） 51,552千円

居宅介護

身体・知的・精神障害者、障害児に対する訪問介護 など

障害者相談支援事業

障害福祉サービス利用者や家族からの相談を受付

（その他の自主事業費） 3,260千円

福祉人材養成事業

基準緩和型訪問サービスの担い手を養成するため、

ヘルパー養成研修を実施

自由契約型ヘルパー派遣事業

公的サービスの対象外となる家事支援、外出支援

及び子育て支援サービスを充実

介護予防運動訓練推進事業、第三者評価事業 など

(104) 保健衛生関係大会 28,330 改 冬期における学会等の誘致を強化するため、冬期開催及び

等開催費補助 大規模開催に対する加算制度を導入

県外からの参加者数100人以上で４万円を助成

100人増加毎に４万円を加算

新 冬期開催 100人毎に４万円を加算

新 大規模開催 1,000人毎に30万円を加算

最大補助額 550万円（5,000人以上）

(105) 災害時医療救護 1,700 改 災害発生時における迅速かつ的確な医療救護活動の実施に

対策費 向けて、医療救護体制の見直しに着手

新 災害時拠点施設となる保健所の機能調査を実施 など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(106) 難病等対策費 2,380 小児慢性特定疾病児童等自立支援事業費 1,030千円

改 医療、福祉、教育など多職種による相談や支援を

市民団体が主体となって実施

小児慢性特定疾病児童日常生活用具給付費 60千円

在宅難病患者療養支援費 100千円

(107) エイズ予防費 1,140 エイズ相談・検査、予防啓発

(108) 結 核 予 防 費 51,409 結核予防接種費 27,760千円

結核患者医療給付費 9,870千円

私立学校等結核診断費補助 4,200千円

(109) 感 染 症 予 防 費 47,261 海外感染症予防対策費 200千円

海外からの感染症に対する予防啓発等を実施

肝炎ウイルス検査費 4,360千円

性感染症予防対策費 360千円

風しん抗体検査助成費 7,350千円

妊娠を希望する女性等に検査費用を助成

新 成人男性風しん抗体検査費 27,400千円

昭和37年４月２日から昭和54年４月１日生

の男性に検査費用を助成

新 成人男性風しん予防接種費〔再掲〕 5,200千円

昭和37年４月２日から昭和54年４月１日生

の男性で抗体検査の結果、陰性であった方
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

蚊媒介感染症対策費 350千円

感染症対策支援ネットワーク運営費 330千円

(110) 動物愛護管理 50,993 動物愛護推進費 3,740千円

センター費 飼い主のいない犬や猫の殺処分ゼロをめざし、引取数の

削減や返還譲渡の強化など動物愛護を推進

飼い主のいない猫の不妊・去勢支援事業費 1,100千円

猫の引取り数を削減するため、飼い主のいない猫への

不妊・去勢手術費に対し助成

その他、猫侵入防止器の貸し出し、動物愛護フェスティバルの

開催、犬の登録事務や狂犬病予防 など

(111) 食の安全・安心 5,170 改 食品衛生法の改正に伴うＨＡＣＣＰの導入義務化に対応する

確保推進費 ため、普及啓発や指導を強化

【重点戦略計画】 新 事業者向け研修会等の開催

その他、食の安全・安心委員会の開催 など

(112) 住宅宿泊事業 220 住宅宿泊事業に関しての届出の受付、事業者への指導・監督

指導監督費 及び市民等からの苦情相談対応を実施

(113) 環 境 ・ 食 品 51,689 改 ホテル・旅館、理容・美容所、薬局、飲食店等の営業許可、

衛生指導費 施設への立入検査及び衛生講習会等を実施

新 高速液体クロマトグラフ質量分析計を更新

(114) と 畜 検 査 費 88,782 市民が安心して消費できる食肉を提供するため、

食肉の検査を実施
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(115) 食 育 推 進 費 10,190 改 金沢市食育推進計画（第３次）の具現化をめざし、

食育施策を推進 【重点戦略計画】

新 「野菜クイズアプリ」を導入し、健康づくりサポート店

と協働で若い世代の健康を増進

新 大学等との協働で農業体験を通した旬の野菜を使った

料理教室等を開催

クッキングカーを活用した訪問型の食育推進活動を実施

その他、食環境づくりの推進、食生活改善推進員の研修、

栄養食生活相談 など

(116) 衛 生 検 査 費 15,067 改 食品や浴場の細菌等検査、感染症予防業務など

新 食中毒発生時における検査の迅速化を図るため、

一斉検査法を導入

(117) 公害防止対策費 7,800 大気汚染悪臭・水質汚濁防止対策

大気汚染及び水質汚濁の状況を常時監視するほか、〔再 掲〕

有害大気汚染物質や土壌・地下水汚染などを調査

(118) 公 衆 浴 場 業 6,900 基幹設備設置費補助 3,900千円

育 成 費

公衆浴場活性化事業費補助 3,000千円

(119) 簡易水道対策費 5,000 簡易水道布設費等補助 5,000千円

(120) 上水道未普及地域 246,085 水道事業特別会計出資金等 171,200千円

解 消 事 業 費 森本北部地区上水道整備事業費（2019年度完成予定）

15,300千円

舘山配水池耐震化事業費（2021年度完成予定）

2,800千円

基幹管路耐震化事業費（2022年度完成予定）

153,100千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

上水道未普及地域解消事業費補助 26,500千円

工事負担限度額を超える額に対し、地元に補助

森本北部地区上水道組合

水道事業特別会計負担金 48,385千円

地方債借入償還費の一部を負担

(121) 国民健康保険費 46,335,313 県から示された標準保険料率への準拠を原則とするが、

（特別会計) 市民生活への影響に配慮し、基金からの繰入れ等を行う

ことにより、保険料率の一部を据置

（医療給付費分）

保険料率 所得割 年 8.47％ → 8.49％

均等割 月額 2,000円 → 据置

平等割 月額 1,850円 → 据置

平均改定率 1.07％

賦課限度額 年額 54万円 → 58万円

（国基準 58万円 → 61万円）

（後期高齢者支援金分）

保険料率 所得割 年 2.44％ → 2.55％

均等割 月額 820円 → 850円

平等割 月額 580円 → 590円

平均改定率 4.12％

賦課限度額 年額 19万円 → 据置

（国基準と同額）

（介護納付金分）

保険料率 所得割 年 2.13％ → 2.15％

均等割 月額 930円 → 据置

平等割 月額 420円 → 460円

平均改定率 0.80％

賦課限度額 年額 16万円 → 据置

（国基準と同額）
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

改 低所得者層に対する国民健康保険料の軽減対象世帯を拡大

軽減対象となる所得基準額を引き上げ、対象世帯を拡大

保険料軽減世帯数

新たに２割軽減となる世帯 約370世帯

２割軽減から５割軽減となる世帯 約200世帯

一般会計から繰入れ

負担緩和特例繰入金 78,552千円

特定健康診査等相当分を特別に繰入れ

財政安定化支援事業繰入金 133,042千円

国保財政の健全化と保険料負担の軽減のための

財政支援を継続

保険基盤安定繰入金 2,161,332千円

低所得者に対する保険料の減額相当額を繰入れ

改 所得基準額の引き上げにより、

対象世帯を拡大

改 葬祭費に対する特別繰入れを廃止

国民健康保険財政調整基金から繰入れ 1,128,815千円

保険料率の改定幅を抑制するため、基金から繰入れ

［医療給付費全体 45,806,664千円］

改 特定健康診査費 203,248千円

40歳以上の被保険者の生活習慣病予防のため、

健康診査を実施

新 医療機関における検査履歴を特定健康診査の

受診率として反映

改 特定保健指導費 8,054千円

特定健康診査の受診者を対象に生活習慣病予防のため、

保健指導を実施

新 医療機関による特定保健指導をモデル実施
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

ジェネリック医薬品利用促進費 5,700千円

被保険者の医療費負担の軽減と医療費適正化を推進

(122) 後期高齢者医療費 6,090,396 後期高齢者医療保険料負担金 4,851,241千円

（特別会計） 市が徴収した後期高齢者医療保険料を石川県後期高齢者

医療広域連合へ納付

事務費負担金 185,077千円

広域連合の運営経費などに対する負担金

一般会計から繰入れ

保険基盤安定繰入金 989,938千円

低所得者に対する後期高齢者医療保険料の減額

相当額を繰入れ

改 所得基準額の引き上げにより、

対象世帯を拡大

(123) 後期高齢者医療 4,549,018 後期高齢者の医療費に対する法定負担分

広域連合医療費 負担割合 １／１２

負担金

(124) 後期高齢者医療 56,150 後期高齢者にかかる健康診査費に対する補助

広域連合保健 国庫補助を除く対象事業費の１／２を補助

事業費補助
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

市民の利便性向上をめざし、療養環境の整備に取り組むととも(125) 市立病院事業費 6,534,301

に、引き続き、公立病院としての質の高い医療サービスの提供（特別会計）

に努めるほか、医療ニーズに応じた病床機能への転換を進める

など、一層の経営健全化を推進

病院機能の維持・向上と安らぎの空間の提供

新 市民の利便性向上のため、待合ロビーに公衆無線ＬＡＮ

コーナーを設置

新 小児科・産婦人科外来を装飾し、院内イメージを向上

新 ナースコール設備の改修工事

高圧受変電設備及び非常用発電設備の更新

地域包括ケアを支援する医療の確保

新 医療ニーズに応じ、急性期病床の一部を地域包括ケア病床

に転換

改 まちなかサロンの拡充

これまでの健康講座に加え、減塩食を通じた健康

寿命延伸講座を開催

職員の教育・研修体制の強化

ナンシー大学病院との間で、初期臨床研修医など若手医師

の相互派遣研修を実施

経営健全・効率化の推進

改 病棟の再編により一般病床を５床削減し、機動性のある

病棟運営を実践

改 薬品費や診療材料費の価格交渉を強化
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５．文化スポーツ部門
（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

スポーツ大会等の誘致や東京オリンピック等の事前合宿の受入れ、

スポーツ施設整備計画の実践など、スポーツ文化の推進による地域

の活性化に取り組むとともに、文化の人づくりや伝統文化の継承・

発展、歴史文化資産の活用など、本物の文化を生かしたまちづくり

を推進

( 1) 金沢文化スポーツ 93,061 金沢文化スポーツコミッションによる文化スポーツイベントの

コミッション費 誘致を推進

【重点戦略計画】

新 文化とスポーツのコラボレーション事業費 12,000千円

誘致したイベントの開催に併せて、文化とスポーツを

組み合わせた交流事業を実施

文化スポーツイベント誘致支援事業費 14,000千円

文化スポーツイベントを誘致した地元団体や主催団体に

対し奨励金等を交付

文化スポーツイベント誘致支援奨励金

対 象 金沢文化スポーツコミッションと連携して

誘致したイベント、コンクール、

コンサート、スポーツ競技大会

交 付 先 地元団体

奨 励 金 国内大会 100千円 ～ 2,000千円

国際大会 200千円 ～ 3,000千円

県外参加者数（50人以上）に応じて交付

加 算 額 国内大会 100千円 ～ 400千円

国際大会 200千円 ～ 800千円

観客数（2,000人以上）に応じて加算

改 交付期間 １年 → 継続開催は３年まで延長
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

文化スポーツイベント開催費補助金

対 象 文化スポーツイベント誘致支援奨励金の

対象となるイベント等

交 付 先 主催団体

補 助 金 文化スポーツイベント誘致支援奨励金の1/2

加 算 額 文化スポーツイベント誘致支援奨励金の1/2

改 交付期間 １年 → 継続開催は３年まで延長

そ の 他 シャトルバス助成

補 助 率 1/3 限度額 500千円

改 補助要件 県外参加者1,000人以上かつ

会場が分散

→ 参加者及び観客が300人以上

改 文化スポーツイベント誘致推進費 14,000千円

新 スポーツツーリズムネットワーク構築事業

世界最大のスポーツ国際会議

「スポーツアコードコンベンション」に出展

新 文化スポーツ情報発信事業

４Ｋ動画やＳＮＳを活用し、金沢の文化や

スポーツの取組を世界に発信

首都圏エリア重点誘致事業

地元団体と連携し誘致活動を展開

キーマン招聘事業

文化スポーツ団体のキーマンを招聘し、

市内のイベント開催施設や宿泊施設、

受入体制等のメリットを紹介

金沢文化スポーツコミッション運営費補助 53,061千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

( 2) 新 東アジア文化交流 20,900 東アジアにおける文化芸術の交流・発信拠点をめざし、

ネットワーク推進 中国及び韓国との文化・芸術交流事業を推進

事 業 費

【重点戦略計画】 金沢21世紀工芸祭 13,400千円

金沢の工芸とまちの魅力を発信するイベントを開催

開催時期 2019年10月～11月

日中韓文化交流事業 7,500千円

新 中国・ハルビン市、韓国・釜山広域市との

芸術交流や教育交流等を実施

( 3) 文化の人づくり 23,300 金沢の文化の人づくり助成費 5,000千円

推 進 費 本市の伝統芸能や伝統産業の継承発展をめざし、

指導的役割を担う人材の研修費用を支援

金沢人づくり学生塾費 900千円

大学生を対象とした伝統文化の体験講座を通じて

新たな担い手を育成

改 金沢伝統文化親子体験講座開催費 1,600千円

親子で金沢の伝統文化に触れる機会を提供し、

学習・体験を通じて文化の人づくりを推進

新 未就学児を対象に日本舞踊の体験講座を

保育所で開催

新 移住者を対象に親子文化体験講座を開催

文化施設を活用した人づくり推進費〔再掲〕 900千円

市の文化施設や人的な資産を活用し、地域や学校と

連携した人材育成事業を展開

夏休み子ども金工教室開催費 500千円

伝統工芸に触れる機会を創出するため、夏休み期間中に

小学生を対象とした金工（象嵌）体験講座を開催
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

金沢工芸子ども塾費 3,900千円

金沢の工芸や職人の技を生かし、子供の頃から

ものづくりの楽しさを体験することにより、

後継者を育成

改 加賀宝生子ども塾費 5,500千円

加賀宝生を子供たちに伝承することにより、

後継者を育成

新 文京区との友好交流都市協定締結を記念し、

能楽を学ぶ子供たちの交流事業を実施

金沢素囃子子ども塾費 4,500千円

金沢素囃子を子供たちに伝承することにより、

後継者を育成

発表会の開催 など

金沢・茶道子ども塾費 1,400千円

金沢の茶道を子供たちが学び、体験することにより、

茶道文化の担い手を育成

作法体験、茶道具作り など

( 4) 文化の人づくり 182,325 伝統文化の継承発展及び新たな文化の創造を担う人材の

基 金 積 立 金 育成に資するため、基金を積み立て

( 5) 改 金沢版ふるさと 182,800 国によるふるさと納税謝礼品の基準の明確化に併せ、

納 税 制 度 〔再掲〕 本市制度の拡充を図るとともに、寄附金を基金に積み立て

拡 充 事 業 費 活用策 文化の人づくり基金に積み立て、

金沢の文化を担う人材育成に活用

新 文化スポーツ施設再整備積立基金に積み立て、

文化施設及びスポーツ施設の再整備に活用
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

( 6) 伝統芸能奨励費 2,740 伝統芸能の後継者に奨励金を支給

〔再掲〕

( 7) 卯辰山工芸工房 36,400 伝統工芸の後継者育成のため、技術研修者を奨励

技 術 研 修 者 月額10万円

奨 励 金

( 8) 鏡花文学賞費 12,110 泉鏡花文学賞費 10,310千円

第47回泉鏡花文学賞授賞式

泉鏡花文学賞及び泉鏡花記念金沢市民文学賞の

選考、表彰

文化的魅力発信費 1,800千円

「金沢の魅力」について、泉鏡花文学賞受賞作家の

講演会やエッセーにより内外に発信

( 9) 芸術文化振興費 187,228 新 金沢伝統文化ナイトシアターモデル事業費 18,000千円

夜の賑わい創出を図るため、金沢の多彩な伝統文化を

凝縮し披露するナイトシアターを開催

開催期間 2019年９月～12月の木・金・土曜日

18時30分～19時30分 全50回

会 場 金沢市文化ホールなど

演 目 金沢芸妓の舞、箏曲、華道など

新 鼓門ナイトパフォーマンスモデル事業費 5,000千円

音楽やダンス等のパフォーマンスにより金沢駅周辺の

夜の賑わいを創出

開催期間 2019年８月～11月の木・金・土曜日

19～20時 全50回

会 場 金沢駅東広場地上部

分 野 音楽、ダンス、大道芸など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 欧州加賀宝生文化交流事業費 12,500千円

欧州で金沢の伝統文化を発信するため、

イタリア・ミラノで能楽を通じた文化交流事業を実施

加賀宝生の披露、呈茶など

改 欧米富裕層誘客事業費〔再掲〕 9,400千円

【重点戦略計画】

重点市場である欧米からの誘客を強化するため、

金沢の伝統芸能や食文化をテーマにしたプロモーションを

実施

新 「かなざわ講座・イン・ミラノ」の開催

新 芸妓文化継承支援費 11,630千円

芸妓文化を継承するため、新人芸妓等に対し奨励金を

交付するほか、芸妓の後継者育成費や稽古費に対し

助成

改 金沢芸妓文化発信事業費〔再掲〕 10,300千円

【重点戦略計画】

芸妓文化の振興をめざし、金沢芸妓の魅力を広く発信

新 「金沢芸妓夏のお稽古風景特別体験会」の開催

「金沢芸妓のほんものの芸にふれる旅」の開催

新 全国学生大茶会開催費 11,000千円

本市の茶の湯文化や茶室の魅力を発信するため、

全国から茶道部の学生を招聘し、茶会を開催

期 間 2019年８月31日～９月１日

会 場 旧中村邸、耕雲庵など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

新 日本地域文化貢献大賞費 5,000千円

地域における伝統文化の継承・発展等に貢献する

全国の企業や団体を表彰

地域文化貢献大賞

地域文化の継承・伝承に尽力する企業等を

表彰

地域文化価値創造大賞

地域文化に価値を見出し、生かすことで

地域活性化に貢献する企業等を表彰

新 文化振興激励費 300千円

芸術文化分野の国際大会等への出場者に対し

激励費を支給

国際大会 １人10千円～20千円

国内大会 １人５千円

新 ちょこっと文学発信事業費 1,700千円

三文豪や金沢ゆかりの作家の作品を紹介する

ＱＲコード付きのプレートをバス停等に設置し、

金沢の文化を発信

新 第32回奥の細道サミットin金沢開催費 3,400千円

全国から奥の細道ゆかりの都市や関係機関が金沢に集い、

芭蕉の功績や郷土の歴史文化を全国に発信

開催期間 2019年７月13日～７月14日

会 場 金沢市文化ホール等

改 金沢JAZZ STREET2019開催費 41,000千円

市民が支えるジャズイベントとして、世界に誇れる

ジャズの祭典を開催し、芸術文化のまち金沢を発信

開催期間 2019年９月14日～16日

新 ジュニア向け器楽演奏講座の開催

新 「サン・セバスチャン国際ジャズフェスティバル」

との連携

新 ジャズシーン写真展の開催

改 「じゃず for キッズコンサート」の開催
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

改 金沢ジャズキャンプ事業費 3,000千円

国際的なジャズ演奏家を講師に迎え、若手演奏者を

育成するためのジャズキャンプを開催

開催時期 2019年８月

場 所 俵芸術交流スタジオ

新 ゲント王立音楽院の著名演奏家による

「ジャズ歴史講座」を開催

新 まちなかでクロージングコンサートを開催

改 金沢アカペラ・タウン2019開催費 7,000千円

まちなかで全国の学生によるアカペラの祭典を実施し、

本市の魅力発信と誘客を促進

ストリートステージやアカペラコンクールを開催

新 10周年記念として、開催期間を３日間に拡大

2019年８月23日～25日

みんなの思い出黒板アート事業費 2,000千円

小学校で使用された黒板をアート作品として活用し、

もてなしドーム地下広場に展示

文化事業助成費 58,000千円

音楽、美術、演劇等の分野における催し物に対し助成

金沢・現代会議開催費 3,000千円

生きる意味や人と人との繋がりなど、人間の精神性を

テーマに有識者による講演と討論会を開催

開催時期 2019年11月予定

場 所 金沢市文化ホール

(10) 風と緑の楽都 15,500 伝統芸能などを取り入れた独自のプログラムによる音楽祭を

音楽祭開催費 開催

開催期間 2019年４月28日～５月５日 180公演
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(11) いしかわ県民 2,100 公益財団法人いしかわ県民文化振興基金の地域文化活性化事業に

文化振興基金 採択された、金沢市域を対象とする事業に対し助成

公 募 助 成 費

(12) 石川県音楽文化 135,190 運営費補助 125,190千円

振 興 事 業 団

助 成 費 地域文化振興推進費補助 10,000千円

オーケストラ入門コンサート、ジュニアの育成など

(13) 国際コンベン 300 国際コンベンションの誘致を促進するため、同時通訳者の

ション誘致費 派遣を支援

【重点戦略計画】

(14) 完 卯辰山工芸工房 499,200 世界に通用する人材の育成をめざし、卯辰山工芸工房の

リニューアル事業費 リニューアルに向けた改修工事を本格化

【重点戦略計画】 アーティスト･イン･レジデンスのスペースの新設

本館の資料保管スペースの刷新

工房棟の創作スペースの拡張や設備の更新 など

2019年11月竣工

(15) 加賀藩御細工所 7,000 御細工所にまつわる24業種の工芸資料を収集

工芸資料収集費

(16) 新 文化スポーツ施設 736,000 文化施設及びスポーツ施設の再整備に備え、

再整備積立基金 スポーツ施設再整備積立基金を改編し創設

積立金

(17) 新 アートホール 6,000 舞台機能の向上と施設設備の更新を図るため、

大規模改修事業費 大規模改修に向けた実施設計に着手
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(18) 芸術文化ホール 193,748 芸術文化ホール管理委託費 156,736千円

運 営 費 歌劇座、文化ホール、アートホールの施設管理

新 オペラ「ラ・トラヴィアータ」の公演

新 新作狂言「鮎」の公演

新 鈴木大拙と西田幾多郎をテーマにした

新作オペラ「ＺＥＮ」のプロモーションの実施 など

(19) 文化施設運営費 507,787 俵芸術交流スタジオ管理運営費 39,784千円

音楽を中心とした芸術・文化の交流拠点として運営

新 開館１周年を記念し、施設利用者と地域住民による

芸術交流祭を開催

開 催 日 2019年５月19日

完 快適なトイレ空間創造事業費 8,000千円

東京オリンピック・パラリンピックを見据え、

まちのもてなし力の向上をめざし、

快適なトイレ空間を創造

新 市民芸術村、牧山ガラス工房、おしがはら工房

文化施設管理委託費 370,703千円

市民芸術村、卯辰山工芸工房、牧山ガラス工房、

おしがはら工房、湯涌創作の森の施設管理

卯辰山工芸工房

新 設立30周年を記念し、

特別展「金沢卯辰山工芸工房30年の歩み」を開催

開催時期 2020年２月予定

(20) 金沢芸術創造 94,729 運営助成費 82,229千円

財 団 費

自主事業費 5,500千円

カナザワダンスシアター

ベストオブアンサンブル事業 など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

ナイトミュージアム事業費 7,000千円

【重点戦略計画】

夜間に文化施設を開館し、ワークショップや演奏会などの

イベントを実施

ゴールデンウィーク、金沢百万石まつり、

夏から秋の週末、金沢マラソン期間中に開催

芸術文化ホール管理委託費〔再掲〕 156,736千円

文化施設管理委託費〔再掲〕 370,703千円

金沢21世紀美術館管理委託費〔再掲〕 461,912千円

金沢能楽美術館管理委託費〔再掲〕 44,814千円

【歴史都市の推進】

(21) 歴史的景観保全 99,374 新 歴史的建築物活用推進費 300千円

事 業 費 金澤町家など歴史的建築物の保存及び活用を

促進するため、法的制限の一部を緩和

まちなみ形成事業費 3,000千円

【重点戦略計画】

新 金澤町家が連担したまちなみに調和する住宅の

基本設計に着手

大野地区まちなみ魅力発信事業費 2,000千円

大野地区の魅力発信に向けて、金澤町家を核とした

まちなみを形成

まちなみ形成計画に基づくモデル事業を実施

歴史まちづくり推進費 8,610千円

新 用水やまちなみを紹介する説明板の多言語化を実施
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

金沢寺院まちづくり推進費 200千円

寺院との連携によるまちづくり活動を推進

こまちなみ保存修景事業費補助 13,300千円

建物の外観や土塀の修景、構造補強に対し助成

にし茶屋街修景整備事業費補助 17,000千円

建物の外観修復や構造補強に対し助成

旧江戸村施設移転整備事業費 8,300千円

新 旧平尾家住宅（市指定文化財）の公開に向けて、

園路や案内サインを整備

金沢湯涌江戸村運営費 46,297千円

文化財建造物等の保存・公開及び学習・文化活動の場

として旧松下家住宅、旧石倉家住宅、旧山川家住宅及び

旧園田家住宅などの歴史的建造物を公開

新 旧平尾家住宅を2019年秋に公開

長町景観地区保全活用事業費〔再掲〕 31,000千円

【重点戦略計画】

歴史的なまちなみを保全するため、土塀の保全や

建築物の修景整備等に対し支援

(22) 歴史的用水保全 11,117 新 辰巳用水整備事業費 10,000千円

事 業 費 金沢美術工芸大学の移転整備に併せ、

金沢大学工学部跡地周辺を流れる辰巳用水の

修景整備に向けた実施設計に着手
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(23) 金澤町家保存 55,004 新 金澤町家宿泊施設再生事業費補助 22,500千円

活 用 費 金澤町家の宿泊施設への再生・活用を促進するための

【重点戦略計画】 支援制度を創設

対 象 金澤町家（昭和25年以前建築の町家）

対象区域 伝統環境保存区域など

対 象 者 所有者、占有者、管理者

助成内容 こまちなみ保存建造物（保存契約建物）

補助率 70％

耐震補強 300万円

外部修復・内部、内装改修

750万円

限度額 1,050万円

上記以外のこまちなみ保存建造物

補助率 70％

耐震補強 300万円

外部修復・内部、内装改修

550万円

限度額 850万円

こまちなみ保存区域の金澤町家

補助率 70％

耐震補強 250万円

外部修復・内部、内装改修

350万円

限度額 600万円

上記以外の金澤町家

補助率 50％

耐震補強 250万円

外部修復・内部、内装改修、

設備機器 300万円

限度額 550万円

改 金澤町家保全活用事業費 2,880千円

町家保全・活用団体への支援を通じて、町家の

利活用による魅力的なまちづくりを推進

新 大規模改修及び解体時における事前届け出を

義務化
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

金澤町家情報館運営費 15,172千円

金澤町家の保全活用に関する相談やコンサルティングを

実施

金澤町家再生活用事業費補助 14,000千円

町家の再生活用を推進するため、木造建築物の内外部の

修復や補強等に対し助成

(24) 世界遺産登録 43,600 加賀藩主前田家墓所史跡整備事業費 10,000千円

推進事業費 整備基本計画に基づく史跡整備 など

辰巳用水史跡整備事業費 17,200千円

緊急的な保存対策の実施 など

土清水塩硝蔵跡史跡整備事業費 16,400千円

史跡指定地の一部を計画的に取得

(25) 伝統環境保存費 3,823 改 金沢歴史遺産探訪月間開催費 640千円

文化財愛護にかかる気運醸成を図るため、文化財に

親しむ企画を集中的に開催

新 国選定保存技術「縁付金箔製造」の

体験会を開催

(26) 史跡保存対策費 17,420 改 加越国境城跡群等史跡整備費 14,600千円

新 高峠城跡、荒山城跡及び二俣越の国史跡追加指定に向けた

詳細調査に着手

国史跡指定を受けた切山城跡、松根城跡及び小原越の

整備基本計画に基づく史跡整備を推進

新 史跡等標示板多言語化推進費 2,500千円

旧城下町区域の史跡等標示板の多言語化を計画的に実施

卯辰山山麓寺院群周辺
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(27) 伝統的建造物群 133,450 国の重要伝統的建造物群保存地区にふさわしい景観を保全する

保存地区保存 ため、建造物の修理・修景などに対し助成

対 策 費

【重点戦略計画】 東山ひがし重要伝統的建造物群保存地区 2,000千円

主計町重要伝統的建造物群保存地区 6,250千円

改 防災計画を改定

新 選定10周年記念式典の開催

卯辰山麓重要伝統的建造物群保存地区 54,300千円

寺町台重要伝統的建造物群保存地区 70,100千円

防火水槽の設置工事を実施

(28) 文 化 財 保 存 47,530 地域無形民俗文化財保存継承費 3,700千円

整 備 費 【重点戦略計画】

新 無形民俗文化財の保存継承に向けた映像資料等を作成

新 分布マップを作成し、地域の無形民俗文化財を

広く周知

新 文化財環境整備費 800千円

市名勝「西家庭園」の池泉環境を改善

石製文化財保存検討費 370千円

希少な石製文化財の保存・活用を検討

市文化財「慈雲寺冨田家石廟群附灯籠」など

国指定重要文化財助成費 430千円

国重要文化財「成巽閣」の保存修理に対し助成

県指定文化財助成費 120千円

県文化財「本多政重・政長関係資料」の保存修理に

対し助成
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

市指定文化財等保存修理事業費 35,100千円

市指定文化財及び指定保存建造物の修理等に対し助成

文化財保存調査費 3,800千円

国登録に向けて、近代化遺産の現況調査等を実施

市指定に向けて、文献史料や歴史的建造物の現況調査等を

実施

文化財ボランティア活動支援費 700千円

まちしるべ標柱の補修や史跡パトロール等を文化財

ボランティア「うめばちの会」へ委託

金石・大野・粟崎地区において石造物調査等を実施

(29) 埋 蔵 文 化 財 77,725 石川中央都市圏歴史遺産活用事業費 600千円

保 護 費 石川中央都市圏内の縄文時代から近世までの史跡や

考古資料などの魅力を全国に発信

縄文文化体験講座開催費 3,930千円

埋蔵文化財センター２階の縄文文化体験コーナーに

おいて、小学生等を対象とした体験講座を開催

金沢を好きな子どもづくり事業費 1,370千円

歴史遺産に直接ふれる講座やイベントを開催

埋蔵文化財発掘調査費 54,040千円

金沢城下町遺跡の発掘調査 など

(30) 職人技術向上費 57,286 金沢職人大学校運営費 56,546千円

子どもマイスタースクール運営費 1,044千円

小中学生を対象に、職人の技術体験塾を開設

職人さんの茶道普及費・加賀宝生普及費など

「匠の技」職人表彰費 240千円

技術保存や後継者育成など貢献のあった方を顕彰

-203-



（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(31) 伝統芸能奨励費 2,740 伝統芸能の後継者に奨励金を支給

(32) 博物館等利用 20,000 新 文化施設展示機能等強化事業費 9,200千円

促 進 費 新規リピーターや外国人観光客の誘客を促進するため、

展示機能等を充実

金沢くらしの博物館にＡＲ（拡張現実）技術を

活用した体験型アプリを導入

多言語の展示音声ガイドを導入

ホームページやパンフレット等の多言語化を推進

新 孫と楽しむ文化施設おでかけ促進費 200千円

祖父母と孫が文化施設の観覧を楽しむモデル事業を実施

金沢ふるさと偉人館、金沢くらしの博物館

文化施設を活用した人づくり推進費 900千円

市の文化施設や人的な資産を活用し、地域や学校と

連携した人材育成事業を展開

完 快適なトイレ空間創造事業費 2,800千円

東京オリンピック・パラリンピックを見据え、

まちのもてなし力の向上をめざし、

快適なトイレ空間を創造

新 安江金箔工芸館、金沢ふるさと偉人館

ナイトミュージアム事業費 1,900千円

【重点戦略計画】

文化施設の夜間開館に合わせ、演奏会や朗読会などの

イベントを実施

県・市文化施設共通鑑賞パスポート事業費 1,000千円

県市共通２日間パスポートを期間限定で販売

とくとくミュージアムめぐり事業費 4,000千円

文化施設の入館・体験ポイント数に応じて、

ミュージアムグッズを贈呈
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(33) 博物館等運営費 419,532 博物館等管理委託費 399,790千円

金沢くらしの博物館、安江金箔工芸館、金沢ふるさと

偉人館、泉鏡花記念館、金沢湯涌夢二館、金沢蓄音器館、

前田土佐守家資料館、室生犀星記念館、徳田秋聲記念館、

老舗記念館、金沢文芸館、鈴木大拙館の施設管理 など

泉鏡花記念館

新 開館20周年を記念し、

特別展「鏡花をおくる」を開催

室生犀星記念館

新 犀星生誕130周年を記念し、

犀星作詞の曲をテーマにしたコンサートを開催

老舗記念館

新 開館30周年を記念し、加賀水引を新調

(34) 美術品購入費 17,000 金沢湯涌夢二館、中村記念美術館などの収蔵作品をはじめ、

金沢ゆかりの作家等が制作した優れた作品を収集

(35) 金沢文化振興 75,740 文化振興財団運営助成費 52,322千円

財 団 費

文化振興事業助成費 4,857千円

ナイトミュージアム事業費〔再掲〕 1,900千円

【重点戦略計画】

文化施設首都圏発信事業費 450千円

新 東京都が実施する東京文化財ウィークの企画事業

として、目黒区の旧前田家本邸洋館において、

蓄音器講座を開催

歩いて訪ねる文化施設クイズラリー事業費 320千円

東山界隈の文化施設を巡るクイズラリーを実施
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

三文豪月間事業費 795千円

三文豪講演会や三文豪映画祭などを開催

博物館等管理委託費〔再掲〕 399,790千円

中村記念美術館管理委託費〔再掲〕 42,282千円

施設管理運営事業費 18,561千円

(36) 金沢21世紀美術館 601,512 開館15周年を記念し、「大コレクション展（仮称）」を開催

運営費 するほか、観覧料金の改定に併せ、混雑の緩和と来館者の

利便性向上を図るため、受入環境の充実やリニューアル整備を

実施

企画運営費 225,120千円

展覧会開催費 109,550千円

新 「大岩オスカール（仮称）」

ブラジルを代表するアーティスト

大岩オスカールの個展を開催

新 「大コレクション展（仮称）」

開館15周年を記念し、

所蔵品のコレクション展を大規模に開催

新 奥能登国際芸術祭プレイベントを開催 など

教育研究普及事業費 18,570千円

新 「自治区2019（仮称）」

国内外から現代美術作家等を招聘し、

多様なプログラムを長期的に展開

金石・大野地区でアーティスト・イン・

レジデンスを実施

現代に関わる協働パブリック・プログラム

を開催

-206-



（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

地域文化活性化支援事業費 8,700千円

交流ゾーンを活用した地域交流事業等を実施

高校生が舞台に親しむための鑑賞ツアーを開催

教育普及・生涯学習基盤整備事業費 11,000千円

新 誰もが来館し、楽しむことができるプログラムを

実施

「みんなの美術館へようこそ（仮称）」

「ARTS PLANET －子どもの日（仮称）」

キッズスタジオの運営

小学生を対象としたワークショップや

親子向けの教室を開催

新 開館15周年リニューアル事業費 3,400千円

アートバスの更新に向けて外観デザインを制作

ホームページをリニューアル など

管理運営費 236,792千円

改 混雑の緩和と来館者の受入環境を充実するため、

開館15周年を機に、コレクション展の観覧料金を改定

コレクション展（普通観覧料金）

一 般 360円 → 450円

大学生 280円 → 310円

小中高生 無料 → 据置

65歳以上 280円 → 360円

金沢能楽美術館との共通観覧料金

一 般 510円 → 570円

大学生 460円 → 480円

65歳以上 460円 → 530円

スイミング・プールの地上部を有料ゾーンに

追加 など

新 来館者受入環境充実費 40,000千円

館内スタッフの増員

コンシェルジュの配置 など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

施設整備費 139,600千円

新 開館15周年リニューアル整備事業費 105,200千円

総合受付の改修

快適なトイレ空間の創造

市民ギャラリーの内装及び照明設備の改修

コインロッカーの増設

リニューアル整備に伴い、2019年12月中旬から2020年２月初旬

まで閉館予定

(37) 金沢能楽美術館 51,214 金沢能楽美術館管理委託費 44,814千円

運 営 費 新 能楽器体験講座を開催

新 情報サロンの多言語化を推進

(38) 中村記念美術館 70,750 中村記念美術館管理委託費 42,282千円

運 営 費 新 開館30周年を記念し、特別展を開催

「仙叟・大樋焼・寒雉釜 金沢の茶の湯（仮称）」

「波津彬子「雨柳堂夢咄」と古美術の世界」

(39) 美術館美術品 90,000 基金で取得する美術品を、一般会計で再取得

取 得 費 美術館美術品購入基金繰入金〈歳入〉 90,000千円

(40) 美術館美術品 141,200 将来にわたる美術品の購入に備えるため、基金を積み立て

購入基金積立金
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【スポーツ文化推進施策】

(41) オリンピック・パラ 28,700 改 ホストタウン推進費 22,200千円

リンピックムーブ ホストタウン交流計画に基づき、フランスからの

メント推進費 事前合宿の誘致やオリンピアン・パラリンピアンによる

【重点戦略計画】 ふれあい教室などを開催

新 フランスのウエイトリフティング選手及び

水泳選手の受入（2019年７月）

日本パラリンピック水泳選手の受入

オリンピアン・パラリンピアンによる

ふれあい教室の開催 など

新 ホストタウンボランティア養成事業費 2,500千円

ホストタウンの事前合宿時にサポートスタッフとして

活動するボランティアを養成

新 パラスポーツ普及促進費 1,000千円

東京パラリンピック開催に向けた気運の醸成を図るため、

パラスポーツ競技大会を開催

実施種目 ボッチャ、カローリングなど

改 オリンピック・パラリンピック教育推進費〔再掲〕

3,090千円

ユネスコ・スクールの趣旨を生かし、小中学校における

オリンピック・パラリンピック教育を推進

新 パラリンピック選手による講演会等を実施

全小中学校で実践研究を実施

パラリンピアン等育成事業費 3,000千円

東京パラリンピックの開催に向けて、パラリンピック等で

活躍が期待される選手の競技活動を支援

助成要件 本市内居住又は本市ゆかりの者

助 成 額 年額上限30万円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(42） 市民スポーツ 178,865 改 スポーツ文化推進費 4,940千円

振 興 費 【重点戦略計画】

新たなまちの魅力として、スポーツ文化を生かした

まちづくりを推進

新 本市ゆかりのスポーツ遺産を内外に発信

新 ラグビーワールドカップの開催に併せ、

ラグビーを通じた子供の交流事業を実施

新 市役所庁舎前広場等で、パブリックビューイングを

開催

スポーツ文化活動賞により功労者を表彰

新 スポーツ文化広域連携推進費 1,300千円

石川中央都市圏の４市２町で連絡会を設置し、

スポーツ施設の相互利用やスポーツ交流等を検討

改 ホームタウンチーム交流促進費 7,000千円

市、事業者及びスポーツ関係団体等が連携し、

スポーツを通じた交流を促進

新 金沢メギスを使用したスタジアムグルメの提供

小学生を対象としたプロスポーツ選手による

出前教室の開催 など

新 地域活性化スポーツプロジェクト推進費 1,000千円

産学官が連携し体験型のスポーツイベントを開催

プロ選手等によるサッカー教室

ウォーキング・健康増進講座 など

場 所 金沢大学SOLTILO FIELD

新 障害者スポーツ活動支援費 2,500千円

障害者スポーツの促進と裾野の拡大を図るため、

金沢マラソンチャリティーランナー枠寄附金を活用し、

障害者スポーツ団体の取組を支援

補助率 1/2 限度額 200千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

障害者高齢者体育館管理運営費〔再掲〕 19,443千円

新 パラリンピック種目「ボッチャ」の競技用具を整備

新 中田周三氏顕彰費 350千円

本市出身で日本飛込競技界発展の功労者である

中田周三氏の功績を顕彰し、記録等を展示

アスリートセカンドキャリア支援費 2,400千円

【重点戦略計画】

地域のスポーツ団体を指導するアスリートの定着を

図るため、アスリートを雇用する企業や競技団体に

対して支援

雇用奨励金

アスリート 国際大会出場者又は国内大会

ベスト８以上の成績を修めた者

上記を指導した実績のある者

地元プロスポーツチームに所属し

引退した者

対 象 企 業 競技団体の紹介を受けて

アスリートを雇用する企業

奨 励 金 年間50万円

交 付 期 間 雇用６ヶ月経過後、半年毎に交付

最大３年間

そ の 他 地域での指導活動の継続を要件化

指導活動費補助金

アスリート 雇用奨励金と同じ

対 象 団 体 企業にアスリートを紹介し、雇用後

も連携して地域指導を行う競技団体

補 助 金 補助率 1/2 上限10万円

交 付 期 間 最大３年間

そ の 他 地域での指導活動の継続を要件化
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

第５回金沢マラソン開催費 90,000千円

【重点戦略計画】

市民や企業と一体となって、まちに活力をもたらし、

本市の魅力を国内外に発信する金沢マラソンを開催

開催日 2019年10月27日

改 定 員 12,000人 → 13,000人

新 優先出場枠として、ふるさと納税ランナー枠及び

チャリティーランナー枠を新設

寄附金の活用策

ふるさと納税ランナー枠分

新 文化スポーツ施設再整備積立基金に

積み立て、文化施設及びスポーツ施設の

再整備に活用

チャリティーランナー枠分

新 障害者スポーツの促進と裾野の拡大を

図るため、障害者スポーツ団体の取組を

支援

新 文化活動及びスポーツ活動に熱心に

取り組む低所得家庭の高校生に対し

奨学金を支給

かなざわスポーツフェスティバル開催費 3,000千円

【重点戦略計画】

多種目体験型のスポーツイベントを開催し、

市民がスポーツに親しむ機会を拡大

金沢ウォーク開催費 5,000千円

【重点戦略計画】

まちなかを主会場として、内外から多くの来訪者が参加

するウォーキング大会を開催

主会場 いしかわ四高記念公園
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

スポーツツーリズム推進費〔再掲〕 1,700千円

【重点戦略計画】

金沢に拠点を置くプロスポーツチーム等と連携し、

スポーツツーリズムを推進

相手チームのホーム戦で金沢観光ＰＲブースを出展

アウェイサポーターのまちなか周遊を促すため、

商店街等で利用できるクーポン冊子を配布 など

本田圭佑クライフコート６人制大会開催費 180千円

９歳以下の小学生による６人制サッカー大会を開催

スポーツ交流促進費 400千円

スポーツ交流協定を締結した都市等との交流活動に対し

助成

補助率 1/2（子ども2/3）

限度額 400千円

地域スポーツコーディネーター育成費 200千円

【重点戦略計画】

地域スポーツ推進体制の核となる人材を育成

市民スポーツ大会開催費 820千円

市民がスポーツ活動へ参加する機会を提供するため、

スポーツ大会を開催

市民スポーツ活動振興費 10,000千円

地域スポーツ活動の推進、児童スポーツクラブの育成など

全日本大学選抜相撲大会開催費 4,760千円

開催日 2019年７月14日

会 場 卯辰山相撲場

参加校 東日本11校、西日本４校、推薦１校

金沢市体育協会運営費補助 26,800千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(43) 体 育 施 設 616,780 金沢南総合運動公園再整備事業費 546,000千円

施設設備整備費 【重点戦略計画】

新 球技場の人工芝化及びスコアボードの改修工事に着手

2020年４月供用開始予定

新 総合プール跡地に暫定駐車場を整備

2019年11月供用開始予定

城北市民運動公園整備事業費〔再掲〕 177,000千円

【重点戦略計画】

新 市民サッカー場の再整備に向けて基本設計に着手

51,000千円

新 北第二駐車場の整備に着手 126,000千円

新 市民野球場再整備事業費〔再掲〕 13,600千円

人工芝化や夜間照明設備等の更新に向けた実施設計に

着手

総合体育館整備事業費 18,000千円

新 第１競技場等のトイレを改修

市民テニスコート整備事業費 29,000千円

新 城北市民テニスコートの夜間照明設備を更新

新 西金沢テニスコートのフェンスを増設

体育施設の修繕工事、備品整備など

(44) 体 育 施 設 457,655 総合体育館、陸上競技場など市内40施設を管理運営

管理運営費 345,912千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(45) 金沢市スポーツ 89,214 スポーツ事業団運営助成費

事業団費 スポーツ、健康、福祉等の各分野において、市民の

スポーツ活動を支援するスポーツ推進事業を実施

体育施設管理委託費（40施設）〔再掲〕 345,912千円

公園施設管理委託費（６施設）〔再掲〕 54,715千円

額谷ふれあい体育館管理委託費〔再掲〕 5,739千円

(46) 新 市 民 野 球 場 13,600 人工芝化や夜間照明設備等の更新に向けた実施設計に着手

再整備事業費

(47) 公園内運動施設 312,950 施設の維持管理など

管理運営費 新 屋内交流広場（2019年４月７日供用開始）

(48) 額谷ふれあい 6,739 施設の維持管理など

体育館管理運営

費

(49) 医王山スポーツ 35,175 施設の管理運営

センター費 新 宿泊棟及び射撃場のトイレを改修
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６．教育部門
(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

逞しく心豊かな子供たちを育むため、金沢型学校教育モデルの実

践や教育施設等の再整備に取り組むとともに、長土塀青少年交流

センターを開設し青少年教育の強化を図るほか、家庭教育及び生

涯学習施策を積極的に推進

( 1) 金沢子どもを育む 2,050 「金沢子どもを育む行動計画」の普及啓発活動を推進

行動計画推進費 新 金沢子どもを育む行動計画のフォーラムを開催

家庭向けハンドブックの増刷など

( 2) 金沢型学校教育 16,530 完 金沢ベーシックカリキュラム実践推進費 9,200千円

モデル実践費 学校の特色を生かした実践研究を通じて、

【重点戦略計画】 教員の指導力と児童生徒の学力を向上

完 主体的・対話的で深い学び実践研究費 900千円

新学習指導要領の全面実施に向けて、教員の授業力の

向上を図るため、若手教員グループによる実践研究を

実施

新 実践ガイドブック（評価編）を作成し、小中学校

へ配布

改 金沢型学校教育モデル推進費 260千円

新 2020年度より小学校で使用する教科書の内容に沿った

金沢ベーシックカリキュラムを作成

完 金沢型学習スタイル映像資料作成費 200千円

金沢型学習スタイルに基づく授業内容の充実を図るため、

映像による指導資料を計画的に作成

新 小中学校の道徳で使用する資料

金沢ふるさと学習推進費 5,420千円

ふるさとに関する調べ学習を通して、金沢のまちに

愛着と誇りを持つまちづくりの担い手を育成
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

金沢「絆」活動推進費 550千円

人と人との「絆」を大切にしながら、責任感や思いやり、

コミュニケーション能力等の心と力を磨く児童会・生徒

会活動を推進

( 3) 金沢型小中一貫 7,630 「金沢型小中一貫教育」を学びの土台と位置づけ、小中連携を

教育実践費 強化し、９年間を見通した連続性のある教育活動を展開

【重点戦略計画】 小中学校の授業の改善や指導に反映させるため、中学校

入学直後に学習到達度を確認する全市統一問題を作成

各小中学校における指導充実のため学力調査を実施

( 4) 特色ある学校 35,870 改 オリンピック・パラリンピック教育推進費 3,090千円

づくり推進費 ユネスコ・スクールの趣旨を生かし、小中学校における

オリンピック・パラリンピック教育を推進

新 パラリンピック選手による講演会等を実施

全小中学校で実践研究を実施

改 コミュニティ・スクール推進費 13,830千円

地域の住民が学校と連携し、学校運営に参画する

コミュニティ・スクールを推進

全小学校53校、中学校１校で実施

新 中学校での実施拡大に向けて、コミュニティ

・スクール推進会議を設置

新３学期制実践費 5,520千円

学びのステップを大切にした３学期制のもとで、

家庭や地域と連携し、特色ある教育活動を推進

サマースクールの開催

児童生徒が学習意欲を継続しながら夏休みを

有意義に過ごせるよう全校で開催

スクールフォーラムの開催

保護者や地域住民の学校運営への参画を

促進するため、全校で開催

スクールモニターの運営

学校評議員とともに開かれた学校づくりの

担い手となる校外協力員を委嘱
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

子どもの「体力・運動能力」向上推進費 2,500千円

児童生徒の体力・運動能力向上のため、新体力テストの

データを分析し、効果的な取り組みを検討

体力向上支援事業費 610千円

児童生徒の体力向上のため、子供たちが自主的に

取り組む事業や教科体育に重点を置いた施策を展開

特別非常勤講師活用推進費 1,260千円

図工や音楽などの教科で地域の優れた人材を活用

スクールサポーター活用推進費 5,130千円

児童生徒の学習への興味や理解度を深めるため、

教科学習等に地域の人材や大学生を活用

防災教育実践費 430千円

東日本大震災の教訓を踏まえ、小中学生が状況に応じて

適切な行動ができる危機管理能力を養成

エネルギー教育推進費 1,000千円

風力・水力・太陽光エネルギー等に関する教材を

中学校に整備

学校教育指定研究費 1,900千円

田んぼ・農園等での農業体験や道徳教育に関する

研究等を実施

( 5) 読書環境充実費 125,563 小中学校司書配置費 98,160千円

【重点戦略計画】

読書環境の充実のため、学校司書を配置

市立工業高等学校学校司書配置費〔再掲〕 2,431千円

市立工業高等学校の読書環境の充実のため、

学校司書を配置
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(単位 千円)

事 業 名 予算額 内 容

学校司書育成費 110千円

学校司書の資質向上のため、必要な専門知識や技術を

習得する研修会等を開催

学校図書館環境整備推進費 288千円

学校司書と司書教諭等との連携により、授業等で

活用しやすい図書館環境を整備

学校図書館管理システム運営費 27,005千円

学校図書の検索や貸出管理により、児童生徒の豊かな

読書活動を支援

学校図書更新費〔再掲〕 44,700千円

【重点戦略計画】

５か年計画による図書更新（2018年度～2022年度）

国の標準冊数に対して小中学校全体で平均充足率110％を

維持し、小中学校合わせて毎年約21,000冊の図書を更新

学校図書館支援費〔再掲〕 2,600千円

学校支援図書の購入や貸出図書の配送

新 小中学生図書館ボランティアと学校図書委員の

意見交換会を開催

( 6) 小中一貫英語 160,245 改 小中一貫英語教育充実費 18,510千円

教育推進費 新 新学習指導要領の全面実施に向けて小学校英語教育

の副読本を作成

小中一貫英語教育推進アドバイザーを派遣

英語能力判定テストを実施 など

外国語指導助手（ＡＬＴ）の配置 59,278千円

生きた英語を身につけるため、外国人スタッフを

13人配置

英語インストラクターの配置 82,457千円

教員とのティームティーチングにより英語指導を充実

小学校３～６年生を指導 44人
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(単位 千円)

事 業 名 予算額 内 容

( 7) 特別支援教育 127,910 小中学校医療的ケア推進費 10,270千円

推進費 【重点戦略計画】

学校生活において医療的ケアが必要な児童生徒を

支援するため、小中学校へ学校看護師を派遣

特別支援教育充実費 116,350千円

【重点戦略計画】

特別支援学級や通常学級で支援を必要とする児童生徒に

対する支援員を派遣

特別支援教育実践拠点校指定費 700千円

【重点戦略計画】

特別支援教育の実践拠点校を指定し、実践研修を通じて

教員の資質を向上

指定校 小将町中学校特学分校

中央小学校芳斎分校

新 発達障害等児童生徒支援推進費〔再掲〕 800千円

発達障害等児童生徒の社会的自立に向けた支援を充実

教育プラザの適応指導教室等において、

音楽や美術、歴史に関する体験教室を実施

ＩＣＴ機器を活用した教材の開発やＳＮＳ等を

活用した相談体制の構築について検討

発達障害支援費〔再掲〕 3,700千円

発達障害支援専門員や医師などによる継続した相談を実施

( 8) いじめを許さない 34,086 金沢市いじめ防止基本方針に基づき、いじめや不登校の

学校づくり推進費 未然防止と早期対応を図るための各種施策を展開

【重点戦略計画】 ＱＵアンケートの実施

学校生活における満足度や意欲、ソーシャルスキル

尺度を測定し、いじめや不登校の未然防止と

早期対応に活用

いじめ問題対策連絡協議会等を開催

ネットいじめ防止講演会を全小中学校で開催
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（単位 千円)

事 業 名 予算額 内 容

( 9) 心の教育総合 28,535 心の教育推進費 6,010千円

推進費 不登校等の児童生徒を支援するため、心の絆サポーター

【重点戦略計画】 を派遣

心と学びの支援員派遣費 22,525千円

別室登校児童生徒等の復帰を支援するため、

学習支援と相談業務を行う支援員を派遣

(10) 子ども職場体験 1,170 体験・キャリア教育推進費

教育推進費 中学校１・２年生を対象に、学校・家庭・地域・企業が

連携した職場体験を実施

(11) 部活動振興費 24,736 中学校部活動振興費 9,636千円

中学校における部活動の指導充実に向けて、

退職教員等を部活動指導員として配置

改 指導員の増員 ７人 → 10人

中学校部活動大会派遣援助費 11,100千円

全国大会等に参加する場合の旅費や宿泊費を助成

中学校部活動大型備品整備費 4,000千円

スポーツや文化活動を通して、豊かな人間性と健全な

身体の形成を図るため、部活動に使用する大型備品を

計画的に整備

(12) 体育活動振興費 17,000 中学校体育連盟運営事業交付金

体育部活動費、選手派遣費などを助成

(13) 文化活動奨励費 10,460 中学校文化連盟交付金 2,500千円

文化部活動の運営や全国中学校総合文化祭への

参加を支援
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

中学校文化活動魅力創出事業費 4,120千円

「中学生文化創造夢空間2019」の開催など

岡文化賞費 1,390千円

新 岡文化賞制定40周年記念講演会を開催

(14) 教 材 整 備 費 644,075 学校図書更新費 44,700千円

【重点戦略計画】

５か年計画による図書更新（2018年度～2022年度）

国の標準冊数に対して小中学校全体で平均充足率110％を

維持し、小中学校合わせて毎年約21,000冊の図書を更新

情報教育機器整備費 461,333千円

改 教育用ネットワークのセキュリティを強化

(15) 中 央 地 区 623,200 中央小学校移転整備事業費 338,200千円

教 育 施 設 等 玉川こども図書館再整備事業費 285,000千円

再整備事業費 公文書館整備事業費〔再掲〕 4,900千円

【重点戦略計画】

新 中央小学校を玉川こども図書館の敷地に移転整備する

とともに、玉川こども図書館及び公文書館の一体整備に

向けた実施設計に着手

場 所 玉川町地内

（現玉川こども図書館敷地内）

小 学 校 鉄骨鉄筋コンクリート造４階建

延床面積 7,300㎡

図 書 館 鉄骨鉄筋コンクリート造地上３階

地下１階建（地下駐車場併設）

延床面積

図書館 2,600㎡

地下駐車場 2,530㎡

公文書館 玉川こども図書館内

延床面積 400㎡

2022年３月完成予定
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

債務負担

120,000

(16) 犀 桜 小 学 校 170,000 新 新竪町小学校と菊川町小学校の統合校である犀桜小学校の

建 設 事 業 費 校舎建設に向けた実施設計に着手

【重点戦略計画】 場 所 菊川１丁目地内（現菊川町小学校敷地内）

新 校 舎 鉄筋コンクリート造４階建

延床面積 5,800㎡

2022年３月完成予定

(17) 森山町小学校 1,850,000 老朽化に伴う校舎の改築工事を本格化

校舎改築事業費 場 所 森山２丁目地内

【重点戦略計画】 新 校 舎 鉄筋コンクリート造３階建

延床面積 5,890㎡

2020年３月完成予定

(18) 新 田 上 校 下 39,000 田上校下における児童数の増加に対応するため、

新 小 学 校 新たな小学校の建設に向けた基本設計に着手

建 設 事 業 費 場 所 田上本町４丁目地内

(19) 田 上 小 学 校 10,000 児童の活動場所等を確保するための施設改修を実施

校舎改修事業費

(20) 完 米 丸 小 学 校 220,000 新 児童数の増加に伴う普通教室の不足に対応するため、

教室改修事業費 特別教室の普通教室への改修や図工室等の増築を実施

2020年３月完成予定

(21) 泉 中 学 校 1,090,000 体育館及びプールの建設工事等を本格化

建 設 事 業 費 2020年２月完成予定

【重点戦略計画】
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

債務負担

155,000

(22) 小 学 校 50,000 一時的な児童数の増加に伴う普通教室等の不足に対応するため、

暫 定 校 舎 暫定校舎を設置

整 備 事 業 費 新 浅野川小学校

設置期間 2020年４月から2026年３月まで

新 大徳小学校

設置期間 2020年４月から2027年３月まで

(23) 小中学校大規模 － 校舎の老朽化対策として大規模改修を推進

改造事業費 大規模改修工事を本格化 1,170,000千円

2018年度最終補正分 1,170,000 （最終補正予算に全額前倒し）

計 1,170,000 小学校６校、中学校３校

(24) 小学校空調設備 21,000 児童の良好な学習環境と安全安心を確保するため、

整 備 事 業 費 普通教室に空調設備を整備

新 小学校26校の実施設計を前倒し

(25) 学校の安全・安心 306,602 学校安全管理総合対策費 15,680千円

対策費 児童生徒の安全確保対策を実施

学校行事における巡回警備の実施

門扉・フェンスの補修など

子どもの安全を守る地域ボランティア活動推進費

910千円

地域全体で子供の安全を守るボランティアへの支援

施設保守管理費 290,012千円

(26) 小中学校施設 272,700 学校空調整備事業費 60,000千円

整備費 音楽室、図書室の空調設備を計画的に更新
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

完 小中学校エコ改修費 8,700千円

４か年計画で特別教室に送風機を設置

小学校家庭室、中学校技術室 91室

小中学校施設改良費 130,000千円

校舎、体育館、プールの改良など

小中学校施設改修費 74,000千円

屋外施設や特別支援学級施設改修など

(27) その他の教育 475,682 児童生徒就学奨励費

推進費 教育援助費 215,482千円

経済的な理由により就学が困難な児童生徒の

保護者に対し学用品費等を支援

改 新入学学用品費の補助単価を引き上げ

（2019年度新入学生から適用）

小学校 40,600円 → 50,600円

中学校 47,400円 → 57,400円

改 特別支援学級に通学する児童生徒の

新入学学用品費の補助単価を引き上げ

（2019年度新入学生から適用）

小学校 20,300円 → 25,300円

中学校 23,700円 → 28,700円

通学費補助 12,220千円

校舎管理体制整備費 161,060千円

校舎管理業務の円滑な遂行のため、校舎管理員や

補助員を配置

小中学校事務補助職員費 61,685千円

学習指導の充実を図るため、学校事務補助職員を配置

-225-



（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

教科書・指導書購入費 5,000千円

新 中学校の「道徳」教科化に伴い、教師用の教科書及び

指導書を購入

へき地教育振興費 20,235千円

へき地学校通学児童のためスクールバス等を運行

(28) 教 育 プ ラ ザ 144,860 【研修費】

事業費 改 教職員指導研修強化費 8,223千円

若手教員の指導力育成や新学習指導要領に対応する

ため、退職教員を指導員として配置し、研修を強化

新 若手教員の資質向上を図るための早期育成

プログラムを実施

改 教職員研修費 11,081千円

教育環境の変化に的確に対応するため、新たなニーズに

応じた実践的な教職員研修を実施

新 新学習指導要領の全面実施に向けて、

ＩＣＴ機器を活用した教職員研修を充実

教育人材バンク金沢事業費 1,010千円

経験豊富な退職教員等を学校現場のニーズに応じて派遣

研究事業推進費 1,866千円

教育課題に対して、的確に対応するため、退職教員を

ティーチャーサポーターとして配置し、研究機能を強化

視聴覚情報教育推進費 60,984千円

視聴覚教材の整備や貸出搬送など

改 教育用ネットワークのセキュリティを強化
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【相談費】

改 石川中央都市圏適応指導教室等連絡会設置費 100千円

石川中央都市圏の各市町が連携し、適応指導教室等の

相談・指導方法について研究

新 各市町の研修会に相互参加するなど連携を強化

教育相談事業費 8,931千円

就学相談、面接相談、電話相談などの様々な

相談業務について相談員を配置

改 不登校児童生徒適応指導教室運営費 19,942千円

個別カウンセリングや集団活動等の実施により、

不登校児童生徒の学校復帰及び社会的自立を支援

新 公認心理師の養成機関である金沢大学からの

実習生受入れに向けて大学との連携を強化

新 発達障害等児童生徒支援推進費 800千円

発達障害等児童生徒の社会的自立に向けた支援を充実

教育プラザの適応指導教室等において、

音楽や美術、歴史に関する体験教室を実施

ＩＣＴ機器を活用した教材の開発やＳＮＳ等を

活用した相談体制の構築について検討

発達障害支援費 3,700千円

発達障害支援専門員や医師などによる継続した相談を実施

【青少年対策費】

地域青少年健全育成活動推進費 2,800千円

いじめ対策や自転車の安全運転の啓発など、青少年の

健全育成活動を推進するため、地域における活動を支援

子ども活動費 483千円

子ども情報室の運営、わいわいバザールの開催など
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(単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【子育て支援費】

教育プラザ絵本教室開催費 220千円

子育て支援団体等との協働により、障害のある子供と

保護者が参加する絵本を用いた教室などを開催

絆ネット構築費 160千円

乳幼児とのふれあい交流や嚥下・そしゃくに障害のある

子供を育てる親を対象とした料理教室を開催

金沢こども広場事業費 4,280千円

乳幼児とその親を対象につどいの場を提供するとともに、

子育て相談や講習会を開催

保育所・幼稚園職員研修費 5,907千円

若手育成研修、給食関係者研修、保健衛生研修など

(29) 金沢の科学再生 45,403 金沢子ども科学財団運営費補助 36,106千円

事業費 小中学生の科学に対する知的好奇心と独創的で

柔軟な発想を育むため、理科学教育の振興を図る

財団の活動を支援

新 長土塀青少年交流センターに移転

新 科学教室など複数の参加型教室を夏休み期間中に

同時開催

高峰譲吉博士顕彰会費 1,000千円

理科学に優れた中学生等を表彰するほか、

博士の偉業普及啓発事業を実施

金沢市発明奨励賞費 240千円

「石川県発明くふう展」において優秀な成績をおさめた

小中学校を表彰

少年少女発明クラブ運営費 300千円

小学生を対象とした科学クラブの開設に対し助成
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(30) 私 学 振 興 費 20,930 私立学校振興費

小中学校（３校）、高等学校（６校）

(31) 学 校 保 健 費 282,009 新 健康教育推進プラン２０１９推進費 1,000千円

プランの具現化を図るための施策を展開

受動喫煙防止プログラム推進事業

児童生徒及び保護者を対象とした受動喫煙

防止のための講座を全小中学校で実施

健康教育アドバイザー派遣事業

健康教育の実践向上を希望する学校に対し、

大学教授等の専門家を派遣

健康教育推進プランの普及啓発

概要版を新小学校１年生保護者に配付

学校保健検診費 37,319千円

児童生徒の結核・心臓検診、教職員の健康診断、

ストレスチェック、医師の面接指導など

学校保健センター費 15,000千円

新 歯科検診器具の衛生管理を強化

学校医等報酬 75,200千円

学校環境衛生費 18,490千円

飲料水・プール水検査、学校空気検査を実施

児童生徒医療援助費 5,250千円

(32) 学 校 給 食 費 1,662,402 新 新共同調理場再整備計画策定費 1,000千円

児童生徒数の減少や偏在化、施設の老朽化などに対応

するため、新たな共同調理場再整備計画を策定

共同調理場施設衛生環境改善事業費 19,000千円

衛生環境の改善を図るため、施設改修を計画的に実施

新 扇台共同調理場空調設備工事
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

給食施設整備費 86,200千円

調理場や配送校の施設・設備の整備

学校給食援助費 265,000千円

準要保護世帯の学校給食費負担を軽減

食品リサイクル推進費 1,500千円

調理場から排出される野菜くずを堆肥化して再利用

【市立工業高等学校】

(33) 金沢型工業教育 5,835 金沢型工業教育モデル実践費 1,800千円

モデル推進費 【重点戦略計画】

金沢型工業教育モデルの実践を通して、｢ものづくり｣の

感性と技術の基礎・基本と社会人として必要な人間力を

身につけた創造性豊かな人材を育成

市立工業高等学校教員採用事務費 3,735千円

教員退職者補充のための採用選考試験を市独自に実施

授業力向上推進費 260千円

学校活性化と授業力向上のため、授業力改善

アドバイザーを派遣

学校経営アドバイザー設置費 40千円

(34) 工業教育指導 1,790 ものづくり企業連携実習教育充実費

強化費 地場産業を担う実践的工業技術者を育成するため、

民間の熟練技能者を講師とした実技指導を実施

(35) 教育環境整備費 3,891 学校司書配置費 2,431千円

読書環境の充実のため、学校司書を配置
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(36) ものづくり教育 33,756 改 新分野ものづくりチャレンジプロジェクト推進費

振興費 2,000千円

【重点戦略計画】

高度な技術習得をめざし、生徒が企画・立案する

ものづくりプロジェクトを実施

新 情報技術やデザインに関する分野を追加

新 大学や企業の技術指導のもと複数科によるチーム

を編成し実施

新 ＩＣＴ教育環境整備費 2,000千円

ＩＣＴを活用した工業教育を推進するため、

タブレット端末等を導入

姉妹校等交流費 420千円

グローバル化を見据え、国際的な視野を持つ人材を

育成するため、蘇州高等職業技術学校や

大連市技師学院、全州工業高校との交流を推進

ものづくり体験教室開催費 200千円

ものづくり教育の振興を図るため、小学生を対象

とした工作教室を開催

金市工学びの成果発信活動費 230千円

３年間の学びの成果を市民や企業関係者等に発表

技術指導力向上費 400千円

教員の指導力向上のため、企業体験研修や工業実務

研修に派遣

ものづくり技能向上費 2,000千円

技能検定受検対策やものづくりコンテスト全国大会

入賞のため、生徒の技能を強化

ものづくり産学連携事業費 440千円

金沢工業大学の「夢考房」と連携し、ロボット製作技術

などの体験学習を実施
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

職人大学校連携事業費 1,940千円

木造建築に関する職人の技能と知恵を習得

金市工ステップアップ活動費 70千円

社会人としてのマナーや応対研修等により就職活動を支援

ものづくり学校体験事業費 200千円

中学３年生を対象とした体験入学を実施

高校生ものづくりコンテスト開催費 550千円

高校生ものづくりコンテスト石川大会を開催

改 教材整備費 21,900千円

教育用備品や実習材料費など

新 測量や検査・点検等の分野で導入が進むドローン

機器を整備
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【生涯学習推進施策】

(37) 新 長土塀青少年 26,520 新 長土塀青少年交流センター管理運営費 24,480千円

交流センター費 青少年の健全育成や交流活動の拠点として開設

開設時期 2019年７月（予定）

開館時間 午前９時から午後９時まで

休 館 日 毎週月曜日、年末年始

施設概要 交流活動室、大集会室、

長土塀公民館、金沢子ども科学財団、

青少年関連団体事務局 など

新 長土塀青少年交流センター活動費 2,040千円

かなざわユースプロジェクト推進事業

若手リーダーが自主的に地域活動へ参加する

モデル事業を実施

「絆」交流フェスティバルの開催

青少年団体の活動発表を行うイベントの開催

ネットワーク推進事業

青少年団体のネットワークを構築するための

交流会を開催

(38) 青少年対策費 14,360 新 「こども金沢市史」改訂版作成費 9,800千円

増刷に併せ市勢等の状況を反映し一部改訂

ジュニアかなざわ検定開催費 3,450千円

子供たちが金沢の歴史や文化などを学ぶ機会を

提供するため、ジュニアかなざわ検定を開催

次世代指導者養成費 200千円

地域における子ども会の指導者を育成

(39) 少 年 教 育 費 21,408 ふるさと体験学習推進費 1,000千円

偉人・歴史・文化・伝統工芸をテーマとして、

ふるさと金沢の魅力を学ぶ体験学習ツアーを開催

子ども情報発信推進費 3,300千円

学びの情報誌「みまっ誌」を発刊
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

子ども仲間づくり推進費 8,820千円

地域における子供の自主的な活動やボランティア活動、

地域文化伝承活動などを支援

(40) 生涯学習指導費 8,573 生涯学習施設利用予約システム運営費 1,832千円

マナビー号の運行委託、社会教育功労者の表彰 など

(41) 学校施設開放費 15,358 地域住民のグループ活動を推進するため、学校施設を開放

小学校等 58校 、中学校 19校

(42) 成 人 教 育 費 11,596 改 市民大学講座開催費 4,910千円

各界のトップランナーを招き、生き方や考え方を学ぶ

講座を開催

新 幅広い世代の受講を促すため、託児コーナーを設置

改 土日祝日の午後に若い世代向けの講座を開催

(43) 女 性 教 育 費 7,060 校下婦人会連絡協議会事業費補助 4,310千円

新 創立70周年記念式典の開催及び記念誌の発行

女性学級の開催など

(44) 家 庭 教 育 費 30,930 地域連携家庭教育支援費 16,600千円

【重点戦略計画】

地域ぐるみでの家庭教育を支援するため、

地域・家庭・学校が連携した活動を推進

地域学校協働活動の拡充

地域住民が主体となって地域の特性を生かした

子供を育む活動を展開

改 実施校区 31校区 → 42校区

かなざわ父親ねっと会議の拡充

親の学びあい講座を開催

改 参加校区 25校区 → 30校区

家庭教育啓発費 3,550千円

【重点戦略計画】

家庭教育の啓発を図るため、家庭教育に関する指針

の周知や家庭教育に役立つ情報等を提供
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

家庭教育学びの充実費 8,910千円

【重点戦略計画】

家庭教育と地域教育力の向上をめざし、より多くの

保護者に学習の機会を提供するため、家庭教育学級や

講演会等を開催

親の学びあい講座の拡充

家庭教育に関する指針から作成した教材を

活用し、講座を開催

改 開催数 ２回 → ５回

ＰＴＡ活動振興費 1,870千円

ＰＴＡ協議会活動事業費補助など

(45) 中 央 公 民 館 103,902 公民館フェアの開催、高砂大学校・大学院の開設など

運営費

債務負担

111,100 [債務負担 111,100千円]

(46) 地 区 公 民 館 40,000 四十万公民館建設事業費 39,600千円

建設事業費 新 2020年秋の開館に向けて、建設工事に着手

場 所 四十万３丁目地内

建物概要 鉄筋コンクリート造２階建

延床面積 470㎡

新 野町公民館竣工式開催費 400千円

2019年４月開館（予定）

場 所 野町３丁目地内

（旧野町小学校校舎１階の一部）

(47) 地 区 公 民 館 655,631 地区公民館60館の運営

運営費

(48) 地 区 公 民 館 47,200 金石町公民館外壁改修、田上公民館空調設備取替工事ほか

施設整備費

(49) 公 民 館 活 動 19,350 地区公民館コミュニティ活性化支援事業費 5,700千円

振興費 公民館で企画・運営される地域文化の伝承事業等を支援
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(50) 青 少 年 教 育 217,711 改 キゴ山ふれあい研修センター運営費 216,635千円

施設費 キゴ山宇宙教育の推進 【重点戦略計画】

新 金沢こども衛星アイデアコンテストを開催

新 国立天文台・ＪＡＸＡと連携し、宇宙に関する

ワークショップ等を開催

新 年代別のプラネタリウム体験イベントを実施

キゴ山里山教育の推進

新 キゴ山感謝祭を開催 など

土子原こども野外広場運営費 1,076千円

(51) 玉川こども図書館 285,000 新 玉川こども図書館及び公文書館の一体整備と、中央小学校の

再整備事業費 〔再掲〕 玉川こども図書館敷地内への移転整備に向けた実施設計に

【重点戦略計画】 着手

(52) 図書館運営費 1,011,162 【全館共通】

施設の再整備に伴い、玉川こども図書館を2019年４月から

休館し、整備期間中、玉川図書館に児童図書コーナーを開設

するとともに、泉野図書館及び海みらい図書館の児童図書

コーナーを充実

新 絵本との出会い支援事業費 5,000千円

乳児期からの読書習慣の定着を図るため、福祉健康

センターでの３か月児健康診査に併せ、絵本の読み

聞かせと配付等を実施

かなざわＢｏｏｋＢａｎｋ事業費 2,360千円

図書館利用の機会の少ない潜在的利用者に対する図書

サービスとして、地区公民館図書室へ本を提供

改 実施箇所を拡大 21館 → 30館

ライブラリー・パートナー事業費 140千円

市民ボランティアを企画運営パートナーとして

市民協働による図書館活動を展開
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

かなざわ読書フェア開催費 900千円

市立図書館全館が連携し、多くの市民に図書館で

本に親しんでもらう読書イベントを泉野図書館で開催

開催時期 2019年10月

石川中央都市圏公共図書館連携事業費 100千円

４市２町の公共図書館が連携し、図書の相互貸借や

合同研修会を実施

私のおすすめ本紹介事業費 400千円

本に対する関心を高め、読書活動を推進するため、

中学生がおすすめする本のポップを作成し、展示

「古典の日」推進事業 215千円

古典の日にあわせ、広く古典に親しむための講座を開催

【玉川図書館】

新 児童図書コーナー開設費 5,000千円

玉川こども図書館の休館に併せ、玉川図書館２階に

児童図書コーナーを開設

開設時期 2019年４月下旬（予定）

新 子ども読書推進事業費 360千円

児童図書コーナーの開設に伴い、子供の読書活動を

推進するため、読書への興味を育む事業を実施

市民ボランティア団体によるおはなし会の開催

金沢市子ども読書活動推進会議の開催

新 玉川図書館アーキテクト発信事業費 1,500千円

玉川図書館開館４０周年記念事業

建築文化関連資料の展示

館の建築の魅力を解説するＱＲコードの導入と

歴史を紹介するパネルの展示

近世史料館開館２０周年記念事業

加賀藩の寺院等の絵図を中心とした企画展の開催
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

図書館個性発揮事業費 50千円

郷土の偉人等に関する資料を活用した事業を実施

金沢ふるさと偉人館との連携

建築文化や施設設計者の谷口吉郎・吉生

親子を紹介

泉鏡花記念館との連携

没後80年を機に、鏡花の作品や泉鏡花

文学賞を紹介

いいね図書館魅力アップ事業費 245千円

「本と人がつながることができる図書館」をテーマに

各種講座を開催

近世資料保存整備費 17,171千円

新 石黒家より寄贈された金沢の商業や町政に関する資料を

整理・分類

【泉野図書館】

子ども読書推進事業費 730千円

児童図書コーナーを活用し、子供向けのおはなし会や

ワークショップを開催

市民ボランティア団体によるおはなし会の

開催数の拡大

改 月10回 → 14回

新 「奥の細道」を辿る企画展開催費 200千円

本市で開催する「奥の細道サミット」と連携し、

企画展や講演会を開催

新 交流促進事業費 800千円

文化活動を行う市民グループの協力により、

交流イベントを開催

市民グループの俳句等の展示会を開催

中学生以上を対象とした書評発表会の実施
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

学校図書館支援費 2,600千円

学校支援図書の購入や貸出図書の配送

新 小中学生図書館ボランティアと学校図書委員の

意見交換会を開催

図書館個性発揮事業費 200千円

アートロビーを活用し、前田土佐守家資料館と連携した

企画展示及び講演会を開催

国連寄託図書館管理運営費 550千円

国連活動に関するパネル展を開催

いいね図書館魅力アップ事業費 120千円

「図書館は出会いの場」をテーマに各種講座・

ワークショップ等を開催

【金沢海みらい図書館】

子ども読書推進事業費 638千円

児童図書コーナーを活用し、子供向けのおはなし会や

ワークショップを開催

市民ボランティア団体によるおはなし会の

開催数の拡大

改 月６回 → 10回

改 地域を学ぶ事業費 700千円

新 北前船再発見プロジェクト（寄港地編）の開催

日本遺産登録申請関連資料を展示

新 金石地区魅力再発見講座の開催

金石地区の箸製造や旧町名復活をテーマに地域の

魅力を再発見するための講座や展示を実施

ものづくりに関するセミナーや体験教室等の開催など

図書館個性発揮事業費 200千円

館の特色である地域交流機能を活かし、

地元スポーツ選手との交流会を開催
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

姉妹都市提携図書館交流推進事業費 140千円

蘇州市及び全州市との３市図書館による

トライアングル交流事業を実施

いいね図書館魅力アップ事業費 900千円

朗読劇体験ワークショップや朗読劇公演を開催

ミニプラネタリウム鑑賞や天文に関する工作教室等を

開催

海みらい・大学協働事業費 170千円

若年層の読書普及を促進するため、各大学の

地域連携推進センターと連携し、青少年・児童を

対象とした朗読会等を開催

普及活動事業費 478千円

海洋研究に関する学術機関と連携し、海をテーマに

展示や実験教室の開催など
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７．危機管理、消防部門
（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

安全で安心して暮らせる社会をめざし、救急隊を増隊するととも

に、中央消防署小立野出張所の移転整備や高機能消防指令システム

の運用開始など、消防・救急体制の充実強化に取り組むほか、危機

管理センターの防災情報システムの整備を本格化

( 1) 総合防災対策費 335,888 完 防災情報システム整備費 197,744千円

【重点戦略計画】

第二本庁舎に配置する危機管理センターの防災情報

システムの整備を本格化

新 危機管理センター開設準備費 6,200千円

運営に必要な備品等を整備

新 多言語防災情報発信事業費 7,000千円

災害時における外国人観光客等への迅速な情報提供と

避難誘導を図るため、多言語による防災情報を発信

自動翻訳防災情報ホームページの開設

避難所への誘導マップの導入

多言語コミュニケーションアプリの開発

新 防災意識啓発事業費 3,500千円

避難行動をわかりやすくまとめた防災シートを作成し、

全世帯に配布

新 拠点避難所等情報環境充実費 2,100千円

Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備

拠点避難所61箇所、大和町及び大桑防災広場

特設公衆電話の整備

拠点避難所68箇所

防災備蓄整備費 11,000千円

災害時に必要な食糧等を計画的に備蓄

新 安定ヨウ素剤、紙おむつ、生理用品等を更新

完 応急給水用組立式簡易水槽の整備
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

避難誘導標識設置費 1,000千円

改 犀川及び浅野川の洪水ハザードマップの見直しに伴い、

避難所誘導サインを更新

コミュニティ防災士育成強化費 2,780千円

地域防災力を高めるため、リーダーとなるコミュニティ

防災士を計画的に育成

新 コミュニティ防災士と連携し出前講座を実施

災害時協力井戸点検調査費 1,000千円

災害発生時に活用可能な井戸の水質や設備を調査

災害時相互応援協定強化費 110千円

石川中央都市圏防災連絡会議において、災害時の応急

復旧活動や応援体制等の防災連携施策を検討

（ 自主防災組織防災資機材等整備費補助 4,000千円

避難誘導サイン 補助率 １／２ 限度額 20万円

サイレン付拡声器 補助率 １／２ 限度額 30万円

防災資機材 補助率 １／２ 限度額 30万円

可搬式動力ポンプ 補助率 ３／４ 限度額 50万円

防災倉庫の修繕 補助率 １／２ 限度額 10万円

地域防災マップ 補助率 １／２ 限度額 20万円

安否確認板 補助率 １／２ 限度額 50円×世帯数

地区防災計画策定推進費 2,400千円

自主防災組織による計画の策定を支援

補助率 1/2 限度額 20万円

改 補助対象経費を拡充

東日本大震災復興支援費 1,500千円

宮城県名取市へ継続して建築技師１人を派遣

あわせて土木技師（企業局）を名取市及び気仙沼市へ

各１人派遣
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

( 2) 生活安全対策費 224,907 ＬＥＤ防犯灯ＥＳＣＯ事業費 108,430千円

安全で安心して暮らせるまちづくりを推進するため、

ＥＳＣＯ事業によるＬＥＤ防犯灯の新設・管理を実施

防犯対策費 106,723千円

片町地区防犯ビデオカメラ維持管理費 9,173千円

公衆街路灯電気料金等補助 89,780千円

など

生活安全推進事業費 1,025千円

防犯などのコミュニティ活動を支援 など

( 3) 新 救急体制強化費 95,146 救急出動件数の増加に対応するため、救急隊１隊を増隊

【重点戦略計画】

運用開始 2019年12月予定

配 置 先 金石消防署三和出張所

( 4) 新 応急救護強化費 7,000 新 宿泊施設応急救護体制強化費 6,000千円

宿泊施設の従業員を対象に救命講習会を開催し、

応急救護体制を強化

高度な救命技術の習得

多言語対応金沢救急アプリの提供

新 看護学生応急救護活動費 1,000千円

大規模災害に備え看護学生と連携した救護体制を構築

災害時 医療救護所でボランティア活動を実践

平常時 応急手当普及員の資格を取得し、

普通救命講習会で指導
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

( 5) 救急高度化推進 14,748 救急救命士養成費 9,397千円

整備事業費 救急業務の専門化・高度化に的確に対応するため、

救急救命士を計画的に養成

消防指令センターへの配置に向けた養成など

ＩＣＴ救急画像伝送システム運用費 1,020千円

救急車内の傷病者の容態等を医師に画像伝送し、

迅速かつ効果的な救急活動を実施（内灘町と連携）

高度救命処置に必要な資機材の整備など

( 6) 新 消防局広域連携 300 石川中央都市圏における消防活動の連携・協力プランの策定に

推進費 向けた検討に着手

( 7) 高機能消防通信 27,930 新 ２市２町共同の新たな高機能消防指令システムの本格運用を開始

指令費

( 8) 完 中央消防署小立 299,800 老朽化した中央消防署小立野出張所の移転整備を本格化

野出張所建設事 【重点戦略計画】

業費 建設場所 小立野１丁目地内

敷地面積 1,195㎡

施設概要 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造２階建

延床面積 936㎡

付帯施設 耐震性貯水槽

完成予定 2019年12月

( 9) 火 災 予 防 費 16,747 新 木造建築物密集地域防災対策支援事業費 2,800千円

木造建築物密集地域における町会による共同消火器の設置を支援

補助率 2/3 限度額 20千円/本

住宅用火災警報器設置強化対策費 100千円

高齢者等の避難行動要支援者を戸別訪問し、警報器の

設置や電池交換を指導 【重点戦略計画】

自主防災事業助成費 6,655千円

婦人防火クラブ、子ども消防クラブなどの活動に支援
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(10) 消防水利整備費 146,868 防火水槽整備事業費 31,000千円

40t級 ２基 旭町１丁目、涌波１丁目地内

消火栓整備事業費 15,000千円

消火栓標識の未建植地域への設置を推進

消火栓標識の再建植、再塗装 など

公共消火栓設置費負担金 97,468千円

(11) 警防業務高度化 5,760 無人航空機（ドローン）を救助活動及び情報収集に活用

推進費

高度な災害現場活動を行うための資機材の整備

(12) 消防車両購入費 167,900 改 救助工作車、消防ポンプ自動車及び高規格救急車を更新

新 救急車の更新に併せて、自動心臓マッサージ器を配備

(13) 石川県消防防災 11,300 消防防災ヘリコプター隊員として３名を派遣

航空隊負担金

(14) 自主防災推進費 7,400 地域住民の企画運営による実践的な防災訓練を実施

訓練校下・地区 ３校下・地区

訓練内容 図上訓練、避難所運営訓練 など

(15) 消防団運営費 96,407 新 女性消防団員活性化推進費 1,400千円

３消防団が合同で女性消防団員の活動を活性化

ＰＲ動画を作成し、活動状況等を発信

消防団員加入促進費 1,040千円

新 消防団の活動を発信することにより、地域住民の理解を

深め加入を促進

【重点戦略計画】

消防団本部・消防分団運営交付金

消防団活性化推進費

消防操法大会出場補助

加賀とびはしご登り保存会活動助成費 など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(16) 消防団施設整備 68,270 消防ポンプ自動車等購入費補助 56,870千円

助成費 消防ポンプ自動車 ３台

改 消費税率の改定及び地元負担軽減のため補助

基準額を引き上げ

１台あたり 17,248千円 → 18,638千円

人員資機材搬送車 ４台

改 消費税率の改定に併せて補助基準額を引き上げ

１台あたり 4,900千円 → 4,990千円

消防指揮車

改 消費税率の改定に併せて補助基準額を引き上げ

１台あたり 3,000千円 → 3,055千円

機械器具置場等整備費補助 7,100千円

機械器具置場 修繕 ８件 など

消防団備品等整備費 4,300千円
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公立大学法人金沢美術工芸大学予算概要

１ 重点・新規事業

（１）創作の意欲と能力を育てる教育の推進

新 教育研究水準の向上や学術交流の促進を目的に、客員教授の招へいを拡充

新 大学移転の機運を醸成するため、社会連携の成果を公開するとともに、

国内外の一線で活躍している卒業生によるシンポジウムを開催

（２）質の高い研究とオリジナリティの追求

新 2020年の第２回奥能登国際芸術祭出展に向け、作品内容の検討や調査を実施

平成の百工比照収集作成事業において、資料のデジタルアーカイブ化を推進

（３）地域と世界に貢献する芸術活動の展開

新 第10回 韓国・清州工芸ビエンナーレに「平成の百工比照」を出展

新 国際的な知名度の向上をめざし、外国人留学生を対象に工芸ゼミナールを開講

市との連携による地元企業等との就職情報交換会を実施

２ 予算の概要

（１）収入予算 (単位 千円、％)

2019年度 2018年度
区 分 差引

予算額 構成比 予算額

運営費交付金 891,565 65.1 900,945 △9,380

使用料収入 363,079 26.5 356,771 6,308

手数料収入 92,690 6.8 90,312 2,378

財産収入 0 0.0 1,321 △1,321

寄付金収入 300 0.0 2,300 △2,000

受託事業収入 16,000 1.2 16,000 0

雑収入 5,671 0.4 4,869 802

合計 1,369,305 100.0 1,372,518 △3,213

（２）支出予算 (単位 千円、％)

2019年度 2018年度
区 分 差引

予算額 構成比 予算額

人件費 901,431 65.8 915,472 △14,041

教育研究費 251,132 18.3 241,208 9,924

教育経費 130,419 9.5 126,609 3,810

研究経費 36,380 2.6 39,971 △3,591

教育研究支援経費 84,333 6.2 74,628 9,705

受託研究費 16,000 1.2 16,000 0

一般管理費 200,742 14.7 199,838 904

施設等維持管理費 79,111 5.8 84,225 △5,114

一般管理費 121,631 8.9 115,613 6,018

合計 1,369,305 100.0 1,372,518 △3,213
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(30) 庁 舎 等 整 備 3,339,500 完 第二本庁舎整備事業費 3,328,500千円

再 編 費 【重点戦略計画】

2020年春の供用開始に向けて、第二本庁舎の

建設工事を本格化

施設概要 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造

地下１階・地上３階建

延床面積 12,179㎡

配置計画 危機管理センター、教育委員会、

環境局、農林水産局、行政委員会、

外郭団体、職員研修センター等

(31) 改 金沢版ふるさと 182,800 国によるふるさと納税謝礼品の基準の明確化に併せ、

納 税 制 度 本市制度の拡充を図るとともに、寄附金を基金に積み立て

拡 充 事 業 費 謝礼品 伝統文化 伝統工芸品、文化体験 など

新 食 文 化 農水産物、和菓子 など

新 スポーツ文化 金沢マラソン優先出走権 など

（県外在住者に限る）

活用策 文化の人づくり基金に積み立て、

金沢の文化を担う人材育成に活用

新 文化スポーツ施設再整備積立基金に積み立て、

文化施設及びスポーツ施設の再整備に活用

(32) 新 市制130周年記念 2,000 市制130周年記念式典

事業費 2019年６月13日 文化ホール

「金沢こども夢みらい講演会」や第二本庁舎建設現場の

見学会を開催

2019年11月 第一本庁舎及び第二本庁舎

（関連事業）

卯辰山工芸工房リニューアル事業費〔再掲〕

499,200千円

谷口吉郎・吉生記念金沢建築館費〔再掲〕

79,664千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(33) 行政改革推進費 1,982 新 行政改革大綱（第７次）及び行政改革実施計画の実践

推進期間 2019～2022年度（４か年計画）

新 アウトソーシング推進計画策定費 1,800千円

民間活力の導入を全庁的に推進するための実施計画を策定

(34) 新 公共施設等総合 1,000 石川中央都市圏における公共施設保有量の最適化など

管理広域連携 将来コストの軽減に向けた推進計画を策定

推進費

(35) 職 員 研 修 費 36,389 改 階層別職員研修費 3,620千円

新 新任課長級研修に組織における時間管理等の内容を追加

新 マネジメントセミナーにタイムマネジメントに

特化した講師を招へい

改 実務研修費 1,670千円

新 全課に業務改善担当を設置し業務フローの見える化を推進

新 消費生活相談体制強化事業費〔再掲〕 100千円

複雑化、高度化する相談に対応するため、市職員による

相談員養成講座の受講や研修会の参加などを通して、

相談体制を強化

その他、政策形成能力向上研修、自主研修、

さわやか応対の推進など幅広く人材を育成

債 務 負 担

98,000 [債務負担 98,000千円]

(36) 職 員 管 理 費 187,478 新 人事給与等システム更新費 155,300千円

機器の保守終了に伴いシステムを更新
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

職員採用活動強化費 210千円

質の高い人材を確保するため、短期インターンシップを

実施

業務ガイダンスの募集枠を拡大

改 100名 → 150名

技術系学生のインターンシップ枠を拡大

改 15名 → 30名

(37) 職員健康管理費 33,517 職員の法定検診、任意検診（胃がん検診など）を実施

(38) 財 団 等 職 員 690 外郭団体人事評価制度推進費

研 修 費 制度の適正な運用を図るため、評価者及び被評価者に

対する研修を実施

(39) 庁 舎 管 理 費 378,920 新 公共施設防犯対策強化検討費 1,100千円

本庁舎以外の公共施設における安全管理体制の

強化策を検討

新 本庁舎受動喫煙対策費 8,600千円

第一本庁舎内の喫煙室を撤去し、屋外へ移設

光熱水費、管理委託費 など

(40) 市役所・美術館 108,708 市庁舎と金沢21世紀美術館の地下駐車場を管理

駐車場事業費

(特別会計)

(41) 財 産 管 理 費 540,818 先行取得用地再取得費 35,000千円

財産売払収入を財源として、まちづくり事業基金等で

保有している用地を再取得

香林坊地下駐車場借入償還費補助 47,500千円

駐車場運営を県・市協調で支援
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(42) 地方債繰上償還 － 将来にわたり財政の健全性を維持するため、

費 中期財政計画に基づく計画的な繰上償還を実施

2018年度最終補正分 500,000 （最終補正予算に500,000千円前倒し）

計 500,000

(43) 新 教育福祉施設等 2,800 教育施設及び福祉施設等の再整備に備え、

再整備積立基金 公共施設再整備等積立基金を改編し創設

積立金

(44) 市民センター等 17,600 金石市民センター外壁改修費 17,600千円

施設改良費 市民センター、公民館及び児童館の複合施設である

金石会館の外壁改修工事を実施

金石町公民館外壁改修費〔再掲〕 15,400千円

金石児童館外壁改修費〔再掲〕 10,300千円

(45) 公文書館整備 4,900 新 中央地区教育施設の再整備に併せて、玉川こども図書館に

事業費 併設する公文書館の整備に向けた実施設計に着手

【重点戦略計画】 場 所 玉川町地内（現玉川こども図書館敷地内）

小 学 校 鉄骨鉄筋コンクリート造４階建

延床面積 7,300㎡

図 書 館 鉄骨鉄筋コンクリート造地上３階

地下１階建（地下駐車場併設）

延床面積

図書館 2,600㎡

地下駐車場 2,530㎡

公文書館 玉川こども図書館内

延床面積 400㎡

2022年３月完成予定

中央小学校移転整備事業費〔再掲〕 338,200千円

玉川こども図書館再整備事業費〔再掲〕 285,000千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(46) 文 書 費 53,070 政策法務相談、郵便料、例規追録、公報発行 など

(47) 契約監理事務費 11,571 公共事業総合情報システム管理費 など

(48) 会 計 管 理 費 6,063 決算書の作成 など

(49) 新 宿 泊 税 賦 課 14,160 2019年４月より宿泊税の課税を開始

徴 収 費

宿泊税特別徴収事務交付金 10,500千円

特別徴収制度の円滑な運営を図るため、

特別徴収義務者に対し交付

交付基準 納期内納入額の2.5％

（制度導入後５年間は3.0％）

期限内申告納入に対し月1,000円を加算

（制度導入後５年限り）

交付時期 年２回（６月、12月）

限度額 各交付時 50万円

宿泊税賦課徴収事務費 3,660千円

(50) 市税賦課徴収費 346,306 新 個人住民税の特別徴収を推進するため、県及び県内市町が

連携し、県内同一の基準で事業者を特別徴収義務者に指定

市民税賦課事務費 66,458千円

固定資産税賦課事務費 165,495千円

2021年度の評価替えに向けて、標準宅地の鑑定などの

準備作業を開始

税総合オンラインシステム改修費 7,000千円

改 法人市民税法人税割の税率見直し等に伴う

システム改修を実施
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

市税電子申告システム（エルタックス）運用費

14,589千円

インターネットを利用した市税の電子申告の受付及び

電子化された所得税確定申告書データの受入れ

(51) 納 税 奨 励 金 10,000

(52) 市 税 還 付 金 303,000

(53) 選 挙 費 328,414 県議会議員選挙費 44,000千円

市議会議員選挙費 108,700千円

参議院議員選挙費 116,000千円

改 若年層政治意識向上対策費 1,360千円

金沢大学と連携した効果的な啓発手法の研究や若者自らが

企画し、実践する選挙啓発グループの活動を支援

新 学校の授業に活用できる選挙の仕組み等に関する

補助教材を作成

選挙常時啓発費 830千円

選挙制度をわかりやすく掲載した

「選挙だより」の発行 など

(54) 監 査 委 員 費 100,338

(55) 議会委員会室 11,000 議会委員会室の音響設備を計画的に更新

設 備 改 修 費 新 第１委員会室、第３委員会室
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９．企業局部門
（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【広域連携の推進】

( 1) 上下水道事業 4,556 石川中央都市圏における上下水道事業の経営基盤強化をめざし、

広域連携推進費 広域連携を推進

維持管理業務共同化導入調査 など

【事業改革の推進】

( 2) 新 ガス・発電事業 12,000 ガス・発電事業あり方検討委員会（仮称）開催費

あり方検討費 今後の経営形態のあり方を検討するため、有識者等から

なる検討委員会を設置

【ガス事業】

( 3) ガス普及拡大費 213,148 営業戦略事業費 141,928千円

業務用需要の獲得に向けた提案営業の推進

ホテル等業務用新規需要の獲得

油ボイラから都市ガスボイラへの切替の促進 など

ガス導管拡張費 71,220千円

新規需要獲得及びガスの安定供給を図るため、ガス管布

設工事を実施

湊４丁目、増泉２丁目地内 など

( 4) ガス保安事業費 1,401,571 老朽管対策事業費 1,214,500千円

老朽管改良を推進

白ガス管改良を計画的に推進

全体計画 2008年度～2020年度 51.2億円

( 5) 新 ガス事業あり方 6,000 ガス・発電事業あり方検討委員会（仮称）開催費

検討費 〔再掲〕 今後の経営形態のあり方を検討するため、有識者等から

なる検討委員会を設置
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【水道事業】

( 6) 上水道未普及 216,920 完 森本北部地区（加賀朝日町など11町）

地域解消事業費 配水管布設工事 など

全体計画 2014年度～2019年度 15.3億円

供用開始 2020年度

( 7) 水道震災対策 3,027,723 配水施設耐震化事業費 161,423千円

事業費 新 舘山配水池耐震補強工事に着手

全体計画 2019年度～2021年度 4.0億円

管路耐震化事業費 2,866,300千円

老朽管改良を推進

水道基幹管路耐震化を計画的に推進

全体計画 2013年度～2022年度 77.8億円

白ガス管改良に併せ、配水管を耐震管に改良 など

( 8) 浄水施設整備費 524,983 浄水施設整備費

完 末浄水場電気設備更新工事

新 中央監視装置更新工事実施設計 など

( 9) 上下水道事業 2,278 石川中央都市圏における上下水道事業の経営基盤強化をめざし、

広域連携推進費 〔再掲〕 広域連携を推進

維持管理業務共同化導入調査 など

【発電事業】

債務負担

199,300 ［債務負担 199,300千円］

(10) 発電設備改良等 426,196 発電設備改良等事業費 426,196千円

事業費 新 新辰巳発電所発電機コイル巻替等工事 など

(11) 新 発電事業あり方 6,000 ガス・発電事業あり方検討委員会（仮称）開催費

検討費 〔再掲〕 今後の経営形態のあり方を検討するため、有識者等から

なる検討委員会を設置
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

【下水道事業】

(12) 汚水管渠整備費 430,665 浅野・臨海処理区で管渠整備を推進

湊２丁目・３丁目、小立野２丁目地内で管渠築造 など

(13) 下水道震災対策 408,365 管渠地震対策整備事業費 366,365千円

事業費 （最終補正予算に145,000千円前倒し）

2018年度最終補正分 145,000 拠点避難場所や救護病院に接続する路線のほか、防災拠

計 553,365 点に接続する路線のマンホール浮上対策を推進

マンホールトイレシステムの設置

上部システム購入（中村町・安原小学校） など

下水道施設耐震化事業費 42,000千円

臨海水質管理センター沈砂池ポンプ棟耐震補強工事 など

(14) 長寿命化対策費 659,108 下水道管渠の長寿命化対策を実施

2018年度最終補正分 73,800 （最終補正予算に73,800千円前倒し）

計 732,908 分流区域管渠改築更生工事を計画的に推進

(15) 管渠改築事業費 212,560 分・合流区域の取付管改築工事 など

2018年度最終補正分 93,200 （最終補正予算に93,200千円前倒し）

計 305,760

債務負担

822,000 ［債務負担 822,000千円］

(16) 水質管理センタ 890,667 水質管理センター整備費 890,667千円

ー整備費 西部水質管理センター高圧受変電設備更新工事 など

債務負担

345,000 ［債務負担 345,000千円］

(17) ポンプ場施設 527,500 ポンプ場施設整備費 527,500千円

整備費 （最終補正予算に104,000千円前倒し）

2018年度最終補正分 104,000 上諸江ポンプ場機械設備・電気設備更新工事 など

計 631,500

(18) 流域下水道費 79,783 犀川左岸流域下水道事業建設負担金

県施行の処理場沈砂池除塵設備改築工事 など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

(19) 下水道計画等 20,900 効率的汚水処理計画に基づく下水道区域の縮小 など

策定費

(20) 雨水関連対策費 380,028 雨水幹線築造事業費 482,028千円

2018年度最終補正分 102,000 （最終補正予算に102,000千円前倒し）

計 482,028 浸水被害の軽減のため、雨水幹線の築造などを促進

大野川左岸地区貯留施設整備 108,000千円

割出町公園に雨水地下貯留施設を整備

雨水幹線築造 293,800千円

新 長坂２丁目ほか４か所 実施設計

新 柳橋町ほか６か所 浸水対策計画策定

完 観法寺町雨水管、弓取雨水管

新 神野町暫定ポンプ設置工事 26,000千円

新 金沢市雨水管理計画策定 15,000千円

雨水施設の効率的な整備に向けた計画を策定

完 内水ハザードマップ作成 19,000千円

雨水情報システム改良工事 12,000千円

(21) 上下水道事業 2,278 石川中央都市圏における上下水道事業の経営基盤強化をめざし、

広域連携推進費 〔再掲〕 広域連携を推進

維持管理業務共同化導入調査 など
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３．住民負担の軽減とサービスの向上
（単位 千円）

事 業 名 軽減額等 内 容

【住民負担の軽減】

1．幼児教育・保育の 1,240,394 2019年10月１日開始

無償化

保育所及び認定こども園の保育料を無償化

対象児童 ３歳以上(１号認定及び２号認定)の児童

３歳未満(３号認定)で市民税非課税世帯の児童

軽 減 額 保育所 312,230千円（市保育料収入）

認定こども園 670,164千円（施設保育料収入）

私立幼稚園の保育料等を助成

対象児童 ３歳以上の児童

限 度 額 月額25,700円

軽 減 額 247,200千円

私立幼稚園預かり保育の保育料を助成

対象児童 ３歳以上の保育の必要性の認定を受けた児童

限 度 額 月額11,300円

月額16,300円(非課税世帯で満３歳になった後の

最初の3月31日までの間にある児童)

軽 減 額 4,800千円

認可外保育施設の保育料を助成

対象施設 事業所内保育施設等

対象児童 保育の必要性の認定を受けた児童

（３歳未満は市民税非課税世帯のみ）

限 度 額 月額37,000円（３歳以上）

月額42,000円（３歳未満）

軽 減 額 6,000千円

2．保 育 料 の 据 置 － 保育料（無償化分を除く）を21年連続で据置

（市費持ち出し額 1,377,468千円）

子育て支援の充実や市民生活への影響に配慮し、

保育料を据置
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（単位 千円）

事 業 名 軽減額等 内 容

3．介 護 保 険 料 222,517 低所得者層に対する介護保険料の軽減措置を拡大

軽 減 措 置 の 拡 大 第１段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が

80万円以下の方、生活保護受給者、又は

老齢福祉年金受給者

月額 2,636円 → 2,142円(494円減)

第２段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が

80万円を超え120万円以下の方

月額 4,284円 → 3,460円(824円減)

第３段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が

120万円を超える方

月額 4,613円 → 4,448円(165円減)

4. 児 童 扶 養 手 当 13,200 2019年４月分から支給額を引き上げ

支給額の引き上げ 第１子（全部支給）月額 42,500円

及び支給回数の拡大 → 月額 42,910円

（一部支給）月額 10,030円～42,490円

→ 月額 10,120円～42,900円

第２子加算

（全部支給）月額 10,040円

→ 月額 10,140円

（一部支給）月額 5,020円～10,030円

→ 月額 5,070円～10,130円

第３子以降加算

（全部支給）月額 6,020円

→ 月額 6,080円

（一部支給）月額 3,010円～ 6,010円

→ 月額 3,040円～ 6,070円

支給回数の拡大

年３回 → 年６回

（2019年度は移行年度のため年５回）
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（単位 千円）

事 業 名 軽減額等 内 容

5．障害者日常生活用具の 2,800 障害児への支援を強化するため年齢制限を緩和

給付要件を緩和 紙おむつ（重度知的障害児）

小学校学齢児 → ３歳から18歳まで

ネブライザー

学齢児以上 → 年齢制限撤廃

基準額の引き上げ

盲人用時計（触読） 10,300円 → 12,000円

給付対象者の拡大

視覚障害者用ポータブルレコーダー

視覚障害２級以上 → ３級以上

6．ひとり親家庭にかかる 10,000 ひとり親家庭の児童クラブ保護者負担軽減額に対する助成を拡大

児童クラブ保護者 対象児童 児童扶養手当の対象となる児童

負担額の軽減 交 付 額 軽減額の１／２ → 全額

限 度 額 3,000円／月／人

7．難 聴 児 補 聴 器 － 中軽度難聴児の補聴器購入費用の助成対象経費に

購入助成費の拡充 デジタル式補聴器の調整加算を追加

8．高等職業訓練促進 9,000 資格取得に向けて、１年以上養成機関で修学するひとり親家庭の

給付金制度の拡充 親に対する給付金を拡充

支給期間 上限 ３年 → ４年

４年過程が必要となる者

支 給 額 最終１年間の支給額を増額

課税世帯 月額 70,500円 → 110,500円

非課税世帯 月額100,000円 → 140,000円

9．国民健康保険料の 615,432 県から示された標準保険料率への準拠を原則とするが、

料率の一部据置 市民生活への影響に配慮し、基金からの繰入れ等を行う

ことにより、保険料率の一部を据置
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（単位 千円）

事 業 名 軽減額等 内 容

10．国民健康保険料及び － 低所得者層に対する国民健康保険料及び後期高齢者医療保険料の

後期高齢者医療保険料 軽減対象世帯を拡大

の軽減措置の拡大 保険料の軽減対象となる所得基準額を引き上げ、

対象世帯を拡大

11．不 妊 治 療 助 成 の 1,500 男性不妊治療の初回治療の限度額を引き上げ

拡充 限度額 25万円／回 → 40万円／回

12．ひとり親家庭にかかる 2,800 ひとり親家庭に対し、幼児のおたふくかぜ予防接種費を助成

幼児期予防接種費の 対 象 １～６歳児

負担を軽減 助成額 １回のみ（全額）

13．成 人 男 性 風 し ん 32,600 昭和37年４月２日から昭和54年４月１日生の男性に

抗 体 検 査 及 び 抗体検査を行い、陰性者に対して予防接種を実施

予 防 接 種 の 実 施

14．子育て支援医療助成費 8,000 接骨院、整骨院及び鍼灸院を現物給付に追加

にかかる現物給付の （2019年10月開始）

対象拡大

15．生涯現役雇用促進 － 高齢者雇用支援を強化するため、65歳以上の高齢者を雇用した

奨励金の創設 事業主に対し、国の助成制度に引き続き、奨励金を支給

対象者 国の特定求職者雇用開発助成金（生涯現役コース）

支給対象者を引き続き雇用した事業主

支給額 １年目 賃金月額の1/ 5（限度額 22千円/月）

２年目 賃金月額の1/10（限度額 11千円/月）
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（単位 千円）

事 業 名 軽減額等 内 容

16．プレミアム付商品券 503,000 消費税率の引き上げによる影響を緩和し、消費を喚起するため、

の発行 低所得者層や子育て世帯に対しプレミアム付商品券を発行

購入限度額 １人2.5万円（販売額 ２万円）

対 象 者 2019年度住民税非課税者

３歳未満の子が属する世帯の世帯主

発行時期 2019年10月１日（予定）

17．家庭用生ごみ処理機 1,900 家庭用生ごみ処理機購入費の補助限度額を引き上げ

購入費の補助限度額 １台あたり ３万円 → ４万円

の引き上げ

18．教育援助費の補助 13,440 新入学学用品費の補助単価を引き上げ

単価の引き上げ （2019年度新入学生から適用）

小学校 40,600円 → 50,600円

中学校 47,400円 → 57,400円

特別支援学級児童生徒

小学校 20,300円 → 25,300円

中学校 23,700円 → 28,700円

19．町会による共同消火器 2,800 木造建築物密集地域における町会による共同消火器の設置を支援

の設置にかかる支援 補助率 2/3 限度額 20千円/本

制度の創設

20．消防団の車両購入費 3,400 消費税率の見直し及び地元負担軽減のため補助基準額を引き上げ

補助の拡充 消防ポンプ自動車 17,248千円 → 18,638千円

人員資機材搬送車 4,900千円 → 4,990千円

消防指揮車 3,000千円 → 3,055千円
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（単位 千円）

事 業 名 軽減額等 内 容

21．新たな定住支援制度 6,300 住生活基本計画及び集約都市形成計画に基づき、

の創設 まちなかや居住誘導区域等への定住を促進するため、

新たな定住支援制度を創設（2019年10月運用開始）

わがまち金沢住宅取得奨励金

わがまち金沢まちなかマンション購入奨励金

わがまち金沢まちなか空き家リフォーム費補助

わがまち金沢まちなか中古マンションリフォーム費補助

22．木造戸建て住宅の 1,600 木造戸建て住宅の耐震化を促進するため、設計・改修工事に

耐震改修等に対する 対する一般世帯及び高齢者世帯への支援を拡充

支援制度の拡充 補助率 限度額

一般世帯及び高齢者世帯 2/3～3/4 183～206万円

→ 定 額 200万円

23．地域運営交通運行費 300 公共交通の不便な地域において、住民主体で運営するバス等の

助成制度の拡充 運行経費と運行収入の差額に対し助成

公共交通重要路線に接続するバス等の運行に対し、

補助率を1/10加算

24．郊外バス路線運賃助成 4,300 郊外の路線バスの利用を促進するため、

の試行実施 バス運賃に上限を設定したモデル事業を実施

対象路線 犀川、田の島、中尾、才田、名金の各路線

上限運賃 犀川線 犀川地区～金沢駅 400円

（東部車庫～金沢駅運賃相当）

田の島、中尾、才田、名金線

森本・医王山地区～森本駅 200円

（市内初乗り運賃相当）

森本・医王山地区～金沢駅 360円

（森本駅～金沢駅運賃相当）

対 象 者 犀川、医王山、三谷、薬師谷、花園、

湖南地区の住民

実施期間 2019年10月～2020年２月
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（単位 千円）

事 業 名 軽減額等 内 容

【サービスの向上】

1．大型連休における 2,050 大型連休中における当番医等の開設数を増加し、救急医療体制を強化

救 急 ・ 休 日 診 療 開設期間 ４月28日～５月６日

の拡大 開 設 数 休日在宅当番医 延べ69医院 → 103医院

休日歯科診療医 延べ12医院 → 18医院

休日保険薬局 延べ24薬局 → 36薬局

2．大型連休における 1,300 大型連休中における保育需要に対応するため、

市 立 保 育 所 の すべての市立保育所（13保育所）を臨時的に開所

臨時開所 開所期間 ４月30日～５月２日

3．大型連休における 3,100 大型連休中における保育需要に対応するため、

私 立 保 育 所 等 の 臨時的に開所した私立保育所及び認定こども園を支援

臨時開所を支援 対象期間 ４月30日～５月２日

4．地 域 の 身 近 な 7,800 住民が福祉に関する相談を気軽にできる窓口を地区社会福祉協議会に

福 祉 相 談 窓 口 設置し、地域における相談支援体制を強化

の開設 開設地区の拡大 16地区 → 32地区

窓口時間の拡充

5．育 英 奨 学 資 金 の 12,000 金沢マラソンチャリティーランナー枠寄附金を活用し、文化活動

拡大 及びスポーツ活動に熱心に取り組む低所得家庭の高校生に対し

奨学金を支給

支給人数 100人

奨 学 金 月額 10,000円

6．産後ケア事業の広域 2,000 デイサービス型に加え、宿泊型の産後ケアを追加し

実施 ４市２町で広域実施
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（単位 千円）

事 業 名 軽減額等 内 容

7．容器包装プラスチック － 2019年４月から第５週目の容器包装プラスチックの収集を開始

収集回数の拡大

8．ごみステーション器材 300 貸出用監視カメラの貸与期間を延長

貸与期間の延長 貸与期間 ３か月 → ６か月

9．家庭用生ごみ処理機 1,900 市民や地域団体への家庭用生ごみ処理機貸出制度を創設

貸出制度の創設

10．金沢21世紀美術館の 40,000 混雑の緩和と来館者の利便性向上を図るため、受入環境を充実

来館者受入環境の充実 館内スタッフの増員

コンシェルジュの配置 など

11．救 急 体 制 の 強 化 95,146 救急出動件数の増加に対応するため、救急隊１隊を増隊

運用開始 2019年12月予定

配 置 先 金石消防署三和出張所

12．外国人住民向け窓口 100 市の窓口等における外国語対応の充実を図るため、

サービスの拡大 電話通訳サービスを拡大

対応言語 インドネシア語を追加

対象窓口 税の窓口、リサイクル推進課

13．公衆無線ＬＡＮの 50,000 外国人旅行者をはじめとする来街者等が手軽に利用できる

エリア拡充 公衆無線ＬＡＮのエリアを計画的に拡充

金沢駅西広場、尾山神社前

都心軸（金沢駅～武蔵ヶ辻）

谷口吉郎・吉生記念金沢建築館 など

14．ＩＣＴを活用した 3,900 電子申請システムを導入

行政サービスの実施

-284-



４．主な公共料金の改定
（単位 千円）

事 業 名 改定差額 内 容

Ⅰ．制度開始に伴う １件

料金設定

1. 建築許可申請手数料 650 接道規制適用除外の建築物に係る認定手数料を新設

１件あたり 27,000円

用途規制適用除外の建築物の許可手数料を新設

１件あたり 140,000円

壁面線の指定等により建ぺい率を緩和する場合の許可手数料を新設

１件あたり 33,000円

１年を超えて使用する仮設興行場等に係る許可手数料を新設

１件あたり 160,000円

用途変更に係る全体計画の認定手数料及び変更認定手数料を新設

１件あたり 5,000円

既存建築物を一時的に他の用途として使用する場合の許可手数料を

新設

用途変更期間が１年以内の場合

１件あたり 120,000円

用途変更期間が１年を超える場合

１件あたり 160,000円

Ⅱ．施設の新増設等に ３件

伴う料金設定

1. 長土塀青少年交流 1,408 長土塀青少年交流センターの開設に伴い、施設使用料を設定

センター使用料 （2019年７月開設予定）

交流活動室 全日 7,100円

プレイルーム 全日 3,520円

多目的室 全日 3,430円 など
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（単位 千円）

事 業 名 改定差額 内 容

2. 屋 内 交 流 広 場 13,300 屋内交流広場の供用開始に伴い、利用料金を設定

利用料金 （2019年４月７日供用開始）

多目的ゾーン及び親子アスレチックゾーン

個人 一般 １回３時間あたり 100円

高校生以下 １回３時間あたり 50円

未就学児 無料

多目的ゾーン

団体 半面 １時間あたり 1,830円

3. 金 沢湯涌江戸村 3 旧平尾家住宅の開設に伴い、施設利用料金を設定

利用料金 （2019年秋開設）

全 日 3,150円

午 前 1,070円

午 後 2,080円

Ⅲ．現行料金の改定 ５件

1. 国 民健康保険料 △615,432 県から示された標準保険料率への準拠を原則とするが、

市民生活への影響に配慮し、基金からの繰入れ等を行うことにより、

保険料率の一部を据置

（医療給付費分）

保険料率 所得割 年 8.47％ → 8.49％

均等割 月額 2,000円 → 据置

平等割 月額 1,850円 → 据置

平均改定率 1.07％

賦課限度額 年額 54万円 → 58万円

（国基準 58万円 → 61万円）

（後期高齢者支援金分）

保険料率 所得割 年 2.44％ → 2.55％

均等割 月額 820円 → 850円

平等割 月額 580円 → 590円

平均改定率 4.12％

賦課限度額 年額 19万円 → 据置

（国基準と同額）

-286-



（単位 千円）

事 業 名 改定差額 内 容

（介護納付金分）

保険料率 所得割 年 2.13％ → 2.15％

均等割 月額 930円 → 据置

平等割 月額 420円 → 460円

平均改定率 0.80％

賦課限度額 年額 16万円 → 据置

（国基準と同額）

2. 介 護 保 険 料 － 低所得者層に対する介護保険料の軽減措置対象世帯及び

軽減額を拡大

3. 金沢21世紀美術館 40,000 混雑の緩和と来館者の受入環境の充実を図るため、開館15周年を機に、

観覧料金 コレクション展の観覧料金を改定

コレクション展（普通観覧料金）

一 般 360円 → 450円

大学生 280円 → 310円

小中高生 無料 → 据置

65歳以上 280円 → 360円

金沢能楽美術館との共通観覧料金

一 般 510円 → 570円

大学生 460円 → 480円

65歳以上 460円 → 530円

スイミング・プールの地上部を有料ゾーンに追加 など

4. 観光駐車場使用料 8,200 周辺の駐車場との均衡を図るため、普通車駐車場使用料を改定

基本料金 １時間まで 300円 → 350円

加算料金 30分毎に 100円 → 150円

5. 内川第１建設発生土 10,800 事業計画の変更に伴い、受入手数料を改定

処理施設受入手数料 １㎥あたり 830円 → 1,100円
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（単位 千円）

事 業 名 改定差額 内 容

Ⅳ．幼児教育・保育の － 2019年10月から保育所及び認定こども園の保育料を無償化

無償化（保育料） 対象児童 ３歳以上(１号認定及び２号認定)の児童

３歳未満(３号認定)で市民税非課税世帯の児童

Ⅴ．消費税率の引き上げに 55件 ○ 使用料

伴う改定 7,904 ただし、非課税の使用料、時間貸しの普通車駐車場使用料を

除く

都市整備、土木部門

公園使用料 道路占用料 駅前広場使用料

法定外公共物使用料 準用河川占用料

市営住宅駐車場使用料 特定公共賃貸住宅駐車場使用料

経済、農林水産部門

ＩＴビジネスプラザ武蔵使用料 異業種研修会館利用料金

ものづくり会館利用料金 観光駐車場使用料

金沢湯涌みどりの里使用料 三谷さとやま交流広場使用料

食肉流通センター使用料

市民、福祉、保健部門

金沢学生のまち市民交流館使用料 近江町交流プラザ使用料

障害者高齢者体育館使用料 駅西健康ホール使用料

斎場使用料

文化スポーツ部門

芸術文化ホール利用料金 金沢市民芸術村利用料金

俵芸術交流スタジオ使用料 金沢湯涌創作の森利用料金

牧山ガラス工房利用料金 おしがはら工房利用料金

金沢21世紀美術館利用料金 金沢文芸館利用料金

中村記念美術館利用料金 金沢くらしの博物館利用料金

安江金箔工芸館利用料金 金沢ふるさと偉人館利用料金

泉鏡花記念館利用料金 金沢湯涌夢二館利用料金

金沢蓄音器館利用料金 前田土佐守家資料館利用料金

室生犀星記念館利用料金 徳田秋聲記念館利用料金

金沢能楽美術館利用料金 金沢湯涌江戸村利用料金

鈴木大拙館利用料金 文化施設共通観覧券利用料金

老舗記念館利用料金 体育施設利用料金

スポーツ広場利用料金 額谷ふれあい体育館利用料金
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（単位 千円）

事 業 名 改定差額 内 容

教育部門

教育プラザ使用料 中央公民館使用料

キゴ山ふれあい研修センター使用料 長土塀青少年交流センター使用料

都市政策、総務部門

パーク・アンド・ライド駐車場使用料

谷口吉郎・吉生記念金沢建築館利用料金

市庁舎等市有施設使用料

○ 手数料

食品、食品添加物等検査手数料 診断書交付手数料

廃棄物処理手数料
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５．改革への取り組み

１．執 行 体 制 の 整 備

「世界の交流拠点都市・金沢」の実現に向けて、重点戦略計画を一層加速するための体制を整備する。

（１）未来を担う子供への施策の強化と青少年教育等の充実

① こども未来部の新設

・未来を担う逞しく心豊かな子供を育成するため、子育て支援や幼児教育の充実を図るととも

に、子供の貧困対策や児童虐待防止対策を強化するなど、子供施策を総合的に推進するため、

福祉局に「こども未来部」を新設

・放課後児童クラブや児童家庭相談、子供の貧困対策などに一元的に取り組むため、こども政

策推進課を「子育て支援課」に改編し、福祉総務課から児童家庭相談等に係る業務を移管

・幼児教育と保育の一体的な推進を図り、幼児教育の無償化などの制度改正等に的確に対応する

ため、こども未来部に「保育幼稚園課」を新設

・幼稚園及び保育所等と小学校の連携強化や、幼稚園教諭及び保育士の研修の充実を図るための

幼児教育センター（仮称）の開設をめざし、保育幼稚園課に「幼児教育センター開設準備室」

を設置

・児童虐待防止対策の強化と相談支援体制の充実を図るため、こども総合相談センターを課に格

上げし、専門職員を増員

② 青少年教育の充実

・青少年の健全育成や交流活動の拠点となる「長土塀青少年交流センター」を開設し、青少年教

育にかかる業務を生涯学習課から移管

③ 教育環境の整備

・小中学校の再編や玉川こども図書館等の改築、共同調理場の整備などを推進するため、教育総

務課に「教育施設等整備室」を設置し、これに伴い、市民交流施設整備室を廃止

・施設の改築に伴い、玉川こども図書館（室）を休館（廃止）し、改築期間中、玉川図書館に児

童図書コーナーを新設するとともに、泉野図書館及び海みらい図書館の児童図書を充実

（２）新たな価値の創造と生産性の向上

① 新たな産業やビジネスモデルの創出に向けた価値創造拠点の整備を推進するため、産業政策課に

「価値創造拠点整備室」を設置

② 第４次産業革命の進展を受けて生産性の向上を図るため、ＩＣＴ推進室を「ＩＣＴ活用推進室」

に改称し、官民データやＡＩ・ＩｏＴ等のＩＣＴ技術の活用を本格化

（３）福祉健康施策の充実

① 支え合う安全で安心な福祉健康社会の形成をめざし、地域包括ケアの推進や認知症対策の強化な

どの地域福祉施策を一体的に推進するため、福祉総務課と長寿福祉課を「地域長寿課」に改編

② 地域包括ケアシステムの構築に向けて、金沢総合健康センターと金沢市福祉サービス公社を「金

沢健康福祉財団」に統合

局、部及び課等の増減

部 １増、課 １増、室 ２増
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２．定 員 管 理 の 適 正 化

◎ 2019年度職員定数 3,343人

組織や事務事業の見直し、効率的な人員配置などにより、総定数を据置

〈主な増員の内訳〉 ２１人

① 救急隊の増隊 ４人

② プレミアム付商品券事業の実施 ３人

③ 教育施設等整備の本格化 ２人

④ 価値創造拠点の整備 １人

⑤ 幼児教育センター（仮称）の開設準備 １人

⑥ 児童虐待防止への対応 １人

⑦ その他 宿泊税賦課徴収業務への対応等 ９人

〈主な減員の内訳〉 △２１人

① 学校施設管理体制の見直し △７人

② ごみ収集体制の見直し △３人

③ 事務体制の見直し等 △１１人

(注)職員定数の状況

年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

増減員 △５人 △１５人 △１３人 ０人 ０人 ０人

総定数 3,371人 3,356人 3,343人 3,343人 3,343人 3,343人

３．行 政 経 費 の 効 率 化

人件費、公債費、扶助費を除く一般行政経費を節減（施設の新増設等当然増減分を除く）

2018年度 2019年度 差引額

義務的経費を除く (千円) (千円) (千円)

一般行政経費 11,559,618 11,212,486 △ 347,132

対 前 年 度 3.00％減
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４．行 政 改 革 大 綱 の 推 進

第７次行政改革大綱に基づく行政改革実施計画の実践

（１）市民協働と広域連携の推進

①地域コミュニティの充実と市民協働の推進

・町会等の地域団体の連携による運営体制づくりをモデル校下で実施

・市民活動サポートセンターの機能を強化

地域団体とＮＰＯ等との連携を強化し地域における課題解決を促進

・市民課窓口等で加入連絡票を配布し、転入者の町会加入を促進

・町会における地域活動発信アプリの導入を支援

・地域ぐるみで子供を育む地域学校協働活動を拡充

・地域福祉を支えるためのコーディネーターを地区社会福祉協議会に配置

・大学と連携し、地域と外国人住民との交流活動に取り組むモデル事業を実施

・地域が運行するコミュニティバス等に対する支援を拡充

・大規模災害に備え看護学生と連携した救護体制を構築

・災害時に備え避難行動要支援者名簿の活用を促進

・食品ロスの削減を推進

フードドライブ受付窓口を新たに泉野・元町福祉健康センターに設置

飲食店等によるフードシェアリング事業をモデル実施

・家庭用生ごみ処理機の購入を促進するための助成制度を拡充

・木造建築物密集地域における町会による共同消火器の設置を支援

②ボランティアの育成と市民力の強化

・若手リーダーが地域活動に参加する「かなざわユースプロジェクト」を推進

・地域福祉活動の担い手づくりを促進するためのボランティアポイント制度を導入

・高齢者の活躍をサポートするため、就労等に関する総合相談窓口を開設

・プログラムの技能を生かし地域で活躍するシニアを育成

・ホストタウンの合宿受入れに協力するボランティアを養成

・コミュニティ防災士と連携し出前講座を開催

③広域連携の推進と広報機能の強化

・石川中央都市圏の連携強化

圏域における公共施設保有量の最適化など、将来コスト軽減に向けた計画を策定

上下水道事業における維持管理業務の共同化を検討

スポーツによる広域連携を推進するための連絡会を設置

産後の母子への相談支援体制を充実し、サービスを広域化

圏域内における消防活動の連携・協力プランの策定に向けた検討に着手

国際交流に関するシンポジウムを周辺自治体と共同で開催

各市町が開催する適応指導教室等に関する研修会に相互参加

圏域の特長を生かした富裕層向け観光プログラムを富山市と連携し検討

・申請書類等を多言語化しホームページに掲載
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（２）生産性の向上と職員の働き方改革

①ＡＩ、ＩｏＴの活用と行政サービスの質の向上

・ＡＩを活用した行政情報に関する自動案内システムを導入

・電子申請システムを導入（道路占用許可申請など）

・ＡＩを活用した会議録作成システムを導入

・市立工業高校においてＩＣＴを活用した工業教育を推進

・外国人向けの防災情報をホームページやアプリを活用し多言語で発信

②効率的・効果的な業務及び組織の運営

・次期基幹情報システムを構築（2021年１月稼働予定）

・ＲＰＡ技術等を活用した定型作業の自動化システムを導入

（障害者医療費助成事務など）

・ごみ収集ルートの管理を効率化

③民間活力の導入と外郭団体改革

・民間活力の導入を推進するためのアウトソーシング推進計画を策定

・金沢駅東・武蔵地下駐車場に利用料金制度を導入（2020年４月）

・石川県金沢食肉流通センターの今後のあり方を検討

・総合健康センターと福祉サービス公社を統合し「金沢健康福祉財団」を設立

・新しい「まちのり」の構築に着手（2020年３月供用開始予定）

（３）長期的視点に立った健全な行財政運営

①財政計画・人事計画・重点戦略計画に基づく市政の推進

・計画的な繰上償還や基金への積み立てを行うなど、長期財政フレーム

及び中期財政計画に沿った財政の運営を実践

・公共施設の効率的な運営や物件費等の節減などを通じて、財政の弾力性を確保

②公共インフラの最適化と計画的な更新

・公共施設等総合管理計画に基づく施設の改修や長寿命化等を推進

アートホールの大規模改修に向けた実施設計に着手

学校施設の大規模改修を本格化（小学校６校、中学校３校） など

・新たな共同調理場再整備計画を策定

・橋りょう耐震計画に基づく耐震補強を推進

③公営企業の経営戦略の強化

・卸売市場の再整備に向けた調査に着手

・市立病院の再整備に向けた今後のあり方を検討

・ガス事業・発電事業の今後のあり方を検討
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６．議 案

Ⅰ．予 算 ……………………………………………… １９件

Ⅱ．条 例 ……………………………………………… ３０件

金沢市歴史的建築物の現状変更の規制及び保存のための措置に関する条例制定

〔歴史的建築物を建築基準法の保存建築物として保存及び活用を図るための

必要な事項を規定〕

金沢市避難行動要支援者名簿に関する条例制定

〔避難行動要支援者名簿の作成及び名簿情報の提供に関する必要な事項

を規定〕

金沢市就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する

法律に基づく幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認定の要件を

定める条例制定

〔就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する

法律の改正に伴い、幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の

認定の要件を規定〕

金沢市における美しい眺望景観の形成に関する条例制定

〔美しい眺望景観の形成のための基本となる事項等を規定〕

金沢市長土塀青少年交流センター条例制定

〔長土塀青少年交流センターの設置〕

金沢市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

〔マイナンバー法等の改正に伴う特定個人情報を利用することができる

事務等に関する規定の整理〕

金沢市職員定数条例の一部改正

〔職員定数の整理〕

金沢市の基金の設置及び管理に関する条例の一部改正

〔教育福祉施設等再整備積立基金及び文化スポーツ施設再整備積立基金

の設置〕

金沢市手数料条例の一部改正

〔建築基準法の改正に伴う審査手数料の新設等〕

金沢市公民館設置条例の一部改正

〔野町公民館の移転に伴う位置の変更〕

金沢21世紀美術館条例及び金沢能楽美術館条例の一部改正

〔観覧料金の改定及び消費税法等の改正に伴う使用料金等の改定〕

金沢卯辰山工芸工房条例の一部改正

〔人材の養成等に重点を置くための関係規定の整備〕
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金沢湯涌江戸村条例の一部改正

〔旧平尾家住宅の設置及び消費税法等の改正に伴う入園料金等の改定〕

金沢市歴史的観光施設及び観光駐車場条例の一部改正

〔駐車料金の改定及び消費税法等の改正に伴う観覧料金等の改定〕

金沢市中央卸売市場業務条例の一部改正

〔消費税法等の改正に伴う使用料等の改定〕

金沢市公設花き地方卸売市場業務条例の一部改正

〔消費税法等の改正に伴う使用料等の改定〕

金沢市土地改良事業分担金等賦課徴収条例の一部改正

〔土地改良法の改正に伴う引用条項の整理〕

金沢市におけるぽい捨て等のない快適で美しいまちづくりの推進に関する

条例の一部改正

〔健康増進法の改正に伴う引用条項等の整理〕

金沢市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正

〔災害援護資金の貸付利率、保証人等に関する規定の改正〕

金沢市児童福祉法に基づく児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部改正

〔基準省令の改正に伴う児童福祉施設の職員に関する基準の改正〕

高齢者等の医療費の助成に関する条例及び子育て支援医療費助成に関する

条例の一部改正

〔現物給付による医療費助成の対象の拡大〕

金沢市国民健康保険条例の一部改正

〔国民健康保険法施行令の改正に伴う保険料の減額の基準及び

基礎賦課限度額の改定〕

金沢市保健所及び福祉健康センター使用料等徴収条例等の一部改正

〔消費税法等の改正に伴う関係条例の改正〕

金沢市廃棄物の減量化及び適正処理等に関する条例等の一部改正

〔学校教育法の改正による専門職大学の制度化に伴う関係条例の改正〕

金澤町家の保全及び活用の推進に関する条例の一部改正

〔金澤町家の除却等に対する届出に関する規定の整備〕

金沢市自動車駐車場条例の一部改正

〔利用料金制度の導入及び消費税法等の改正に伴う使用料の改定〕

金沢市定住の促進に関する条例の一部改正

〔助成対象の改定等〕

建築物の駐車施設に関する条例の一部改正

〔駐車施設の附置に関する基準を一部緩和〕

金沢市建設発生土処理施設の管理に関する条例の一部改正

〔建設発生土処理手数料の改定〕

金沢市病院事業の設置等に関する条例の一部改正

〔病床数の変更及び消費税法等の改正に伴う使用料の改定〕
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Ⅲ．そ の 他 ……………………………………………… ５件

指定管理者の指定について

・谷口吉郎・吉生記念金沢建築館

・金沢２１世紀美術館及び金沢能楽美術館

・卯辰山公園健康交流センター千寿閣

・金沢市児童館

包括外部監査契約の締結について

合 計 ……………………………………………… ５４件
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 １．各会計別総括表 （金額単位　千円）

補正前の額 補正額     計　Ａ 前年同期 Ｂ 伸率A/B

0.2%
( 2.0% )

市 営 地 方 競 馬 事 業 費 2,826,400 9,784 2,836,184 2,608,669

市 街 地 再 開 発 事 業 費 38,926 38,926 37,383

公共用地先行取得事業費 2,030,915 2,030,915 616,161

工 業 団 地 造 成 事 業 費 37,681 37,681 302,242

住 宅 団 地 建 設 事 業 費 182,262 32,200 214,462 210,786

駐 車 場 事 業 費 246,478 16,000 262,478 251,920

国 民 健 康 保 険 費 45,394,194 1,900,157 47,294,351 53,505,897

後 期 高 齢 者 医 療 費 5,820,001 259,011 6,079,012 5,730,721

47,992 47,992 61,928

介 護 保 険 費 37,913,408 571,665 38,485,073 36,890,188

農 村 下 水 道 事 業 費 502,960

△3.4%
( 4.0% )

ガ ス 事 業 10,007,225 10,007,225 9,455,795

水 道 事 業 13,514,453 13,514,453 13,447,291

発 電 事 業 1,071,898 4,853 1,076,751 1,272,360

工 業 用 水 道 事 業 72,411 72,411 72,556

病 院 事 業 6,850,527 △ 101,200 6,749,327 6,378,082

中 央 卸 売 市 場 事 業 1,260,924 △ 26,706 1,234,218 1,221,377

下 水 道 事 業 30,576,558 477,586 31,054,144 30,498,982

51,021 51,021 50,508

△0.5%
( 2.6% )

(  )内の伸率は、特別分（一般会計における基金の再編分及び国民健康保険費特別会計における

都道府県化に伴う影響分）を除いた実質の伸率である。

342,143,837 343,812,649

100,718,855

63,405,017 354,533 63,759,550

（注）

Ⅱ．平成３０年度（2018年度）補正予算

2.2%

合　　　　　　　　　　計 334,744,606 7,399,231

62,396,951

公
営
企
業
以
外
の
特
別
会
計

母子父子寡婦福祉資金貸付事業費

小　　　　計 94,538,257 2,788,817 97,327,074

公
営
企
業
特
別
会
計

公設花き地方卸売市場事業

小　　　　計

区　　　　　　　　　分

一　　　般　　　会　　　計 176,801,332 4,255,881 181,057,213 180,696,843
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２．歳出補正予算の概要 （単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

① 土木部門

無電柱化推進事業費 32,000 旧観音町通りの移設補償を前倒し

【国補正】

新幹線側道整備事業費 50,000 百坂町線の道路改良工事等を前倒し

【国補正】

債 務 負 担

△230,000 [債務負担△230,000千円］

道 路 新 設 改 良 208,500 補助道路新設改良事業費 205,000千円

事業費 【国補正】 土清水・上辰巳線の橋りょう上部工事等を前倒し

自然災害防止事業費 3,500千円

道路法面対策工事を前倒し

小坂町地内

県施行街路事業費 472,500 金石街道線（無電柱化）ほか【国補正】 121,500千円

負担金 鳴和三日市町線（橋梁架替）ほか 351,000千円

消雪装置整備事業費 32,500 消雪配管工事等を前倒し

【国補正】 小立野・もりの里線、額新保・高尾線

消融雪装置補修費 30,000 消雪ポンプの取替工事 寺町５丁目地内 ほか

急傾斜地崩壊防止 21,200 県施行負担金 小坂町地内 【国補正】 3,000千円

対策費 法島町地内ほか 18,200千円

河 川 改 修 事 業 費 210,000 都市基盤河川改修事業費 174,000千円

【国補正】 弓取川 浚渫工事を前倒し

木曳川 橋りょう下部工事等を前倒し

大宮川 用地取得を前倒し

補助準用河川改修事業費 36,000千円

柳瀬川 樋管工事を前倒し
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

② 経済、農林水産部門

プレミアム付商品券 30,000 プレミアム付商品券の発行準備にかかるシステム改修など

事業費 【国補正】

中心経営体等機械・ 149,000 大規模農家の農業用機械等の導入を支援

施設導入支援費

【国補正】

石川県金沢食肉公社 30,000 経営改善に向けて、県市協調で支援

運営費補助

石川県金沢食肉流通 30,000 基幹施設の改良について、県市協調で実施

センター施設改良費

本 多 の 森 ホ ー ル 14,900 ホールの運営を県市協調で支援

運営費補助

③ 環境部門

指定ごみ袋販売費 20,600 指定ごみ袋販売枚数の増

④ 市民、福祉、保健、

病院部門

障 害 者 福 祉 施 設 1,500 障害者福祉施設の施設整備に対する助成を前倒し

整備費 【国補正】 社会復帰施設みらい 大浦町地内

生 活 保 護 費 △510,000 生活扶助費の減など

私 立 保 育 所 等 63,000 統合保育対象児童数の増など

運営費補助

児 童 手 当 △71,000 支給対象児童の減など

児 童 扶 養 手 当 △79,000 支給対象児童の減など
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

子 育 て 支 援 医 療 28,000 助成件数の増

助成費

金 沢 広 域 急 病 9,900 患者数の増

センター運営費

が ん 検 診 費 10,000 胃がん検診等の受診者数の増

予 防 接 種 費 46,500 高齢者インフルエンザワクチン等の接種者数の増

地域コミュニティ 210,000 指定ごみ袋販売収入の増

活性化基金積立金

国 民 健 康 保 険 費 1,900,157 保険給付費の増など

（特別会計）

後期高齢者医療費 259,011 広域連合保険料負担金の増など

（特別会計）

介 護 保 険 費 571,665 過年度国庫支出金返還金の増など

（特別会計）

病 院 事 業 △101,200 電気設備更新工事費の減など

（特別会計）

⑤ 文化スポーツ部門

文化の人づくり基金 11,300 ふるさと納税の増など

積立金

⑥ 教育部門

小中学校大規模改造 1,170,000 老朽化した校舎等の大規模改修工事を前倒し

事業費 【国補正】 小学校 ６校 920,000千円

中学校 ３校 250,000千円
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（単位 千円）

事 業 名 予算額 内 容

児童生徒就学奨励費 10,900 単価の増

⑦ 都市政策、総務部門

金沢港建設事業費 462,200 金沢港建設事業費負担金【国補正】 379,600千円

無量寺岸壁改良工事等を前倒し

新 森 本 駅 東 広 場 27,000 駐車場の整備に向けて、用地を取得

パーク・アンド・ライド

駐車場整備事業費

先行取得用地再取得費 310,000 土地建物等売払収入の増に伴う再取得費の増

地方債繰上償還元金 1,095,160 将来にわたり財政の健全性を維持するため、中期財政計画に

基づき地方債の繰上償還を実施 など

2018年度計画分５億円に加え、

2019年度から５億円を前倒し

⑧ 企業局部門

下 水 道 事 業 477,586 管渠改築事業費【国補正】 289,400千円

（特別会計） 田井町、旭町１丁目地内ほか

ポンプ場施設整備事業費【国補正】 104,000千円

七ツ屋ポンプ場１号汚水ポンプ更新工事

水質管理センター施設整備事業費【国補正】 37,000千円

西部水質管理センター本館沈砂池棟耐震補強実施設計

業務委託

雨水幹線築造事業費【国補正】 102,000千円

駅西本町２丁目、東力２丁目地内ほか

このほか、５会計で事業費の確定などによる所要額を補正
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３．一般会計歳入補正予算の概要 （単位 千円）

市 税 107,000 個人市民税 384,000 法人市民税 △506,000

固定資産税 205,000 など

譲与税・交付金 159,000 地方消費税交付金 284,000

株式等譲渡所得割交付金 △245,000

自動車取得税交付金 92,000 など

地 方 交 付 税 △238,408 普通交付税

国 県 支 出 金 △57,999 生活保護費負担金 △427,500

学校施設環境改善交付金 275,116

担い手育成対策費補助 149,000 など

繰 越 金 24,557

市 債 3,343,100 公共事業等債 949,900

公共施設等適正管理推進事業債 840,300

学校教育施設等整備事業債 798,200 など

そ の 他 の 収 入 918,631 土地建物等売払収入 481,467

廃棄物処理手数料 250,500 など

４．予算以外の議案 ４件

（１）工 事請負契約の締結 ……………… １ 件

金沢市立泉中学校屋内運動場改築工事（建築工事）

（２）財 産 の 処 分 ……………… １ 件

金沢テクノパーク分譲

（３）そ の 他 ……………… ２ 件

市道の路線認定、変更〔認定15路線、変更２路線〕

Ⅲ．報 告 １件

（１）専 決 処 分 ……………… １ 件

損害賠償の額の決定について 平成30年12月28日専決ほか
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